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1701年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Pieter Rooselaar｣(~1706年)
1701年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾁｪｯﾀ4世｣(3回目~1702年)
1701年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｶﾞﾜﾝﾂｪﾘﾝ｣(~1704年)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｳﾀﾞｲｼﾑｼﾞ2世｣
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ6世｣(~1721年10月没
  )
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾀﾏｳ国ﾗｼﾞｬ｢ｹｼｮ･ﾀﾞｽ｣建国(~1748年没)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｽﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾄﾞﾏﾅﾌ･ﾃﾞｵ･ﾊﾞﾆ｣(~1753年)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾔｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ･ﾏﾝﾀﾞｯﾀ｣(~1730年)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾗｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾏｯﾄ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1705年)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾁｬﾘ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ･ﾓﾊﾊﾟﾄﾗ｣(~1723年)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｳﾞｨﾙｼﾑｼﾞ1世｣(~1716年没)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾝﾄﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｶﾞﾊﾞｯﾄ･ｼﾝ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(~1733年)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾘｻﾞｸ･ｶｰﾝ｣(~1747年没)
1701年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶｰﾝ｣(1回目~1706年)
1701年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ｲｽﾄﾞｩ朝ｽﾙﾀﾝ｢Ali7世 Kula Ran Muiy｣(~同年)⇒｢Ibrahim Mudzhiruddine  M
  uthey Ran Mani Loka｣(~1704年)
1701年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾎﾗ朝君主｢Mian Yar Muhammad｣(~1719年)
1701年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第21代ﾊﾝ｢ｱﾙﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1702年)
1701年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｸﾞﾘｱ公ﾏﾐｱ｣(~1702年)
1701年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｰｻ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾚｲﾏﾝ｣(1回目~1704年頃)
1701年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｻﾜｷﾝとﾏｯｻﾜのｻﾝｼﾞｬｸがﾋｼﾞｬｰｽﾞ州に併合される
1701年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗｯｹﾙ｣(~1703年)
1701年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国摂政｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ｿﾞﾌｨｰ･ﾍﾙﾂｫｰｷﾞﾝ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ｣(~1702
  年)
1701年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾀﾞ･ｺｽ
  ﾀ｣(1回目~1704年)
1701年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾄﾞﾝﾀﾞﾝｹﾞﾝ､ﾋﾟﾙﾃﾝをｽｳｪｰﾃﾞﾝが占領(1705年から1706年にかけてﾛｼｱ占領によ
  り中断~1709年)｡
1701年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ伯｢Madeline-Charlotte｣
1701年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第9代ｱﾙﾊﾞ公｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~1711年)先代の子
1701年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公･ﾓﾙﾃﾝ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣(~17231202死去)
1701年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢Charles-Francis｣(~1719年)
1701年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Ippolita｣(~17331229死去),｢Gregorio｣共同統治(~1707年)
1701年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾏﾙｺ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣(~1704年)
1701年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世の息子(~17080512
  死去)
1701年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞをﾌﾗﾝｽが占領(~17130626)
1701年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王｢ｵｾｲ･ﾄｩﾄｩ｣ｶﾞｰﾅで建国
1701年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||ｱｼｬﾝﾃｨ王ｵｾｲがﾃﾞﾝｷｰﾗ王国を破る
1701年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Pierre Eleonore de la Ville｣(4期目~17050805)
1701年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｻﾝ=ﾙｲ騎士団ﾋﾟｴｰﾙ･ｷﾞﾖﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾛｯｼｭ･ｷﾞﾖﾝ｣(~同年)⇒｢ﾗ
  ･ﾓｯﾄ卿ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾛｯｸ｣(~1708年没)
1701年 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官代理｢Jacob Leverock｣(⇒1702年副司令官)
1701年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Charles d'Esnots de Forbonest｣(~10月死去)
1701年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王｢Louis Cacqueray｣(~1702年)
1701年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ及びﾈｲﾋﾞｽはｱﾝﾃｨｸﾞ
  ｱの直接統治下(~1704年)
1701年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｲﾄﾞ｣(~1708年)
1701年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｱﾝﾄﾞﾙｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~17030420死去)
1701年1月2日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ公｢ｱﾝﾄﾆｵ(=ｱﾝﾄﾜｰﾇ1世)｣(~17310220没)
1701年1月3日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ公｢ﾙｲｰｼﾞ(=ﾙｲ1世)｣
1701年1月14日-09:00|日本|茨城県水戸市|元禄13年12月6日|<死去>前水戸藩主｢徳川光圀｣73歳(誕生:寛永5(162
  8)0610)義公と諡される
1701年1月15日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<改称>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｶﾞｰ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ⇒ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ
1701年1月15日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ･ｸﾞﾛｯﾍﾞ｣(~1704年)
1701年1月15日-09:00|日本|福島県二本松市|元禄13年12月7日|<死去>陸奥二本松藩100700石｢丹羽長之｣⇒翌年2
  月3日､長男｢丹羽秀延｣が継ぐ(⇒享保13年5月5日(17280612)死去)
1701年1月16日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<死去>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣
1701年1月16日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ7世｣(同年没)
1701年1月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾆｵ･ﾄﾞﾗｰｷﾞ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1634年)
1701年1月18日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾒﾒﾙはﾌﾟﾛｲｾﾝ王国(⇒18710118からﾄﾞｲﾂ)の一部
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1701年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世はﾌﾟﾛｲｾﾝのｹｰﾆﾋｽﾍﾞﾙｸにおいて戴冠し､ﾌﾟﾛｲｾﾝ国
  王ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世となった(-1713)
1701年1月29日-09:00|日本|長崎県長崎市|元禄13年12月20日|<深掘事件>未明,佐賀鍋島領深堀の武士数10人が
  浜町の高木邸に侵入/長崎の町年寄で代物替会所の頭取･高木彦右衛門とその一統7人を討ち取る
1701年2月3日-09:00|日本|東京都墨田区|元禄13年12月25日|大火の後浅草から深川へと移動した､江戸における
  通矢の殿堂三十三間堂の普請が出来上がる
1701年2月8日-09:00|日本|茨城県結城市|元禄14年|<加増>下総結城藩1万石｢水野勝長｣+3000石⇒13000石(⇒元
  禄16(1703)年､5000石加増され18000石)
1701年2月8日-09:00|日本|群馬県高崎市|元禄14年|<加増>上野高崎藩52000石｢松平輝貞｣+1万石⇒62000石(⇒宝
  永1(1704)年12月26日､1万石加増され72000石)
1701年2月8日-09:00|日本|群馬県沼田市|元禄14年|柿平銅山(利根村)､開発される
1701年2月8日-09:00|日本|千葉県柏市|元禄14年|<加増>下総船戸藩1万石｢本多正永｣+5000石⇒15000石(⇒元禄1
  6(1703)年1月11日､沼田藩2万石へ加増移封)
1701年2月8日-08:00|中国|  ||清･康熙40年|<即位>(ﾁﾍﾞｯﾄ)ｸﾞｼ･ﾊﾝ王｢ﾃﾝｼﾞﾝ･ﾜﾝﾊﾙ｣(~1703年)
1701年2月8日-09:00|日本|  ||元禄14年1月|<刊行>西澤一風｢寛濶曾我物語｣
1701年2月18日-09:00|日本|東京都千代田区|元禄14年1月11日|<就任>老中｢稲葉正通｣(~宝永4年8月2日)
1701年3月2日-09:00|日本|長崎県長崎市|元禄14年1月23日|暁､長崎本石灰町より出火.丸山､寄合町が全焼,遊女
  町も類焼､記録類がほとんど焼失
1701年3月4日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|元禄14年1月25日|<死去>契沖(62歳)真言宗の僧､国学者､歌人
1701年3月10日-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~17030927)
1701年3月10日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢James Cranston｣(~1702年)
1701年3月15日 05:00|日本|三重県桑名市|元禄14年2月6日|<桑名元禄14年の大火-野村騒動>未刻(14時ごろ)､今
  一色町から出火､烈風にあおられて延焼､城下町から城内へ､本丸の天守閣を始め､二の丸､三の丸から外曲輪に
  至るまで焼失/町家1456軒と全体の8割近くが焼失､侍屋敷70軒､寺社6か所が焼失
1701年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣
1701年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ伯｢ｽｸﾛｰﾌﾟ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(⇒17200618初代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ公~1
  7450111死去)
1701年3月19日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱ､ﾃﾍﾟﾚﾅ県で地震(M6.4)死者300人
1701年3月20日-09:00|日本|秋田県秋田市|元禄14年2月11日|<立藩>久保田新田藩(1)1万石｢佐竹義都｣久保田藩
  より分与(⇒享保5(1720)年11月27日､隠居)
1701年3月20日-09:00|日本|秋田県秋田市|元禄14年2月11日|<立藩>久保田新田藩(2)2万石｢佐竹義長｣久保田藩
  より分与(⇒享保3(1718)年9月6日､隠居)
1701年3月20日-09:00|日本|福島県相馬市|元禄14年2月11日|<交替>陸奥中村藩6万石｢相馬昌胤｣隠居⇒養子｢相
  馬叙胤｣が継ぐ(⇒宝永6(1709)年6月5日､隠居)
1701年3月22日-09:00|日本|三重県桑名市|元禄14年2月13日|桑名城内堀より出火し､赤須賀､伊賀町に延焼し武
  家屋敷60軒も焼失し､武器や諸道具､記録も殆どが灰燼に帰する
1701年3月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾔﾝ･ﾌｧﾝ･ﾌﾞﾛｯﾎｰﾌｪﾝ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞﾙｹﾞｲｸ｣(~17041007)
1701年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾙﾌｫﾝｿ･ﾄｼｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾓﾗｯﾁ｣
1701年4月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1701年4月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯･ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣先代の甥(~17321223死
  去)
1701年4月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾅﾙｷｻｽ･ﾏｰｼｭ/ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯爵ﾍﾝ
  ﾘｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ/ﾏｳﾝﾄ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ伯爵ﾋｭｰ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ｣(~9.18)
1701年4月12日-09:00|日本|滋賀県彦根市|元禄14年3月5日|<交替>近江彦根藩30万石｢井伊直興｣隠居⇒次男｢井
  伊直通｣が継ぐ(⇒宝永7(1710)年7月26日､22歳で死去)
1701年4月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾛﾚﾝﾂｫ･ｿﾗﾝﾂｫによるﾄﾙｺとの通商協定
1701年4月21日 02:00|日本|東京都千代田区|元禄14年3月14日|<赤穂事件>巳の下刻(午前11時半過ぎ)､浅野内匠
  頭長矩(赤穂藩主)が江戸城中松之廊下で高家筆頭吉良上野介義央に刃傷に及ぶ/長矩は綱吉の命で直ちに切腹
  /35歳(誕生:寛文7(1667)0811)
1701年4月22日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|元禄14年3月15日|<死去改易>浅野長矩.江戸城にて吉良義央に対して
  刃傷沙汰を起こしたため､即日切腹(35歳)播磨赤穂藩主
1701年4月25日-09:00|日本|埼玉県深谷市|元禄14年3月18日|<死去>武蔵岡部藩22250石｢安部信友｣(64歳)⇒6月2
  9日､長男｢安部信峯｣が継ぐ(⇒弟｢信方｣に2000石を分知し20250石⇒宝永3年5月21日(17060701)死去)
1701年4月29日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾍﾞﾈｯﾄ大佐｣(1期目~1
  713年)
1701年5月 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ｴﾘｱｽ･ﾊｽｹｯﾄ｣(~10.5)
1701年5月6日-09:00|日本|福井県敦賀市|元禄14年3月29日|敦賀川向表町から出火,180軒焼失
1701年5月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
1701年5月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(⇒17061221ﾘﾝｼﾞｰ候⇒17150726兼ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹ
  ｽﾃｨｰｳﾞﾝ公~17230726死去)
1701年5月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ継承戦争勃発.ﾌﾟﾘﾝﾂ･ｵｲｹﾞﾝ率いるｵｰｽﾄﾘｱ軍が北ｲﾀﾘｱに進撃
1701年5月18日-09:00|日本|福島県二本松市|元禄14年4月11日|<死去>丹羽光重(81歳)前陸奥二本松藩主
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1701年5月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｱﾝﾄﾞﾚｱｴ｣(~同年
  )⇒｢ﾐｯｹﾙ･ｸﾇｰﾄﾞｾﾝ･ｸﾛｰﾈ｣(~1702年7月)
1701年5月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1701/5/12|ｲｷﾞﾘｽの海賊ｷｯﾄﾞが絞首刑に処せられる(誕生:1650)
1701年5月23日-09:00|日本|岡山県備前市|元禄14年4月16日|備前岡山藩の庶民教育機関の閑谷学校が完成
1701年5月24日-09:00|日本|愛媛県松山市|元禄14年4月17日|松山城下長町より出火し､西風強く大火となり136
  軒類焼
1701年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾃｵﾌｨﾛｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1701年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~17050222死去)
1701年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Biykli Mehmed Pasha｣(2期目~同年)⇒｢Arslan 
  Muhammad Pasha ibn al-Mataraji｣(1期目~1702年)
1701年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1701年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の又従兄弟(~17341128死去)
1701年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｷ｣(~17030607)
1701年6月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｧﾛｱ公･ｵﾙﾚｱﾝ公･ﾇﾑｰﾙ公･ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣脳卒中で死亡60歳
1701年6月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣(~17231202死去)
1701年6月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｧﾛｱ公･ｵﾙﾚｱﾝ公･ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣(~17231202死去49歳)
1701年6月11日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Balthasar Coyett｣(~1706年)
1701年6月12日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Jean-Baptiste de Villers｣(~17090805)
1701年6月12日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao da Costa de Atahide e Azevedo｣(~17040308死去)
1701年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>第10代ｱｰｶﾞｲﾙ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣⇒初代ｱｰｶﾞｲﾙ公兼ｷﾝﾀｲｱ=ﾛｰﾝ侯･ｷｬﾝ
  ﾍﾞﾙ=ｺｳｫｰﾙ伯(~17030925死去)
1701年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦6月12日|ｶﾄﾘｯｸ教徒をｲｷﾞﾘｽ国王と認めないという王位継承法が制定さ
  れ､前国王ｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世の息子ｼﾞｬｰﾑｽﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞが王位継承権者から外される
1701年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾌｫｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣
1701年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>2代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣⇒ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ侯(~17210114死去)
1701年6月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｽ人ｷｬﾃﾞｨﾗｯｸ,ﾃﾞﾄﾛｲﾄを建設
1701年6月30日-09:00|日本|茨城県水戸市|元禄14年5月25日|<石直し>常陸水戸藩28万石｢徳川綱条｣⇒35万石(幕
  府より領内の墾田7万石を本領とすることが許可される⇒享保3(1718)年9月11日､63歳で死去)
1701年7月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督代理｢総督評議会｣(~17020611
  )
1701年7月18日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Isaac Lamont｣(1期目~1704.6)
1701年7月19日-09:00|日本|千葉県佐倉市|元禄14年6月14日|<移封>越後高田藩103000石｢稲葉正往｣⇒下総佐倉
  藩102000石(⇒宝永4(1707)年8月2日､隠居)
1701年7月19日-09:00|日本|新潟県上越市|元禄14年6月14日|<移封>下総佐倉藩67850石｢戸田忠真｣⇒越後高田藩
  67850石(⇒宝永7(1710)年閏8月15日､下野宇都宮藩67850石に移封)
1701年7月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Miguel Gonzalez de Otazo｣(~
  1705.8死去)
1701年7月24日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢崔錫鼎｣(~10.31)
1701年7月25日-09:00|日本|京都府京都市|元禄14年6月20日|<元禄14年夏､京都大雷雨>(19日~)京都では当時､大
  雨が降り､鴨川が氾らんして洪水となっていた/辰巳の刻(午前8時から10時ごろ)雷が西七条から鹿が谷周辺に
  多く落ち､洛中では仙洞御所､二条城､大納言大徳寺公全の屋敷､六角堂などに落ちて多くの人が気絶したり､不
  幸にも死亡した/中には洪水の犠牲になった人もいた
1701年7月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾎﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾘｯﾁ｣
1701年7月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾎﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｯﾁ｣先代の息子(~17210816死去)
1701年8月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ｶｰﾙ･ﾏｸﾞﾇｽ･ﾌﾘﾍﾚ･ｽﾁｭｱｰﾄ｣(~1702年)
1701年8月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｸｰﾙﾗﾝﾄとｾﾐｶﾞﾘｱをｽｳｪｰﾃﾞﾝが占領(1705年8月~1706年3月,ﾛｼｱの占領によ
  って中断~1709年9月)
1701年8月7日-09:00|日本|東京都中央区|元禄14年7月4日|<死去>五代目中村勘三郎
1701年8月13日-09:00|日本|東京都文京区|元禄14年7月10日|<完成>護国寺護摩堂
1701年8月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｿｳﾞｫﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ｳﾞｨﾗﾝﾄﾘｰ｣
1701年8月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾙ･ﾓﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ﾋﾞｴﾝｳﾞｨﾕ｣(~17
  13年)
1701年9月3日-09:00|日本|  ||元禄14年8月|<刊行>江島其碩の浮世草子｢けいせい色三味線｣
1701年9月7日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊｰｸﾞで､ｽﾍﾟｲﾝ王位継承をめぐり､ｲｷﾞﾘｽ､ｵﾗﾝﾀﾞ､ｵｰｽﾄﾘｱ諸公の間
  に対ﾌﾗﾝｽ大同盟が結成される
1701年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>元ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世｣67歳(誕生16331014)
1701年9月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会(ﾌﾚｲ･ｱｺﾞｽﾃｨｰﾆｮ･ﾀﾞ･ｱﾇﾝｼｱｻﾝ(2
  回目)/ｳﾞｧｽｺ･ﾙｲｽ･ｺｳﾁｰﾆｮ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ)｣(~17021002)
1701年9月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾛﾁｪｽﾀｰ伯爵ﾛｰﾚﾝｽﾊｲﾄﾞ｣(~17030604)
1701年9月18日-09:00|日本|  ||元禄14年8月16日|<元禄14年東海･東日本風水害>(～19日)強力な台風が東海道
  沿岸部から関東､東北地方を襲い､各地に大きな被害を出した/伊勢長島では木曽川の堤防が決壊して城中の家
  中の家々は床上浸水1.5m/同国亀山では鈴鹿川が､三河岡崎では矢矧川の堤防が決壊して領内が洪水となった/
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  18日､宇都宮では城下の民家4600軒が倒壊､侍屋敷も133軒倒壊､同藩の表高の8割にあたる8万石の田畑が流さ
  れた/奥州では三春で6人死亡､民家325軒倒壊､7000石の田畑が流されている
1701年10月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Charles d'Esnots de Forbonest｣
1701年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1701年10月2日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|元禄14年9月1日|<加増移封>下野烏山藩3万石｢永井直敬｣⇒播磨赤穂
  藩33000石(⇒宝永3(1706)年1月28日､信濃飯山藩に移封)
1701年10月5日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｴﾘｽ･ﾗｲﾄｳｯﾄﾞ｣(⇒1703年10月､ｽﾍﾟｲﾝの囚人~
  1704年)
1701年10月6日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督代理｢Charles de Pechpeyrou-Comminges de 
  Guitaut｣(3期目~1702.5)
1701年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>4代ﾊﾟｰｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣⇒初代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)(~17160511死
  去非ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ爵位剥奪)
1701年10月24日-09:00|日本|愛媛県四国中央市|元禄14年9月23日|宇摩郡で強盗殺人事件の犯人9名が磔獄門と
  なる
1701年10月27日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ摂政｢ｱﾐｰﾙ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｼｬｰ･ﾊﾞﾝﾀﾞﾙ/ｱﾐｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌｧﾑﾗﾃﾞﾘ｣(~同
  年)
1701年10月27日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ･ﾊｻﾝ10世｣(~同年)⇒｢ﾑｼﾞﾙ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ｣(~1704
  1220)
1701年10月31日-09:00|日本|兵庫県明石市|元禄14年10月|<交替>播磨明石藩6万石｢松平直明｣隠居⇒長男｢松平
  直常｣が継ぐ(⇒寛保3(1743)年2月､隠居)
1701年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾏﾘ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1701年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾏﾘ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の息子(~17351007死去)
1701年11月4日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｵﾙﾃｶﾞ･ｲ･ﾓﾝﾀﾈｽ｣(2回目~17021127
  )
1701年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｪﾗｰﾄﾞ｣
1701年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾌｨｯﾄﾝ･ｼﾞｪﾗｰﾄﾞ｣(~17021226死去断絶)
1701年11月6日 13:00|日本|滋賀県彦根市|元禄14年10月7日|<彦根元禄14年の大火>亥刻(22時ごろ)長曽根より
  出火し､延焼伝馬町に至る/焼失家屋2096戸
1701年11月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱでﾍﾟﾝが憲法･特権の憲章を付与
1701年11月20日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Farmer｣(~17030510
  )
1701年11月24日-09:00|日本|島根県松江市|元禄14年10月25日|<立藩>出雲松江新田藩1万石｢松平近憲(⇒吉秀⇒
  吉透)｣出雲松江藩から分与(⇒宝永元(1704)年2月23日､宗家出雲松江藩世継ぎとなり吸収廃藩)
1701年12月4日-09:00|日本|福井県|元禄14年11月5日|小浜質屋町から出火,175軒など焼失
1701年12月5日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞ･ﾀｳﾞｫﾗ･ｴ･ｿｳｻﾞ･ﾀﾊﾞﾚｽ｣(
  ~1702年12月)
1701年12月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|元禄14年11月7日|<死去>2代嵐三右衛門(41歳)歌舞伎役者
1701年12月8日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｻﾊﾞﾙﾌﾞﾙ･ﾃﾞ･ｴﾁｪﾊﾞﾘ｣(~170908
  25死去)
1701年12月10日-09:00|日本|東京都|元禄14年11月11日|幕府が､流行している独楽廻しを､堺町､木挽町の芝居小
  屋以外禁止し､市中での販売も禁止
1701年12月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国庫財務実行主席弁務官｢ｶｰﾗｲﾙ伯ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(1期目
  ~17020508)Whg
1701年12月30日-09:00|日本|  ||元禄14年12月2日|<死去>済深法親王(41歳)霊元天皇の皇子
1701年12月31日-09:00|日本|東京都|元禄14年12月3日|幕府が､再び遊女等の取締令を出す
1702年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢Badrul Alam Syarif Hashim Jamaluddin｣
1702年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢Perkasa Alam Syarif Lamtui Syah Johan Berdaulat｣(~1703
  年)
1702年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Cakranegara1世｣(~1705年)
1702年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾄﾝﾓ･ﾚｱｷｱ2世｣(1回目~1703年)
1702年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲｻﾙﾐﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｼﾞｬｽﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~1708年)
1702年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ｴﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｶｰﾝ2世｣
1702年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第20代ﾊﾝ｢ｼｬｰ･ﾆﾔｰｽﾞ｣
1702年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ｴﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾞﾗｸ･ｶｰﾝ1世｣(~1723年)
1702年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼｬｰﾊﾞﾌﾄ･ﾊｰﾝ｣(~1704年死去)
1702年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｳﾊﾞｲﾄﾞｩｯﾗｰ1世｣ｽﾌﾞﾊｰﾝ･ｸﾘの長男
  (~1711年死去)
1702年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｷﾞｵﾙｷﾞ6世｣(1回目~1703年)
1702年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｶﾔ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1702年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Cetrefiloglu Yusuf Pasha｣(~同年)⇒｢Arap Omer P
  asha｣(~同年)
1702年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ｱﾀﾞﾑ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｸﾞﾘｰｳﾞ･ﾚｰｳﾞｪﾝﾊｳﾌﾟﾄ｣(1回目~1705年8月)
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1702年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Salih Agha｣(~同年)⇒｢Mehmed Pasha Kurd Ba
  yram-zade｣(1期目~1703年)
1702年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱｽﾗﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1720年)
1702年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｾﾘﾑ1世ｷﾞﾚｲ｣(4期目~17041222死去)
1702年-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||南部ｱﾌﾘｶでｺｰｻ人と西洋人がﾌｧｰｽﾄｺﾝﾀｸﾄ
1702年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Antonio de Zuniga y la Cerda｣(~同年)⇒総督｢Jose de
   Agullo y de Pinos｣(~1704年死去)
1702年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢Johann Kasimir Kolbe von Wartenberg｣(~1711年)
1702年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｾｲﾌﾗｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~17031012)
1702年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｰﾆｭ公｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｼﾞｽﾗﾝ｣(~1750年)
1702年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾛﾚｰﾇはﾌﾗﾝｽに占領された(~1714年)
1702年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｻﾝﾊﾞ･ﾎﾞﾋ｣(~1707年頃)
1702年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||英海軍,ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺのｱﾚｼﾎﾞを攻撃するも失敗
1702年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽ艦隊.ｺﾛﾝﾋﾞｱ沖合いでﾄﾞｩ･ｶｯｾの艦隊と海戦.5日間の激戦の後,英軍司令
  官ﾍﾞﾝﾎﾞｳ提督が負傷.部下はそのまま撤退.ﾍﾞﾝﾎﾞｳはまもなく死亡
1702年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Anthony Hodges｣(~1710年)
1702年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ副総督代行｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｺﾄﾞﾘﾝﾄﾝ｣(~1703年)
1702年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督代理｢Gabriel Jean Nicolas de Gabaret｣(1期目~170
  3年)
1702年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾀﾞﾋﾞﾗ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ･ﾃﾞ･ﾗｸﾞｰﾅ｣(~1706年)
1702年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾃﾝﾁ｣(~1704年)
1702年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣(1回目~1705年)
1702年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ,ﾌﾛﾘﾀﾞのｽﾍﾟｲﾝ人植民地を攻撃/ｻﾝ･ｱｳｸﾞｽﾁﾝ包囲.町は陥落
1702年1月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大主教ﾅﾙｷｯｿｽ･ﾏｰｼｭ/ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯爵ﾍ
  ﾝﾘｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~4.11)
1702年1月8日-09:00|日本|  ||元禄14年12月11日|幕府は諸国に金銀貨の通用令を出し,交換比率を金1両=銀58
  匁=銭3貫900文と走める
1702年1月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｱﾝｽﾞﾘｰ｣
1702年1月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾝｽﾞﾘｰ｣先代の弟(~17100918死去)
1702年1月22日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｾﾙｳｨﾝ｣(~4.5没)
1702年1月28日-09:00|日本|  ||元禄15年|<刊行>松尾芭蕉｢奥の細道｣都の書肆井筒屋庄兵衛から(元禄7年4月完
  成)
1702年1月28日-09:00|日本|  ||元禄15年|<死去>広渡一湖(59歳)画家
1702年2月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Jose Correia de Castro｣(~17091017)
1702年2月 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定総督･総司令官･大統領｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾃﾞｭｱｰﾙ｣(2
  回目~5.20)
1702年2月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌｧﾆｮｰﾚ伯｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾖｰｾﾞﾌ･ｷﾞｽﾗﾝ｣(~17500808没)
1702年2月20日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢徐文重｣(~11.18)
1702年2月20日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺｴｰﾘｮ･ｹﾞﾚｲﾛ｣(~1704年)
1702年2月24日-09:00|日本|  ||元禄15年1月28日|近松門左衛門作『傾城壬生大念仏』が都万太夫座で上演され
  る
1702年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｻｲｰﾄﾞ2世･ｲﾌﾞﾝ･ｻｰﾄﾞ｣(2度目~1704年7月)
1702年3月1日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｲﾚﾌﾞﾝ･ｻｳｻﾞﾝｽﾞ諸島司令官｢Sebastien Le Gonard｣(~1
  709年)
1702年3月1日-09:00|日本|  ||元禄15年2月3日|古金銀貨の｢引替令｣(回収を督令)
1702年3月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ｳｨﾚﾑ3世｣ｵﾗﾝﾀﾞ総督､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王､ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ
  王
1702年3月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ﾖﾊﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾌﾘｰｿﾞ｣ｵﾗﾝﾀﾞ総督.ﾃﾞｨﾚﾝﾌﾞﾙｸ伯ﾖﾊﾝ6世の玄孫
  ､祖母はｳｨﾚﾑ2世の妹(~17110714死去)
1702年3月9日-09:00|日本|東京都|元禄15年2月11日|江戸四谷新宿太宗寺へんから出火､品川まで焼ける
1702年3月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ､ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄで地震(M6.3)死者150人
1702年3月17日-09:00|日本|  ||元禄15年2月19日|新井白石｢藩翰譜｣を撰する
1702年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦3月8日|<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｳｨﾘｱﾑ3世(ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ3世)｣半年前の落馬が
  もとで/51歳(誕生16501114)
1702年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦3月8日|<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｱﾝ｣ｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世とｱﾝ･ﾊｲﾄﾞの娘(⇒1
  7070501ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ及びｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ連合王国女王~17140801死去49歳)
1702年3月26日-09:00|日本|  ||元禄15年|<死去>本因坊道策(58歳)囲碁棋士
1702年3月28日-09:00|日本|  ||元禄15年3月|<刊行>都の錦,浮世草子｢元禄太平記｣
1702年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾎﾞｲﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1702年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾎﾞｲﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~17320407死去)
1702年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾛﾘ｣｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾊﾝﾏｰｽﾞ｣
1702年4月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ州植民地総督｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣(~17161007)
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1702年4月5日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾍﾞｯｸﾌｫｰﾄﾞ｣(~12.4)
1702年4月5日-09:00|日本|埼玉県川越市|元禄15年3月9日|<加増>武蔵国川越藩92000石｢柳沢吉保｣+2万石⇒1120
  00石(⇒宝永元(1704)年12月21日､甲斐甲府藩15万1200石へ加増移封)
1702年4月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾏｳﾝﾄ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ伯爵ﾋｭｰ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ/ﾄﾏｽ･ｱ
  ｰﾙ/ﾄﾏｽ･ｹｲﾄﾘｰ｣(~17030604)
1702年4月12日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｾﾈｶﾞﾙ会社局長･司令官｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾙﾒｲﾄﾙ｣(~1706年)
1702年4月19日-09:00|日本|島根県安来市|元禄15年3月23日|<交替>出雲広瀬藩3万石｢松平近栄｣隠居⇒長男｢松
  平近時｣が継ぐ(⇒同年閏8月18日､死去)
1702年5月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾘﾄｱﾆｱをｽｳｪｰﾃﾞﾝが占領(~1709年)
1702年5月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾌﾗﾝｽに属するのを阻止するため､ｲｷﾞﾘｽ､ｵﾗﾝ
  ﾀﾞ､ｵｰｽﾄﾘｱがﾌﾗﾝｽとｽﾍﾟｲﾝに宣戦布告する(ｽﾍﾟｲﾝ継承戦争)
1702年5月4日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾅﾀﾞとｱﾒﾘｶでｱﾝ女王戦争が始まる
1702年5月5日-09:00|日本|東京都|元禄15年4月9日|幕府が盗賊改役を再置し,徳山重俊を任命
1702年5月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国高等財務卿｢ﾏｰﾙﾎﾞﾛ公ｼﾞｮﾝ･ﾁｬｰﾁﾙ｣Tor(~17100811)
1702年5月14日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ｶｰﾙ12世の軍が､ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ﾛｼｱ･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ
  ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国連合軍を破り､ﾜﾙｼｬﾜを占領
1702年5月14日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｾﾊﾞｰｼﾞｮｽ･ｲ･ｳﾞ
  ｨﾗｸﾞﾃｨｴﾗ｣(~17031027没)
1702年5月16日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｳｨﾚﾑ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾟﾙﾏ｣(~17051017在任中死
  去)
1702年5月21日-09:00|日本|栃木県栃木市|元禄15年4月25日|<死去>下野皆川藩12000石｢米倉昌明｣(30歳)⇒次男
  ｢米倉昌照｣が継ぐ(⇒正徳2(1712)年5月23日､死去)
1702年5月24日-09:00|日本|東京都|元禄15年4月28日|<死去>初代鳥居清元(58歳)浮世絵師
1702年5月25日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾃﾞ･ﾚﾓｽ ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣(~1706年)
1702年5月28日-09:00|日本|  ||元禄15年4月28日|<死去>狩野昌運(66歳)狩野派の絵師
1702年5月29日-09:00|日本|東京都江東区|元禄15年5月3日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂百射｣で､山岡半弥が7
  7本(総矢数100中)を記録｡種目最初の記録
1702年6月9日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾑﾗｰﾄﾞ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾗﾄﾞ3世｣
1702年6月10日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾑﾗｰﾄﾞ朝ﾍﾞｲ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｱｯｼｭ=ｼｬﾘﾌ｣(~17050715敗戦)
1702年6月11日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督代理｢Claus Hansen｣(⇒1
  7041103総督~17060208死去)
1702年6月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣(~17150204)
1702年6月13日-09:00|日本|東京都江東区|元禄15年5月18日|江戸深川三十三間堂通矢｢全堂日矢数｣で､永井友右
  衛門が三千本(総矢数六千九百本)を記録
1702年6月27日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｴｽｺﾊﾞﾙ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ｣(~17050926)
1702年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾖﾙｹﾞﾝ･ﾍﾙﾏﾝｾﾝ･ﾋﾞｮﾙﾝ｣(~1704
  年6月没)
1702年7月3日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(~17080908)
1702年7月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾃﾞｽ･ｴ･ｲﾝｸﾗﾝ｣(~17080204)
1702年7月12日-09:00|日本|岩手県盛岡市|元禄15年6月18日|<死去>南部重信(87歳)前陸奥盛岡藩主
1702年7月16日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ島の一部としてﾌﾗﾝｽのｻﾝｸﾘｽﾄﾌを
  併合
1702年7月16日-09:00|日本|新潟県妙高市|元禄15年6月22日|<減移封>美濃岩村藩19000石｢丹羽氏音｣領内混乱･
  家中混乱⇒丹後高柳藩1万石(⇒宝永2(1705)年閏4月7日､死去)
1702年7月17日-09:00|日本|福岡県柳川市|元禄15年6月23日|<死去>立花鑑虎(58歳)前筑後柳河藩主
1702年7月19日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ4世｣
1702年7月19日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~1713年､ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ﾌﾚｾﾞﾘｸ4
  世がｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公国の共同統治者の地位を剥奪しﾌﾚｾﾞﾘｸ4世が単独のｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公となった)
1702年7月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽでｶﾐｻﾞｰﾙの反乱が始まる
1702年7月28日-09:00|日本|群馬県安中市|元禄15年7月4日|<移封>陸奥泉藩2万石｢内藤政森｣⇒上野安中藩2万石
  (⇒享保18(1733)年4月6日､隠居)
1702年7月28日-09:00|日本|福島県いわき市|元禄15年7月4日|<移封>上野国安中藩15000石｢板倉重同｣⇒陸奥泉
  藩15000石(⇒享保2(1717)年6月9日､死去)
1702年7月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで貴族に役職を引き受ける気にさせる規定
1702年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣
1702年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣(~17351006死去)
1702年8月6日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞﾗﾝｺ｣(~1704
  年)
1702年8月10日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Maulana Kaharuddin Kudai｣
1702年8月10日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Bayan ul Anwar｣(~1736年)
1702年8月11日-09:00|日本|福井県勝山市|元禄15年7月18日|<交替>越前勝山藩22000石｢小笠原貞信｣隠居⇒孫｢
  小笠原信辰｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年4月25日､隠居)
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1702年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ｹﾝﾄ伯｢ｱﾝｿﾆｰ･ｸﾞﾚｲ｣
1702年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ｹﾝﾄ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣(⇒17061114ｹﾝﾄ侯⇒17100428ｹﾝﾄ公~17400605死
  去)
1702年8月21日-09:00|日本|愛媛県松山市|元禄15年7月28日|松山大風､松山城天守閣の鯱落ちる.潰家は侍屋敷2
  3軒･町家20軒･百姓家2,389軒､死者は16人を出す/大洲藩領に大洪水があり､潰家1,332軒､流死2人となる
1702年8月25日-09:00|日本|愛媛県西条市|元禄15年8月3日|<死去>一柳直興(79歳)元伊予西条藩主
1702年8月29日-09:00|日本|長崎県対馬市|元禄15年8月7日|<死去>宗義真(64歳)前対馬府中藩主
1702年9月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Subhan Quli Khan｣
1702年9月2日-09:00|日本|東京都江東区|元禄15年8月11日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂千射｣で､国府田長之
  助(13歳)が980本(総矢数1000本)を記録
1702年9月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<交替>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｱﾑｶｻﾞｰﾄﾞ･ｹｰﾌﾟﾘｭﾘｭ･ﾋｭｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣辞任⇒｢ﾀﾞﾙﾀﾊﾞﾝ･ﾑｽﾀﾌｧ･
  ﾊﾟｼｬ｣就任(~17030124)
1702年9月12日-09:00|日本|三重県桑名市|元禄15年8月21日|<改易>伊勢長島藩1万石｢松平忠充｣発狂,家臣を大
  量処刑､4千石没収
1702年9月17日-09:00|日本|  ||元禄15年8月26日|<死去>常子内親王(61歳)後水尾天皇の皇女､近衛基熙の妻
1702年9月17日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|元禄15年8月26日|難波五人男と呼ばれる暴れ者たち(雁金文七
  ､庵の平兵衛､極印千右衛門､神鳴庄九郎､ほてゐの市右衛門)が道頓堀で死罪･獄門となる
1702年9月20日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾆｺﾗｽ･ﾍﾞﾆﾃｽ･ﾃﾞ･ﾙｺﾞ｣(~
  17041204黄熱病で死去)
1702年9月20日-09:00|日本|  ||元禄15年8月29日|<元禄15年8月末の台風>(～30日)子の刻(午前0時ごろ)から辰
  の刻(午前8時ごろ)にかけて大風雨/筑後川をはじめ周辺の河川が氾濫/福岡藩では大風で家屋1万1135軒が倒
  壊､その内藩士宅641軒､博多商家174軒､郷村の民家9342軒､海浜の民家978軒/秋月藩では家屋倒壊1510軒､倒木
  5490株､田畑の損害1万3800石/筑前､筑後両国合計で田畑の損害29万5500石､倒木1万8300余株の大災害/備前国
  岡山も､旭川が氾濫して24.4kmにわたって堤防が損壊､海岸の潮除け堤防も40.5kmにわたって損壊して､田畑69
  .8平方kmに浸水､10平方km余は海水が浸水し､3.8平方kmは荒れ地となった/岡山城内にも浸水し､藩士の屋敷町
  では床上浸水の家が続出するなど､藩内全域で家屋倒壊1939軒､同流出30軒､橋の損壊110橋などの損害となっ
  た
1702年9月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣
1702年9月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣(~17220419死去)
1702年9月28日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|元禄15年閏8月7日|<加増>因幡鹿奴藩25000石｢池田仲澄｣+新田5000石
  ⇒3万石(⇒元禄16(1703)年9月6日､隠居)
1702年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾚ･ｶﾙﾋﾞｰﾆ｣
1702年10月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｶｴﾀｰﾉ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣(~17071028)
1702年10月9日-09:00|日本|島根県安来市|元禄15年閏8月18日|<死去>出雲広瀬藩3万石｢松平近時｣(44歳)⇒長男
  ｢松平近朝｣が継ぐ(⇒享保13(1728)年11月15日､死去)
1702年10月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||(英)VIGO海戦でｽﾍﾟｲﾝ艦隊を破る
1702年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯｢Walrad｣
1702年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯｢William Henry｣(~17180214死去)
1702年10月21日-09:00|日本|茨城県常総市|元禄15年9月1日|<加増移封>丹波亀山藩47000石｢井上正岑｣⇒常陸下
  館藩5万石(⇒28日､常陸笠間藩5万石へ移封)
1702年10月21日-09:00|日本|三重県桑名市|元禄15年9月1日|<移封>常陸下館藩2万石｢増山正弥｣⇒伊勢長島藩2
  万石(⇒宝永元(1704)年5月20日､死去)
1702年10月26日-09:00|日本|愛媛県今治市|元禄15年9月6日|<死去>伊予今治藩35000石｢松平定陳｣(36歳)⇒長男
  ｢松平定基｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年2月2日､隠居)
1702年10月27日-09:00|日本|愛知県刈谷市|元禄15年9月7日|<移封>上総大多喜藩16000石｢阿部正春｣⇒三河刈谷
  藩16000石(⇒宝永6(1709)年4月25日､隠居)
1702年10月27日-09:00|日本|岐阜県恵那市|元禄15年9月7日|<移封>信濃小諸藩2万石｢松平乗紀｣⇒美濃国岩村藩
  2万石(⇒享保元(1716)年12月25日､死去)
1702年10月27日-09:00|日本|京都府亀岡市|元禄15年9月7日|<移封>遠江浜松藩5万石｢青山忠重｣⇒丹波亀山藩5
  万石(⇒享保7(1722)年6月18日､隠居)
1702年10月27日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|元禄15年9月7日|<移封>三河刈谷藩2万石｢稲垣重富｣⇒上総
  大多喜藩25000石(⇒28日､下野烏山藩25000石へ移封)
1702年11月 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が一時的にｼﾞｪｰﾑｽﾞ島を奪還し､身代金を要求
1702年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾄﾞﾆｰ｣
1702年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｼﾄﾞﾆｰ｣(~17050724死去)
1702年11月1日-09:00|日本|静岡県浜松市|元禄15年9月12日|<加増移封>常陸笠間藩5万石｢本庄資俊｣⇒遠江浜松
  藩7万石(⇒宝永2(1705)年3月23日､第5代将軍｢徳川綱吉｣より松平姓を与えられ｢松平資俊｣と改名)
1702年11月1日-09:00|日本|長野県小諸市|元禄15年9月12日|<加増移封>越後与板藩1万石｢牧野康重｣⇒信濃小諸
  藩15000石(⇒享保7(1722)年11月28日､死去)
1702年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣
1702年11月5日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ島主｢William5世 Stanley｣
1702年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽ･ｽﾀﾝﾚｰ｣(~17360201死去)
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1702年11月5日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島主｢James2世 Stanley｣(~17360201死去)
1702年11月17日-09:00|日本|茨城県笠間市|元禄15年9月28日|<移封>常陸下館藩5万石｢井上正岑｣⇒常陸笠間藩5
  万石(⇒享保3(1718)年､1万石加増され6万石)
1702年11月17日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|元禄15年9月28日|<移封>上総大多喜藩25000石｢稲垣重富｣⇒下
  野烏山藩25000石(⇒宝永元(1704)年､5000石加増し3万石)
1702年11月26日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｹﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ﾋｰﾚ｣
1702年11月26日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢評議会ﾒﾝﾊﾞｰ｣(~17030511)
1702年11月27日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｱﾙﾊﾞｶｰｷ公･ｸｴｼﾞｬﾙ侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･
  ﾗ･ｸｴｳﾞｧ･ｴﾝﾘｹｽ｣(~17110115)
1702年11月29日-09:00|日本|岩手県盛岡市|元禄15年10月11日|<死去>陸奥盛岡藩10万石｢南部行信｣(61歳)⇒11
  月27日､三男｢南部信恩｣が継ぐ(⇒宝永4(1707)年12月8日､死去)
1702年12月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~17101123)
1702年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢商工会議所上院｣(~17051120)
1702年12月3日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Robert Mawdesley｣(~1713年)
1702年12月4日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾊﾝﾀﾞｻｲﾄﾞ｣(17040325まで代行~1711071
  1)
1702年12月9日-09:00|日本|東京都文京区|元禄15年10月21日|柳沢吉保,六義園作庭
1702年12月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ｢王令｣を適用し､警察長官ﾏﾙｸ･ﾙﾈ･ﾙ･ｳﾞｫﾜｲｴ･ﾄﾞ･ﾎﾟﾙﾐｰ･ﾀﾞﾙｼﾞｬﾝｿﾝが｢ﾊﾟﾘ｣
  を20の街区(ﾎﾟﾘｽ管轄区)に分割/警視の立場を強化し､王権のﾎﾟﾘｽのﾊﾟﾘ一円的支配をめざす/｢ﾌｫｰﾌﾞﾙ･ｻﾝ=ﾀﾝﾄﾜ
  ｰﾇ-｣(11,12区､｢ﾌｫｰﾌﾞﾙ｣は城外区)に住む職人たちは､｢ｼｬﾄﾚ裁判所｣(1,4区)の治安行政(すなわち､国王の治安
  行政)の統制下に置かれる
1702年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>初代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾁｬｰﾁﾙ｣⇒初代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公(~17220616死去)
1702年12月16日-09:00|日本|  ||元禄15年10月28日|幕府が蔵米給付制度を完備する
1702年12月25日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛで蜂起による事実上の独立
1702年12月26日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢Selim1世 Geray｣(4期目~17041222死去)
1702年12月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾌｨｯﾄﾝ･ｼﾞｪﾗｰﾄﾞ｣断絶
1703年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Amangkurat2世｣
1703年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾅﾆﾝｸﾞ統治者(ｵﾗﾝｸﾞ･ｶﾔ･ｾﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾒﾗｰ)｢ﾀﾞﾄ･ｼﾞｭｱﾗ･ﾒｶﾞｯﾄ｣(~?)
1703年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢Jamal ul Alam Badrul Munir｣(~1726年)
1703年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾉﾏﾝ君主｢Sultan Anom2世｣(~1706年)
1703年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗﾑ君主｢Amangkurat3世｣(~1708年~1733年死去)
1703年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾀｶﾞﾛｸﾞ語のｷﾘｽﾄ受難詩をｶﾞｽﾊﾟﾙ･ｱｷﾉが出版
1703年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第32代国王ｻﾝﾍﾟｯﾄ8世ｽﾘｴｰﾝﾀﾗｰﾃｨﾎﾞｰﾃﾞｨｰ(~1708年)
1703年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾁｪｯﾀ4世｣(4回目~1706年)
1703年-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ支配者(⇒1716年､ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑの称号)｢ﾑﾙｼﾄﾞ･ｸﾘ･ｼﾞｬﾌｧﾙ･ｶｰﾝ｣(~1727
  0630没)
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者｢ﾀﾞｳﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾊﾟｰﾆ｣(~1710年)
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾘ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(~1709年没)
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ｱﾏﾊﾞﾄ･ﾔｸｰﾄ･ｶｰﾝ2世｣(~1707年)
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾑｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞﾙﾌﾞ･ﾃﾞｳﾞ｣(~1725年没)
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾗﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ﾎﾞｳﾞｧｼﾞ･ﾗｵ｣(~1704年没)
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｳﾞﾅｶﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾊﾞﾌﾞｼﾝｼﾞ1世ﾗﾀﾝｼﾞ｣(~1764年没)
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ﾀﾞｰｳｰﾄﾞ･ﾊｰﾝ･ﾊﾟﾝﾆｰ｣(~1710年退位)
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退位>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ｽﾞﾙﾌｨｶｰﾙ･ﾊｰﾝ｣
1703年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻﾝｸﾞﾘ国をｸﾙが占領(~1719年)
1703年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｷﾞｵﾙｷﾞ7世｣(1回目)⇒｢ｷﾞｵﾙｷﾞ6世｣(2回目~1707年)
1703年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾍﾃｨ王｢ｴﾚｸﾚ1世｣(~5月)
1703年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ摂政｢ﾚｳﾞｧﾝ｣(~1704年)
1703年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<復位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｷﾞｵﾙｷﾞ11世｣(~17090502)
1703年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ｼｪﾜ支配君主｢ｾﾍﾞｽﾃｨﾔﾉｽ･ﾈｶﾞｼ･ｸﾚｽﾄｽ｣(~17190306没)
1703年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾕｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1704年)
1703年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｿﾙﾄ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾍﾞｼﾞﾙｶﾞﾝ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1705年)
1703年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Corlulu Ali Pasha｣(~同年)⇒｢Cerkes Mehmed Pash
  a｣(2期目~1704年)
1703年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Osman Pasha Arnavud｣(~同年)⇒｢Arslan Muhammad
   Pasha ibn al-Mataraji｣(2期目~同年)⇒｢Mustafa Pasha｣(~1704年)
1703年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱ
  ﾙﾒｲﾀﾞ｣(~1706年)
1703年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾌﾞﾘｽはｵｽﾏﾝ帝国大宰相の領地(~1745年)
1703年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ｱｲｻﾝ｣(~1708年)
1703年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰをﾌﾗﾝｽが占領(~1706年)
1703年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾙｻﾞ連邦ｴﾐｰﾙ｢ｱﾘ･ｻﾝﾄﾞｩﾗ｣(~1727年没)
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1703年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Pedro Sanches Farinha e Baena｣
1703年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽのｽﾍﾟｲﾝ軍,ｻｸﾗﾒﾝﾄを奪取
1703年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Sir Bevil Granville｣(~1706年)
1703年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ副総督｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣(~1706年)
1703年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾙ
  ｲｽ･ﾃﾞ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ｣(~1706年)
1703年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾏﾃｨｱｽ･ﾃﾞ･ｱｷﾞｰﾚ｣(~1705年)
1703年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｶﾞｽ｣(~1704年)
1703年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ﾘｺﾞｰ･ｳﾞｫｰﾄﾞﾗｲﾕ(~1725年)
1703年1月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで最初の新聞ｳﾞｪｰﾄﾞﾓｽﾁが刊
1703年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾛﾏｰﾃｨ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ｣(~17140817死去)
1703年1月11日-09:00|日本|栃木県大田原市|元禄15年11月24日|<死去>下野大田原藩11400石｢大田原清信｣(22歳
  )⇒翌年2月5日､従弟｢大田原扶清｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年6月5日､死去)
1703年1月13日-09:00|日本|  ||元禄15年11月26日|幕府が御家人らに博奕禁止令を出す
1703年1月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ中部で地震(M6.7)ﾉﾙﾁｬやﾗｸｲﾗで死者9761
1703年1月15日-09:00|日本|大阪府堺市|元禄15年11月28日|幕府､堺奉行を再置し､大坂町奉行を2人に戻す
1703年1月17日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ摂政｢ｲﾏｰﾄﾞ･ｱｯﾃﾞｨﾝ2世ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑｻﾞﾌｧﾙ｣(~12.20)
1703年1月18日-09:00|日本|  ||元禄15年12月2日|幕府が煙草栽培の半減令を出し,残り耕地に穀類の栽培を命
  じる
1703年1月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾗﾐ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~8.22)
1703年1月26日-09:00|日本|福井県坂井市|元禄15年12月10日|<死去>越前丸岡藩5万石｢有馬清純｣(59歳)⇒翌年2
  月5日､嫡男｢有馬寿純｣が継ぐ(⇒享保18(1733)年4月1日､隠居)
1703年1月30日-09:00|日本|東京都墨田区|元禄15年12月14日|<赤穂事件>播州赤穂大石以下47人(四十七士),本
  所松坂町の吉良上野介邸を襲撃､15日未明,上野介を討ち取る(赤穂浪士討ち入り)
1703年2月-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第31代国王｢ﾍﾟｰﾄﾗｰﾁｬｰ(ﾏﾊｰﾌﾞﾙｯﾄ)｣
1703年2月-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第32代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ8世ｽﾘｴｰﾝﾀﾗｰﾃｨﾎﾞｰﾃﾞｨｰ｣(~1709.5､死去)
1703年2月4日-09:00|日本|  ||元禄15年12月19日|<完成>｢元禄国絵図｣
1703年2月6日-09:00|日本|福島県福島市|元禄15年12月21日|<移封>信濃坂木藩3万石｢板倉重寛｣⇒陸奥福島藩3
  万石(⇒享保2(1717)年8月3日､隠居)
1703年2月10日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元禄15年12月25日|京都松屋町丸太町から出火､296軒焼ける
1703年2月11日-09:00|日本|東京都台東区|元禄15年12月26日|江戸浅草本願寺から出火/本所猿江まで焼ける
1703年2月16日-09:00|日本|茨城県結城市|元禄16年|<加増>下総結城藩13000石｢水野勝長｣+5000石⇒18000石(⇒
  同年12月22日､病死)
1703年2月16日-08:00|中国|  ||清･康熙42年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ｶﾞﾜﾝ･ﾘﾝﾁｪﾝ｣(~1706年)
1703年2月16日-08:00|中国|  ||清･康熙42年|<即位>(ﾁﾍﾞｯﾄ)ｸﾞｼ･ﾊﾝ王｢ﾗｻﾝ｣(~17171202死去)
1703年2月24日-09:00|日本|茨城県筑西市|元禄16年1月9日|<移封>武蔵国内1万石｢黒田直邦｣⇒常陸下館藩15000
  石(⇒宝永4(1707)年1月9日､5000石加増され2万石)
1703年2月26日-09:00|日本|群馬県沼田市|元禄16年1月11日|<加増移封>下総船戸藩15000石｢本多正永｣⇒上野沼
  田藩2万石(⇒宝永元(1704)年9月27日､1万石加増され3万石)
1703年3月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾅｻﾆｴﾙ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣(~17091126)
1703年3月1日-09:00|日本|京都府京都市|元禄16年1月14日|<就任>関白｢鷹司兼煕｣(~宝永4年11月27日)
1703年3月2日-09:00|日本|埼玉県久喜市|元禄16年1月15日|<死去>武蔵久喜藩12000石｢米津政矩｣(29歳)⇒弟｢米
  津政容｣が継ぐ(自領1000石が幕府に収公され11000石⇒元文4(1739)年7月27日､死去)
1703年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>15代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1703年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>16代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ｣(~17330627死去)
1703年3月11日-09:00|日本|熊本県人吉市|元禄16年1月24日|<死去>肥後人吉藩22165石｢相良頼喬｣(63歳)⇒4月､
  従弟｢相良頼福｣が継ぐ(⇒正徳2(1712)年9月16日､隠居)
1703年3月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>20代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣休止
1703年3月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1703/3/3|<死去>ｲｷﾞﾘｽの物理学者で天文学者ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌｯｸ/67歳(誕生163
  50728)/加えた力とﾊﾞﾈの伸びの関係の｢ﾌｯｸの法則｣発見
1703年3月20日-09:00|日本|  ||元禄16年2月4日|細川･松平･毛利･水野の四家に預けられていた赤穂浪士は各家
  の庭にて切腹(事実上は斬罪)
1703年3月22日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|元禄16年2月6日|<鹿児島元禄16年の大火｢勝目殿火事｣>夜､加治
  屋町の勝目兵右衛門(彦右衛門とも)の屋敷が放火のため火災となった/強い西風にあおられて域内の下町まで
  延焼/侍屋敷239か所､職人屋敷6か所､小者屋敷3か所､合計248か所､家数にして1006軒.町屋敷385か所､家数に
  して790軒.南林寺及び同寺の脇寺12か所､家数で51軒.門前の家90か所､家数で170軒/合計､屋敷739か所､家数2
  008軒が焼失/船46艘が焼け､死亡者1人の被害/放火犯は捕らえられはりつけにされた
1703年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ=ﾉｰﾏﾝﾋﾞｰ公｢ｼﾞｮﾝ･ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞ｣2代ﾏﾙｸﾞﾚｲｳﾞ伯の子(~172102
  24死去)ﾉｰﾏﾝﾋﾞｰ侯･ﾏﾙｸﾞﾚｲｳﾞ伯
1703年3月26日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|元禄16年2月10日|<移封>相模玉縄藩2万石｢松平正久｣廃藩⇒
  上総大多喜藩2万石(⇒享保5年5月6日(17200701)､死去)
1703年3月27日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢崔錫鼎｣(~7.29)
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1703年3月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
1703年3月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~17230107死去)
1703年3月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公･ｸﾞﾗﾝﾋﾞｰ候｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣(~17110110死去)
1703年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣
1703年4月1日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢Thomas Jermyn｣
1703年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾛｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾌﾟﾘﾑﾛｰｽﾞ｣(~17231020死去)
1703年4月10日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｲﾚﾌﾞﾝ･ｻｳｻﾞﾝｽﾞ諸島をｵﾗﾝﾀﾞが管理(~1715.8)
1703年4月10日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ島全体を制御(~1715.8)
1703年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎｰﾌﾟ｣(~17420226死去)
1703年4月20日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢Henry Lumley｣(~17221016死去)
1703年4月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領東西ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督兼ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｱﾝﾄﾞﾙｰ･ﾊﾐﾙ
  ﾄﾝ｣
1703年4月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼｯﾍﾟﾝ｣(~1704年)
1703年4月27日-09:00|日本|  ||元禄16年3月12日|<死去>安井算知(87歳)囲碁棋士/三世名人碁所
1703年5月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾍﾃｨ王｢ﾀﾞｳﾞｨﾄ2世｣(~1721年5月没)
1703年5月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰのﾌｨﾚﾝﾂ2世がﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸﾞ家に対して独立戦争宣言
1703年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱｿﾙ侯･3代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣
1703年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱｿﾙ侯･4代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣(⇒17030630初代ｱｿﾙ公･初代ﾀﾘﾊﾞｰ
  ﾃﾞｨﾝ候･初代ｽﾄﾗｽﾃｲ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯~17241111死去)
1703年5月10日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Sir Bevil Granville｣(~17060
  914死去)
1703年5月11日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｺﾙﾈﾘｳｽ･ﾖﾊﾈｽ･ｼﾓﾝｼｭ｣(~17071122)
1703年5月12日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱにｲﾝｸﾞﾘｱが占領され併合される
1703年5月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの童話作家ｼｬﾙﾙ･ﾍﾟﾛｰ/75歳(誕生:16280113)/｢赤頭巾｣｢長靴をはい
  た猫｣｢眠りの森の美女｣｢ｼﾝﾃﾞﾚﾗ｣など
1703年5月16日-09:00|日本|東京都江東区|元禄16年4月|成田山本尊不動明王が富岡八幡宮の境内で出開帳をも
  って成田山東京別院深川不動堂創建<真言宗智山派>
1703年5月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|元禄16年4月7日|大坂内本町橋詰町平野屋彦右衛門の手代徳兵衛(31)
  と､堂島新地中町天満屋利右衛門方の茶立女はつ(19)が心中
1703年5月26日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾙｲ=ｴｸﾀｰ･ﾄﾞ･ｶﾘｴｰﾙ｣
1703年5月26日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ﾘｺﾞｰ･ｳﾞｫｰﾄﾞﾗｲﾕ｣(~1725
  1010死去)
1703年5月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<設立>ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ市
1703年6月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~10月)
1703年6月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ公爵ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(1回目~17070624)
1703年6月5日-09:00|日本|東京都江東区|元禄16年4月21日|梶川勝蔵､12歳にて江戸深川三十三間堂で｢半堂大矢
  数｣を射る｡12,275本中10,011本を通す
1703年6月11日-09:00|日本|東京都大島町|元禄16年4月27日|幕府が､赤穂浪士らの遺児に対する処分を執行し､
  遺児19名のうち遠流に該当した15歳以上の遺児4人を伊豆大島に配流
1703年6月13日-09:00|日本|三重県津市|元禄16年4月29日|<死去>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高久｣(66歳)⇒6月10
  日､弟｢藤堂高睦｣が継ぐ(⇒宝永5(1708)年10月9日､42歳で死去)
1703年6月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ｲｵｱﾝ･ﾌﾞﾌｽ｣(1回目~11.20)
1703年6月20日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|元禄16年5月7日|<初演>近松門左衛門の人形浄瑠璃｢曽根崎心
  中｣が道頓堀にある竹本座で
1703年6月21日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｳﾞｧﾄﾞ侯爵ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊ
  ﾞ･ﾗｯｿ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(1回目~17100903)
1703年6月22日-09:00|日本|  ||元禄16年5月9日|<死去>初代露の五郎兵衛(61歳)落語家
1703年6月26日-09:00|日本|福島県いわき市|元禄16年5月13日|<死去>陸奥湯長谷藩15000石｢遠山政徳｣(30歳)⇒
  養子｢内藤政貞｣が継ぐ(⇒享保7(1722)年4月23日､死去)
1703年6月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>2代ｱｿﾙ侯･4代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣⇒初代ｱｿﾙ公･初代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ候兼
  初代ｽﾄﾗｽﾃｲ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯(~17241111死去)
1703年7月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Charles-Francois de Machault de Bellemont｣(
  ~1709年死去)
1703年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ｣
1703年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ｣先代の孫(~17320705死去)
1703年7月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<ｴﾃﾞｨﾙﾈ事件>ｴﾃﾞｨﾙﾈでｲｪﾆﾁｪﾘの反乱(~8.22､ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ2世｣を退位させる)
1703年7月24日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Diego Ximenez de Villaran｣(~10.1
  2)
1703年7月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ王｢ﾁｬﾝｾﾛｰ･ｲｰｱﾝ･ﾌﾞﾌｽ｣(1期目~同年)
1703年8月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Bonaventure-Francois de Boisferme｣(~170
  4年)
1703年8月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｾﾊﾞ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~17050801)
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1703年8月1日-09:00|日本|愛知県刈谷市|元禄16年6月19日|<死去>稲垣重昭(68歳)前三河刈谷藩主
1703年8月4日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Manuel Jose Sanches Baena Fari
  nha｣(~1708年)
1703年8月5日-09:00|日本|秋田県秋田市|元禄16年6月23日|<死去>出羽久保田藩205800石｢佐竹義処｣(67歳)⇒8
  月12日､三男｢佐竹義格｣が継ぐ(⇒正徳5(1715)年7月19日､死去)
1703年8月13日-09:00|日本|東京都|元禄16年7月|辻相撲､辻踊りを禁止する旨の達示
1703年8月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｶﾊﾞﾉｽ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~11.17)
1703年8月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第23代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾒﾄ3世｣先代の弟.19代ﾒﾌﾒﾄ4世の子(~17301001廃
  位.17360701死去)
1703年8月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ｵｽﾏﾝ帝国第22代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ2世｣(~17040108死去)
1703年8月24日-09:00|日本|東京都|元禄16年7月12日|英一蝶｢吉原風俗図巻｣完成
1703年8月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ代行｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾌﾞﾗｲｺｳﾞｨｯﾁ｣｢ｽﾁｪﾊﾟﾝ･ｲｪﾗﾁ
  ｯﾁ･ﾌﾞｼﾞﾑｽｷ｣(2度目~17040124)
1703年8月28日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｶｽﾃ
  ｨｰｼﾞｮ･ｲ･ｱｽｺﾅ｣(~1707年2月没)
1703年9月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾊｰﾄｳﾞｨｸﾞ･ﾏｲﾔｰ｣(~17040423没)
1703年9月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ公(ﾏﾚｰﾇ､上ｹﾞﾙﾀﾞｰ(⇒1713年ﾌﾟﾛｲｾﾝ)､ﾄｩﾙﾈｰ､西ﾌﾗﾝﾀﾞｰｽ､1711年
  からﾊｲﾉｰ(1716年2月までｼｬﾙﾙの名目上主権下))｢強国会議:ﾏｰﾙﾎﾞﾛ公爵(ｲｷﾞﾘｽ)ｼﾞｮﾝ･ﾁｬｰﾁﾙ(~1707年)/ｳｨﾘｱﾑ･ｶﾄ
  ﾞｶﾞﾝ(ｲｷﾞﾘｽ､1707~1710年)/ｵｰﾚﾘｰ伯爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｲﾙ(ｲｷﾞﾘｽ､1710年から)/ﾘｰﾃﾞ男爵･ﾚﾝｽｳｰﾃﾞ男爵ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｱﾄﾞﾘｱｰ
  ﾝ(ｵﾗﾝﾀﾞ連合~1708年)/ﾖﾊﾝ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾊﾞｰｸﾞ(ｵﾗﾝﾀﾞ連合､1708年~)｣(~17180822)
1703年9月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾘﾝﾌﾞﾙｸはｵｰｽﾄﾘｱ統治下
1703年9月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢申ｶﾝ｣(~17050505)
1703年9月24日-09:00|日本|長野県佐久市|元禄16年8月14日|<移封>武蔵赤沼藩16000石｢内藤正友｣⇒信濃岩村田
  藩16000石(⇒正徳元(1711)年8月7日､死去)
1703年9月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱｰｶﾞｲﾙ公兼ｷﾝﾀｲｱ=ﾛｰﾝ侯･ｷｬﾝﾍﾞﾙ=ｺｳｫｰﾙ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1703年9月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ｱｰｶﾞｲﾙ公｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(⇒17051126兼ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ伯⇒17190427初代
  ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ公~17431004死去､ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ公廃絶)
1703年9月27日-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾓﾊﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17040314)
1703年9月29日-09:00|日本|愛媛県大洲市|元禄16年8月19日|大洲藩領大暴雨のため､倒家608軒
1703年10月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ﾕﾙｸ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1706年10月)
1703年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国反仏同盟に加わる
1703年10月 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾌﾞﾗｽ･ﾓﾚﾉ･ﾓﾝﾄﾞﾗｺﾞﾝ(ｽﾍﾟｲﾝ司令官)/ｸﾛｰﾄﾞ･ﾙ ﾁ
  ｪｽﾅｲ(ﾌﾗﾝｽ司令官)｣(~17040101放棄)
1703年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾉﾌﾘｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻｰﾚ･ﾃｨﾆ｣
1703年10月1日-09:00|日本|山形県米沢市|元禄16年8月21日|<交替>出羽米沢藩15万石｢上杉綱憲｣病のため隠居
  ⇒嫡男｢上杉吉憲｣が継ぐ(⇒享保4(1719)年､弟｢勝周｣に1万石を分与して米沢新田藩を立藩⇒享保7年5月1日(1
  7220614)死去)
1703年10月5日-09:00|日本|宮城県仙台市|元禄16年8月25日|<交替>陸奥仙台藩62万石｢伊達綱村｣隠居⇒従弟｢伊
  達吉村｣が継ぐ(⇒寛保3(1743)年7月25日､隠居)
1703年10月12日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾄﾞｸﾞﾗﾏｼﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17040306)
1703年10月12日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Gaspar de Olivares + Andres Montane
  z ｣(~25日)
1703年10月16日-09:00|日本|熊本県宇土市|元禄16年9月6日|<交替>肥後宇土藩3万石｢細川有孝｣隠居⇒長男｢細
  川有清(興生)｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年11月2日､隠居)
1703年10月16日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|元禄16年9月6日|<交替>因幡鹿奴藩3万石｢池田仲澄｣隠居⇒次男｢池
  田仲央｣が継ぐ(⇒宝暦3(1753)年1月11日､死去)
1703年10月22日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ行政官(ﾘﾝﾌﾞﾙｸ+ﾘｴｰｼﾞｭ総督)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｪﾝﾂｪ
  ﾙ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｼﾝﾂｪﾝﾄﾞﾙﾌ･ｳﾝﾄ･ﾀﾝﾊｳｾﾞﾝ｣(1回目~1705年)
1703年10月25日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Francisco Sanchez Calderon｣(~17
  050727)
1703年10月27日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾎｾ･ｵｿﾘｵ･ｴｽﾋﾟﾉｻ･ﾃﾞ･ﾛｽ
  ･ﾓﾝﾃﾛｽ｣(1704年まで代行~17060830)
1703年10月30日-09:00|日本|愛知県犬山市|元禄16年9月20日|<死去>尾張犬山藩35000石｢成瀬正親｣尾張藩附家
  老(65歳)⇒長男｢成瀬正幸｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年8月15日隠居)
1703年11月6日-09:00|日本|大阪府岸和田市|元禄16年9月27日|岸和田だんじり祭始まる
1703年11月9日-09:00|日本|  ||元禄16年10月|室鴻巣｢赤穂義人録｣を著す
1703年11月12日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ最高司令官｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ｸﾛﾝﾖﾙﾄ｣
1703年11月12日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ最高司令官｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾖﾊﾝ･ﾒｲﾃﾞﾙ｣(~1707
  年1月)
1703年11月14日-09:00|日本|長崎県平戸市|元禄16年10月6日|<死去>松浦鎮信(82歳)前肥前平戸藩主
1703年11月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾀﾞﾏﾄ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17040928)
1703年11月17日-09:00|日本|  ||元禄16年10月9日|<死去>浪化(33歳)浄土真宗の僧､俳人



1710迄(1555件)

1703年11月19日-09:00|日本|愛知県岡崎市|元禄16年10月11日|<死去>三河大給藩主｢松平乗成｣(46歳)⇒養子｢乗
  真｣が継いだ
1703年11月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾐﾊｲ･ｲｵｱﾝ･ﾗｺｳﾞｨ･ﾀ｣(1回目~17050212)
1703年11月25日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ･ﾓﾝﾊﾞｰ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾍﾞﾙﾃﾞ｣(~17100217放棄
  )
1703年11月25日-09:00|日本|茨城県高萩市|元禄16年10月17日|<死去>常陸松岡藩主｢中山信成｣(49歳)水戸藩家
  老⇒弟の信敏を養子に迎えて跡を継がせた
1703年11月26日-09:00|日本|静岡県富士宮市|元禄16年10月18日|重須本門寺御影堂再建
1703年11月27日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ﾐｺﾗｽ･ｾﾙｳﾞｧｼｳｽ･ｳﾞｨｼｭﾆｮｳﾞｪﾂｷｽ｣(~17040204)
1703年12月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ公(ﾘﾝﾌﾞﾙｸﾞ)｢ｼｬﾙﾙ｣(~17401020)
1703年12月15日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|元禄16年11月8日|<死去>上野伊勢崎藩2万石｢酒井忠寛｣(38歳)⇒
  翌年､養子｢酒井忠告｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年6月27日､隠居)
1703年12月16日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｼｬﾙﾙ･ｵｰｼﾞｪ｣(~17050213没)
1703年12月25日-09:00|日本|東京都港区|元禄16年11月18日|江戸四谷北伊賀町から出火/赤坂･麻布･芝に及ぶ
1703年12月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1703/12/16|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとｲｷﾞﾘｽとの間でﾒｼｭｴﾝ条約が成立/既に
  進行していたｲｷﾞﾘｽとの貿易取引を追認するだけのもの
1703年12月30日-07:00|日本|  ||元禄16年11月23日|<元禄地震>丑の刻(午前2時ごろ)､相模灘の東方､房総半島
  野島崎沖を震源地とするﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.9～8.2の大地震/特に小田原は壊滅的な被害を受け､2327人が死亡､家屋
  倒壊7700軒以上､寺社の倒壊307か所/箱根山中に山崩れが起こり､厚木では家の大半が崩れ59人死亡/大山では
  山崩れで100人が死亡/東海道の宿場は小田原から川崎まで数軒を残しほとんど全滅/江戸では江戸城の櫓の石
  垣や塀､大名屋敷の長屋などが多数､倒壊､破損し､本所あたりでは火災も起き被害が大きかった/甲府領内にも
  被害が及び83人死亡､家屋全壊211軒などで多くの山が崩れた/地震後､津波が下田から犬吠埼に至る沿岸を襲
  い伊豆の東岸では､下田で27人死亡､家屋倒壊･流失492軒､船舶の損壊81隻.宇佐見で380人死亡､伊東の玖須美
  で163人死亡.鎌倉では鶴岡八幡宮の二之鳥居まで津波が押し寄せた/房総半島の被害は大きく､安房小湊周辺
  で100人死亡､家屋流失570軒.御宿で20余人死亡､家屋倒壊440軒､京極氏領内の長狭及び朝夷郡で42人死亡､家
  屋倒壊687軒/伊豆大島では波浮池が決潰し海とつながり､岡田では56人死亡､家屋倒壊58軒､船舶流失18隻/被
  災地全体の被害は1万367人死亡､家屋全壊2万2424軒､同半壊991軒､同流失約6000軒､寺の全壊326か所､同半壊6
  か所､船舶流失1439隻など
1704年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏﾀﾗﾑ君主｢ｱﾏﾝｸﾗｯﾄ2世｣
1704年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢ﾊﾟｽｺｰﾙ･ﾃﾞ･ﾒｽｷｰﾀ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ｣(~1705年)
1704年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗﾑ君主｢Pakubuwono1世｣(~1719年)
1704年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||｢第1次ｼﾞｬﾜ継承戦争｣(～1708)ｱﾏﾝｸﾗｯﾄ2世の死後､その子の即位に反対した前王の
  弟が蜂起
1704年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||ﾌﾞﾙﾈｲのｽﾙﾀﾝがﾏﾙﾄﾞｩ湾東の土地をｽｰﾙｰ国に割譲
1704年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｻﾙﾃﾞｨﾝ｣はﾏﾙﾄﾞｩ湾から東の土地をｽｰﾙｰのｽﾙﾀﾝへ割譲
1704年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｳﾑｾﾞ･ﾍﾟﾙｼﾞｮｰﾙ｣(~1707年)
1704年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ｸﾝﾋ･ｱﾑｻ1世｣(~1720年)
1704年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾅﾇｰﾙ国統治者(ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ)｢ｸﾝﾋ･ｱﾑｻ1世ｱﾃﾞｨｰ｣(~1720年)
1704年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾗﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｲｪｽｰ･ﾊﾞｲ｢ｵｰ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1748年)
1704年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾃﾞｨﾃｨﾔ･ｳﾞｧﾙﾏ｣(1回目~1705年)
1704年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｶﾏﾙ･ｶｰﾝ｣(~1708年没)
1704年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼｬｰﾊﾞﾌﾄ･ﾊｰﾝ｣
1704年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Sayyid `Ali Khan｣(~同年死去)⇒｢Musa Khan｣(~1708年死去
  )
1704年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公｢ｶﾂｨｱ1世｣(~1710年没)
1704年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ摂政｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ｣(~1709年)
1704年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｲｳﾞｧﾝｺﾞﾛﾄﾞはﾛｼｱに占領された
1704年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾊｯｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1723年)
1704年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾗﾄﾞ｣(~1707年頃)
1704年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Huseyin Pasha al-Farari｣(~1705年)
1704年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾗﾄｶﾞﾚは17040819のﾅﾙｳﾞｧ条約によりﾛｼｱ軍に確保される(~1710年)
1704年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Jose de Agullo y de Pinos｣
1704年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Blas de Trincheria｣(~1707年)
1704年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督代行｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ｣(~1706年)
1704年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾏﾙｺ･ｼﾉﾌﾁｯﾁ｣(~1708年)
1704年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ﾖﾊﾝ･ﾑﾝﾂ｣(~1706年)
1704年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾐｽｷｰﾄ連合軍,ﾇｴﾊﾞｾｺﾞﾋﾞｱに侵入
1704年 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が一時的にｼﾞｪｰﾑｽﾞ島を奪還し､身代金を要求
1704年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍艦がﾖｰｸ島にある王立ｱﾌﾘｶ会社の城砦などを破壊
1704年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~1706年)
1704年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Georges Robert Cloche de Mont-Saint-Remy de La
   Malmaison｣(~17170501死去)
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1704年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｲｸﾞﾅﾃｨｳｽ･ﾍﾟﾚｽ=ｶﾛ･ｲ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ
  ･ﾃﾞ･ｵﾋﾞｴﾄﾞ｣(~17061104)
1704年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｴｳﾞｧﾝｽ｣(~1709年)
1704年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｼｰﾓｱ｣(~1709年)
1704年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan Paez Hurtado｣(~1705年)
1704年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾛﾗｲﾅのｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾑｰｱ知事は､ﾌﾛﾘﾀﾞ中部に侵入.帰化先住民のｱﾊﾟﾗﾁｰ教化村を破壊
1704年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾛﾘﾀﾞでｲﾝﾃﾞｨｱﾝ部族間のｸﾘｰｸ戦争が勃発
1704年1月1日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｰﾁ｣(~6月､ｲｷﾞﾘｽに帰国)
1704年1月5日 10:00|日本|東京都|元禄16年11月29日|<江戸元禄16年の大火｢水戸様火事｣>戌の上刻(19時ごろ)､
  小石川の水戸屋敷から出火､富坂上から本郷弓町へ延焼､松平伊賀守､柳原式部太夫などの屋敷もひとなめにし
  ､谷中門前町から上野寛永寺境内の西ヶ輪坊の9軒並びに学寮を灰にして､本郷湯島天神から神田明神､湯島の
  聖堂にいたるまで焼失/下谷池ﾉ端から上野広小路の中程まで､昌平橋の方面､筋違橋御門内通り､神田鍋町まで
  ､下谷から浅草橋外､鳥越あたりまでなど四方を焦土と化した/炎は墨田川大川端から両国橋を越え本所一つ目
  から深川霊巌寺までと､立ち並ぶ侍屋敷から町家にいたるまで灰とした/町家2万軒､武家屋敷275か所､寺社75
  か所が焼失/避難の途中､両国橋が焼け落ちて5～600人が､浅草橋も焼け落ち700余人が死亡した
1704年1月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国先代(22代)ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ2世｣
1704年1月24日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ｢ﾔﾉｽ･ﾊﾟﾙﾌｨ･ｴﾙｼﾞﾃﾞｨ｣(~17311005)
1704年1月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣
1704年1月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱﾝﾄﾝ･ｳﾙﾘﾋ｣ﾙﾄﾞﾙﾌ･ｱｳｸﾞｽﾄの弟(~171403
  27死去)
1704年1月28日-09:00|日本|茨城県結城市|元禄16年12月22日|<死去>下総結城藩18000石｢水野勝長｣病死(25歳)
  ⇒弟｢水野勝政｣が継ぐ(⇒元文元(1736)年11月18日､隠居)
1704年1月28日-09:00|日本|千葉県鴨川市|元禄16年12月22日|小湊誕生寺大海嘯のため再び流失
1704年1月31日-09:00|日本|長野県長野市|元禄16年12月25日|<高直し>信濃松代藩13万石｢真田幸道｣新田2千石
  を加え13万2千石(⇒享保12(1727)年5月27日､死去)
1704年2月 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣(1
  回目~7.14)
1704年2月4日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢｢ﾏﾙｼｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾐﾆｶｽ･ｳﾞｫﾛｳﾞｨｼｳｽ｣(~17120805)
1704年2月5日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|元禄17年|<加増>下野烏山藩25000石｢稲垣重富｣+5000石⇒3万石(
  ⇒宝永7(1710)年4月17日､死去)
1704年2月5日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|元禄17年1月1日|<死去>近江仁正寺藩17000石｢市橋政信｣(82歳)
  ⇒2月29日､甥｢市橋信直｣が継ぐ(⇒享保5(1720)年2月26日､死去)
1704年2月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ﾊﾞｰﾘﾝﾄﾝ伯･第3代ｺｰｸ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｲﾙ｣
1704年2月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾊﾞｰﾘﾝﾄﾝ伯･第4代ｺｰｸ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17531203死去)
1704年2月9日-09:00|日本|  ||元禄17年1月5日|市中に流行の富突講を賭博行為として禁じる
1704年2月14日-09:00|日本|京都府京都市|元禄17年1月10日|<死去>二代目大和屋甚兵衛(三代目の父,17日説)
1704年2月16日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ･ﾎﾟｳﾞｨﾗｽ･ｻﾋﾟｴｶﾞ大元帥｣(1回目~17051004)､対立
  大公｢ﾏﾙｼｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾐﾆｶｽ･ｳﾞｫﾛｳﾞｨｼｳｽ｣(~17051004)
1704年2月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ､ﾏﾌﾗｯﾀ国のﾗｰｼﾞｶﾞﾄﾞ城がﾑｶﾞﾙ軍に占領される
1704年2月21日-09:00|日本|高知県四万十市|元禄17年1月17日|<死去>山内豊明(63歳)元土佐中村藩主､若年寄
1704年2月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾝ女王戦争開始.英仏間でふたたびｱﾒﾘｶ植民地をめぐる戦争.ｱﾍﾞﾅ
  ｷｽ族とﾌﾗﾝｽ人が組んでﾏｻﾁｭｰｾｯﾂのﾃﾞｨｱﾌｨｰﾙﾄﾞを襲撃
1704年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Hacikiran Hasan Pasha｣(~12月)
1704年3月6日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾁ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~17050821)
1704年3月6日-09:00|日本|  ||元禄17年2月|献上物や､破魔弓､菖蒲甲､束帯の雛など贅沢にならぬよう､金銀な
  どの使用を禁ず
1704年3月6日-09:00|日本|  ||元禄17年2月|幕府が捨て子･捨て犬･捨て馬･捨て牛を禁止する(生類憐みの令)
1704年3月8日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao da Costa de Atahide e Azevedo｣
1704年3月16日-09:00|日本|香川県高松市|元禄17年2月11日|<交替>讃岐高松藩12万石｢松平頼常｣隠居⇒養子｢松
  平頼豊｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年10月20日､死去)
1704年3月18日-09:00|日本|  ||元禄17年2月13日|幕府が幕臣･寺社･山伏･農民･町人に対して倹約令を出す
1704年3月23日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|元禄17年2月18日|<交替>出羽亀田藩2万石｢岩城重隆｣隠居⇒嫡孫
  ｢岩城秀隆｣が継ぐ(⇒享保3(1718)年10月25日､死去)
1704年3月24日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｺｯｸｽ卿/ﾏｳﾝﾄ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ伯爵ﾋｭｰ
  ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ/ﾄｰﾏｽ･ｴﾙ｣(~11.16)
1704年3月24日-09:00|日本|神奈川県小田原市|元禄17年2月19日|相州小田原､洪水/8人死す
1704年3月24日-09:00|日本|高知県高知市|元禄17年2月19日|高知紺屋町から出火､10余町300余軒焼く
1704年3月24日-09:00|日本|東京都中央区|元禄17年2月19日|<死去>初代･市川團十郎､市村座で役者の生島半六
  に刺し殺される(45歳､万治3(1660)05生)市川流荒事を始めた歌舞伎役者
1704年3月28日-09:00|日本|島根県松江市|元禄17年2月23日|<廃藩>出雲松江新田藩1万石｢松平吉透｣宗家出雲松
  江藩世継ぎとなり吸収
1704年3月29日-09:00|日本|京都府京都市|元禄17年2月24日|<死去>内藤丈草(43歳)俳人
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1704年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵｯﾀﾋﾞｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌﾗﾝﾁｰﾆ｣
1704年4月5日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｳﾙﾘﾋ1世｣
1704年4月5日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣(~1744年)
1704年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの教会の｢教皇権｣からの独立(ｶﾞﾘｶﾆｽﾑ)を主張した､ﾊﾟﾘ大司教で｢
  王権神授説｣を代表する思想家ｼﾞｬｯｸ=ﾍﾞﾆｰﾆｭ･ﾎﾞｼｭｴ(1627-､77歳)｢聖書の言葉による政治論｣の著者
1704年4月16日-09:00|日本|  ||宝永1年3月13日|｢寶永｣に改元
1704年4月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Duarte Sodre Pereira｣(~17121001)
1704年4月21日-09:00|日本|東京都台東区|宝永1年3月18日|江戸浅草竹町の渡し舟転覆/40余人水死
1704年4月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官代行｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｽﾍﾞﾙﾄﾞﾗｯﾌﾟ｣(~17050505
  没)
1704年4月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾞｽﾄﾝで､ｱﾒﾘｶ初の定期新聞｢週刊ﾎﾞｽﾄﾝ･ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ｣が創刊される
1704年4月24日-09:00|日本|兵庫県姫路市|宝永1年3月21日|<死去>播磨姫路15万石｢本多忠国｣(39歳)⇒5月10日､
  三男｢本多忠孝｣が継ぐ(⇒28日､越後村上藩に移封)
1704年5月6日-09:00|日本|  ||宝永1年4月3日|<死去>生島半六.市川團十郎殺害で捕縛され､獄死(不明)歌舞伎
  役者
1704年5月6日-09:00|日本|香川県高松市|宝永1年4月3日|<死去>松平頼常(53歳)前讃岐高松藩主
1704年5月14日-09:00|日本|奈良県奈良市|宝永1年4月11日|<奈良宝永元年の大火>午の刻(午前12時ごろ),芝辻
  町南側の辻子入口東角にある小さな家から出火,三条通から北の民家や神社などの大半が類焼/東は東大寺新
  禅院から東水門村､西水門村､油留木､手掻通､雑司､川上あたりまで/南は油坂から高天の辻､西御門町､中筋､東
  向中ﾉ町､北町におよび/西は芝辻西の端から北市の中ほどまでと､新在家から南法連まで/北は北新町から東町
  ､北御門あたりまで及んだ/半田､手掻大門前では､民家､寺社ことごとく全焼/被災数､町数45か町､家数1007軒,
  40人余が死亡/そのほか､奉行所屋敷長屋10軒､与力屋敷6軒(5軒とも)､寺は称名寺､教行寺､念称寺の3か所,神
  社11か所が類焼
1704年5月27日-09:00|日本|東京都江東区|宝永1年4月24日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､山村弥七
  郎が10,513本(総矢数11895中)を記録
1704年5月27日 04:00|日本|  ||宝永1年4月24日|<宝永元年能代地震>午の下刻(13時ごろ)､羽後及び津軽地方に
  ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7の激震/羽後北部の能代の被害が大きく､地震の後､直ちに火事が起こり､炎が倒潰した家々をなめ
  た/全戸数1250戸の内1193戸が､倒潰435戸､焼失758戸となり､町は潰滅/そのほか土蔵の倒潰435棟､同焼失758
  棟/寺院の倒潰4か所､同焼失7か所,58人が犠牲となる/能代北部の津軽との国境近辺の村々で被害が大きく､米
  代川の河口付近から八森､深浦にかけての沿岸部で山崩れが起き､現在十二湖として知られている大小無数の
  湖を生じ､岩館付近では最大190cm隆起/津軽弘前城の御門､蔵の壁の剥落､破損があり､弘前平野では田に地割
  れが生じ､用水堰に被害が出た
1704年5月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Emmanuel Lebrecht｣
1704年5月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Leopold｣(~17281119死去)
1704年6月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||旧右岸地域(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの一部)を左岸ﾍｰﾁﾏﾝ国家が占領(~1708.7)
1704年6月 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官代理｢Johan Heyliger｣(1期目~同年)
1704年6月 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ﾄｰﾏｽ･ｳｫｰｶｰ｣(~1706年放棄)
1704年6月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ･ｶﾝﾌﾟｻﾞｰﾉ｣(~17070501)
1704年6月2日-09:00|日本|三越伊勢丹ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|宝永1年5月|越後屋京本店が冷泉町に移転
1704年6月2日-09:00|日本|東京都|宝永1年5月1日|突富を禁じる
1704年6月4日-09:00|日本|香川県さぬき市|宝永1年5月3日|第2代高松藩主｢松平頼常｣を寒川郡日内山に葬り,霊
  芝寺を開基
1704年6月8日-09:00|日本|東京都|宝永1年5月7日|<死去>初代渋川伴五郎(53歳)柔術家/渋川流開祖
1704年6月15日-09:00|日本|  ||宝永1年5月14日|<死去>5代千宗室(32歳)茶人､裏千家家元
1704年6月19日-09:00|日本|東京都江東区|宝永1年5月18日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂百射｣で､井口弾七が8
  3本(総矢数100中)を記録
1704年6月21日-09:00|日本|三重県桑名市|宝永1年5月20日|<死去>伊勢長島藩2万石｢増山正弥｣(52歳)⇒7月12日
  ､長男｢増山正任｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年4月7日､隠居)
1704年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ｣(~17050413死去1歳)
1704年6月29日-09:00|日本|新潟県村上市|宝永1年5月28日|<移封>播磨姫路15万石｢本多忠孝｣⇒越後村上藩15万
  石(⇒宝永6(1709)年9月13日､12歳で死去)
1704年6月29日-09:00|日本|兵庫県姫路市|宝永1年5月28日|<移封>越後村上藩15万石｢榊原政邦｣⇒播磨姫路藩15
  万石(⇒享保11年11月14日(17261207)死去)
1704年6月30日-09:00|日本|島根県松江市|宝永1年5月29日|<交替>出雲松江藩18万6千石｢松平綱近｣隠居⇒弟｢松
  平吉透｣が継ぐ(⇒宝永2(1705)年9月6日､死去)
1704年7月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾘﾑ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(1度目~1705年2月)
1704年7月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾖﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾊｯｼｳｽ｣(~17
  161020)
1704年7月3日-09:00|日本|山形県米沢市|宝永1年6月2日|<死去>上杉綱憲(42歳)前出羽米沢藩主
1704年7月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ﾌﾗﾝｼｽ2世ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ･ﾗｰｺｯﾁ･ﾃﾞ･ﾌｪﾙｿｳﾞｧｰﾀﾞｼ｣(~17111114)
1704年7月14日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｳｨﾘｱﾑ卿ﾏｼｭｰｽﾞ｣(
  ~11.4)
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1704年7月22日-09:00|日本|  ||宝永1年6月21日|<死去>畠山箕山(79歳)俳人､古筆鑑定家
1704年7月24日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾄﾞﾙﾊﾟｯﾄをﾛｼｱ占領
1704年7月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ｻｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾙｰｸ軍司令官｣(~8.4)
1704年8月1日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍と連合軍がｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ上陸
1704年8月1日-09:00|日本|東京都|宝永1年7月|江戸大川筋で､大からくり興行や花火を揚げることが禁止
1704年8月1日-09:00|日本|東京都|宝永1年7月|幕府が女巡礼･念仏講の夜間群行を禁じる
1704年8月3日 04:00|日本|東京都|宝永1年7月3日|<宝永元年江戸川決壊､江戸東部､下総洪水>(～4日)猿股の堤
  防が崩壊し､下流部一帯､東は行徳､西は浅草までが床上2mに及ぶ大洪水になり多くの人が死亡
1704年8月4日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢Prince George of Hesse-Darmstadt｣(
  ~17050805死去)
1704年8月4日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌｫﾝ･ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ陸軍元帥｣(~8.6)
1704年8月4日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｽﾍﾟｲﾝからｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙを奪う
1704年8月5日 04:00|日本|広島県広島市|宝永1年7月5日|暴風雨･洪水,広島領内流失全壊家屋55軒,死者12人
1704年8月6日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ陸軍少将｣(~11月)
1704年8月6日-09:00|日本|  ||宝永1年7月6日|幕府閉門･逼塞･遠慮･預･差控の制を定む
1704年8月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<ﾌﾞﾚﾝﾊｲﾑの戦い>｢ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯国･ﾌﾗﾝｽ連合軍｣と｢ｲﾝｸﾞﾗﾝ
  ﾄﾞ･ｵｰｽﾄﾘｱ(神聖ﾛｰﾏ帝国)同盟軍｣が､ﾄﾞｲﾂのﾄﾞﾅｳ川流域のﾌﾞﾚﾝﾊｲﾑ(ﾌﾞﾚﾆﾑ)で争い､｢ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ｵｰｽﾄﾘｱ同盟軍｣が
  勝利
1704年8月15日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Joan van Hoorn｣(~17091030)
1704年9月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾏｽ･ﾁｬﾔﾑ｣(~1707年)
1704年9月1日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島暫定知事｢Antonio Villamor y Vadillo｣(~1
  706年)
1704年9月16日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ対立ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｱﾗﾑ･ｲﾌﾞﾝ･ｲｽﾏｲﾙ･ｱﾙｻﾐﾝ｣(~17050707)
1704年9月17日-09:00|日本|東京都|宝永1年8月19日|<死去>荻野澤之丞(初名･左馬之丞)(49歳)歌舞伎役者
1704年9月21日-09:00|日本|愛媛県今治市|宝永1年8月23日|今治藩領暴風雨のため､潰家344軒あり
1704年9月21日-09:00|日本|愛媛県松山市|宝永1年8月23日|松山藩領内大風雨､潰家1,200軒となる
1704年9月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｶﾗｲﾙｺｽﾞ･ﾊﾁｭ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.25)
1704年9月29日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永1年9月|神田明神が再建される
1704年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄｼｰﾆ｣｢ﾄﾏｿ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1704年10月7日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾗﾐ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17060831､死去)
1704年10月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｸｱﾌｭﾙｽﾄ･ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世ﾌｫﾝ･ﾊﾞｲｴﾙﾝ｣(2回目~1706年7月)
1704年10月8日-09:00|日本|京都府京都市右京区|宝永1年9月10日|<死去>向井去来(54歳)俳諧師
1704年10月14日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|宝永1年9月16日|<死去>薩摩藩72万8700石｢島津綱貴｣(55歳)⇒
  長男｢島津吉貴｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年6月､隠居)
1704年10月15日-09:00|日本|埼玉県行田市|宝永1年9月17日|<死去>武蔵忍藩10万石(老中)｢阿部正武｣(56歳)⇒1
  0月29日､家督を嫡男｢阿部正喬｣が継ぐ(⇒寛延元(1748)年7月29日､隠居)
1704年10月19日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永1年9月21日|<就任>老中｢本多正永｣(~12月5日)
1704年10月25日-09:00|日本|群馬県沼田市|宝永1年9月27日|<加増>上野沼田藩2万石｢本多正永｣+上野国･河内国
  内1万石⇒3万石(⇒宝永2(1705)年3月18日､1万石加増され4万石)
1704年11月 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Jan Simonsen Donker｣(2期目~17090715)
1704年11月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1704/10/24|<死去>ｲｷﾞﾘｽの哲学者で政治思想家ｼﾞｮﾝ･ﾛｯｸ/72
  歳(誕生16320808)
1704年11月4日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮﾝｿﾝ
  ｣(2回目~17060714)
1704年11月10日-09:00|日本|大阪府|宝永1年10月13日|<竣工>大和川付け替え
1704年11月14日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Fernando Mathias Arias de Saavedra｣
1704年11月14日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Francisco Alejandro Bautista Benitez de Lug
  o Interian del Castillo｣(~17060221死去)
1704年11月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾁｯｶ･ﾃﾞﾊﾞﾗｼﾞｬ･ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣
1704年11月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾅﾗｻﾗｼﾞｬ2世ｳｯﾄﾞﾔｰﾙ｣(~17140218没)､摂政｢ｶﾗﾚ｣(~17140
  218)
1704年11月17日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Felipe Rodriguez de la Madriz + Fr
  ancisco Alonso Gil y Lovera de Otanez｣(~17051121)
1704年11月25日-09:00|日本|福井県福井市|宝永1年10月28日|<改名>越前福井藩25万石｢松平昌親｣⇒｢松平吉品｣
  (⇒宝永7(1710)年7月5日､隠居)
1704年11月26日-09:00|日本|埼玉県|宝永1年10月29日|<廃藩>武蔵国内1万石｢阿部正喬｣武蔵忍藩相続により幕
  府に収公
1704年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Abaza Suleyman Pasha｣(~1705年)
1704年12月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｳﾞｫﾙﾏｰ･ｱﾝﾄﾝ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾘｯﾍﾟﾝﾊﾞｯﾊ｣(~17060706)
1704年12月4日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾆｺﾗ･ﾁﾘﾉ･ﾃﾞ･ｳﾞｧﾝﾃﾞｳﾞｧﾙ｣
  (~17060513)
1704年12月6日-09:00|日本|大阪府河内長野市|宝永1年11月10日|<死去>河内西代藩1万石｢本多忠恒｣(49歳)⇒次



1710迄(1555件)

  男｢本多忠統｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年4月1日､伊勢神戸藩1万石に移封)
1704年12月20日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾏｰﾄﾞ･ｱｯﾃﾞｨﾝ2世ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑｻﾞﾌｧﾙ｣(~17211021)
1704年12月21日-09:00|日本|東京都文京区|宝永1年11月25日|湯島孔子廟再建
1704年12月22日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｾﾘﾑ1世ｷﾞﾚｲ｣
1704年12月22日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｶﾞｰｽﾞｨｰ3世ｷﾞﾚｲ｣(1705.1まで代理~1708年死去)
1704年12月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾘﾝﾌﾟﾄﾝ陸軍少将｣(~17071224)
1704年12月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾃﾍﾞﾙﾀﾞﾙ/ﾊﾞﾙﾀｷ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~17060503)
1704年12月27日-09:00|日本|山梨県都留市|宝永1年12月1日|<加増>甲斐谷村藩4万石｢秋元喬朝｣+1万石⇒5万石(
  ⇒正徳元(1711)年12月1日､1万石加増し6万石)
1704年12月29日-09:00|日本|静岡県掛川市|宝永1年12月3日|<再興>遠江国掛川藩2万石｢井伊直矩｣(⇒翌年1月16
  日､越後与板藩2万石に移)
1704年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>12代ｴﾛﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲ｣
1704年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ｴﾛﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍｲ｣(~17171013死去)
1704年12月31日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永1年12月5日|<解任>老中｢本多正永｣
1704年12月31日-09:00|日本|山梨県甲府市|宝永1年12月5日|<廃藩>甲斐甲府藩35万石｢徳川綱豊｣徳川綱吉の後
  継者として江戸城へ入る/天領に吸収
1705年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄ･ｱﾝﾄﾆｵ｣(~同年)⇒暫定知事｢ﾛ
  ｳﾚﾝｿ･ﾛﾍﾟｽ｣(~1706年)
1705年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Suderma｣(~1707年)
1705年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Abdul Falali Mansur｣(~1708年)
1705年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾘﾃｨｼﾝｼﾞ･ﾏﾌｼﾝｼﾞ｣(~1735年)
1705年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾛﾋ国統治者(ﾗｵ)｢ｳﾒｲﾄﾞ･ｼﾝ1世｣(~1749年没)
1705年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾗｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1761年)
1705年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾓﾀ･ﾍﾞﾘｻﾙｼﾞ1世｣(~1715年頃没)
1705年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾌﾗｯﾀ国勢がﾑｶﾞﾙ朝のｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄなどを攻撃
1705年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱでｱｽﾄﾗﾊﾝの暴動がおこる
1705年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾑｰｻ｣⇒｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾃﾞｨｰﾆ｣
1705年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾗﾊｲﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾃﾞｨﾆ･ﾋﾞﾝ･ｱﾀﾞﾛﾑ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣
1705年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mehmed Pasha Kurd Bayram-zade｣(2期目~1706年)
1705年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾘﾄｱﾆｱ首都ﾋﾞﾘﾆｭｽがﾛｼｱに占領される(~1706年3月)
1705年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Juan Francisco Manrique de Arana e Iraola｣(1期目~1709
  年)
1705年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｶﾙﾗｽ3世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世とｴﾚｵﾉｰﾚ･ﾏｸﾞﾀﾞﾚｰﾈ･ﾌｫﾝ･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌ
  ﾞﾙｸの息子(~1714年退任~17401020死去55歳)
1705年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ﾖｰｾﾞﾌ1世｣(~1711年)
1705年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||VOCは王弟を支持し首都ｶﾙﾀｽｰﾗに入城させ､ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ1世(位1705-1719)とし
  て即位させた/直後､ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社にﾏﾄﾞｩﾗ島の東半分を割譲
1705年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官｢Jacob Simmons｣(~1720年)
1705年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Pieter Born｣(1期目~1712年)
1705年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾃﾞ･ｻﾘﾅｽ･ｳﾞｧﾛﾅ｣(~1709年)
1705年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｱﾗﾙｺﾝ｣(~1708年)
1705年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｶﾏﾙｺﾞ｣(~1706年)
1705年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Silahtar Sul Pasha｣(~同年)⇒｢Damad Ibrahim 
  Pasha｣(~1707年)
1705年1月4日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永1年12月9日|<改名>将軍養嗣子｢徳川綱豊｣⇒｢徳川家宣｣
1705年1月16日-09:00|日本|山梨県甲府市|宝永1年12月21日|<加増移封>武蔵国川越藩112000石｢柳沢吉保｣⇒甲
  斐甲府藩15万1200石(⇒宝永6(1709)年5月28日､隠居)
1705年1月20日-09:00|日本|群馬県高崎市|宝永1年12月25日|<加増>上野高崎藩62000石｢松平輝貞｣+1万石⇒7200
  0石(⇒宝永7(1710)年7月､村上藩に移封)
1705年1月20日-09:00|日本|埼玉県川越市|宝永1年12月25日|<加増移封>甲斐谷村藩18000石｢秋元喬知｣⇒武蔵川
  越5万石(⇒正徳元(1711)年12月1日､1万石加増され6万石)
1705年1月25日-09:00|日本|愛知県豊田市|宝永2年|<加増>三河伊保藩1万石｢本多忠晴｣+5000石⇒15000石(⇒宝
  永7(1710)年9月､遠江国相良藩15000石へ移封)
1705年1月25日-08:00|中国|  ||清･康熙44年|ﾎｼｭｰﾄのﾗｻﾝ･ﾊｰﾝがｻﾝｷﾞｪｰ･ｷﾞｬﾑﾂｫを殺してﾁﾍﾞｯﾄを支配
1705年1月25日-09:00|日本|栃木県足利市|宝永2年1月|<加増立藩>下野足利藩11000石｢戸田忠時｣(⇒宝永5(1708
  )年6月29日､隠居)
1705年1月26日-09:00|日本|静岡県藤枝市|宝永2年1月2日|<死去>駿河田中藩5万石｢太田資直｣(48歳)⇒五男｢太
  田資晴｣が継ぐ(⇒同年4月22日､陸奥棚倉藩に移封)
1705年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾆ･ｹﾗﾗ･ｳﾞｧﾙﾏ3世｣(~1707年12月没)
1705年2月9日-09:00|日本|新潟県長岡市|宝永2年1月16日|<移封>遠江国掛川藩2万石｢井伊直矩｣⇒越後与板藩2
  万石(⇒享保16(1731)年2月27日､隠居)
1705年2月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ﾙﾌﾟ･ﾎﾞｸﾞﾀﾞﾝ｣(~5.21)
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1705年2月20日-09:00|日本|島根県浜田市|宝永2年1月27日|<交替>石見浜田藩5万石｢松平康宦｣隠居⇒長男｢松平
  康員｣が継ぐ(⇒宝永6(1709)年9月18日､隠居)
1705年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1705年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾃｵﾌｨﾛｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~17461013死去)
1705年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｻｲｰﾄﾞ2世･ｲﾌﾞﾝ･ｻｰﾄﾞ｣(第4治世~11月)
1705年3月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｻｸﾗﾒﾝﾄの新植民地をｽﾍﾟｲﾝが支配､放棄される(~17161025)(ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ
  に従属)
1705年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ｳｨｰﾑｽﾞ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ｳｨｰﾑｽﾞ｣
1705年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ｳｨｰﾑｽﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｳｨｰﾑｽﾞ｣(~17200315死去)
1705年3月24日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|宝永2年2月29日|<死去>美濃国加納藩6万石｢松平光永｣(63歳)⇒4月15
  日､長男｢松平光煕｣が継ぐ(⇒宝永8(1711)年2月15日､山城淀藩6万石に移封)
1705年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1705年4月11日-09:00|日本|群馬県沼田市|宝永2年3月18日|<加増>上野沼田藩3万石｢本多正永｣+上野国･河内国1
  万石⇒4万石(⇒正徳元(1711)年5月19日､67歳で死去)
1705年4月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ｣1歳
1705年4月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>初代ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ伯｢ﾗﾙﾌ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣⇒初代ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ公兼初代ﾓﾝｻﾞｰﾏｰ侯(~1709
  0309死去)
1705年4月16日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|宝永2年3月23日|<加増立藩>美濃岩滝藩1万石｢本庄道章｣(⇒宝永6(17
  09)年8月､美濃高富藩1万石へ藩庁移転)
1705年4月16日-09:00|日本|静岡県浜松市|宝永2年3月23日|<改名>遠江浜松藩7万石｢本庄資俊｣第5代将軍｢徳川
  綱吉｣より松平姓を与えられる⇒｢松平資俊｣(⇒享保8(1723)年7月14日､死去)
1705年4月23日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･正和26年4月|<譲位>後黎朝(大越)後期第11代皇帝｢熙宗｣
1705年4月23日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･正和26年4月|<即位>後黎朝(大越)後期第12代皇帝｢裕宗｣(~17290518
  譲位)永盛と改元(~1719年)
1705年4月25日-09:00|日本|  ||宝永2年4月3日|<死去>住吉具慶(75歳)絵師
1705年5月5日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢崔錫鼎｣(~17100424)
1705年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ｸﾛｱﾁｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･
  ｸﾛｱﾁｱ王･ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ﾁｪｼﾝ公･ﾁﾛﾙ伯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世｣兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国国王｢ﾘﾎﾟｰﾄ1世｣64歳(誕生16400609)
1705年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･
  ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王･ｵｰｽﾄﾘｱ=ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公･ﾁｪｼﾝ公｢ﾖｰｾﾞﾌ1世｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世の長男(~17110417死去32歳)
1705年5月5日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官代行｢ﾍﾟﾀﾞｰ･ﾍﾟﾀﾞｰｾﾝ･ﾄﾋﾞｬｰｸﾞ｣(~25日)
1705年5月14日-09:00|日本|京都府南丹市|宝永2年4月22日|<交替>丹波園部藩25000石｢小出英利｣⇒次男｢小出英
  貞｣が継ぐ(弟｢小出英治｣に1000石を分与し24000石⇒延享元(1744)年11月15日､61歳で死去)
1705年5月14日-09:00|日本|静岡県藤枝市|宝永2年4月22日|<移封>陸奥国棚倉藩5万石｢内藤弌信｣⇒駿河田中藩5
  万石(⇒享保5(1720)年9月19日､越後村上藩5万石に移封)
1705年5月14日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|宝永2年4月22日|<移封>駿河田中藩5万石｢太田資晴｣⇒陸奥
  棚倉藩5万石(⇒享保13(1728)年9月22日､上野館林藩に移封)
1705年5月20日-09:00|日本|東京都江東区|宝永2年4月28日|江戸深川三十三間堂通矢､｢半堂日矢数｣で小園吉之
  丞(10歳)が4,606本(総矢数8,007本中)を記録
1705年5月21日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾝﾃｨｵｺｽ･ｶﾝﾃﾐｰﾙ｣(2回目~17070731)
1705年5月21日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|宝永2年4月29日|<死去>肥前鹿島藩25000石｢鍋島直條｣(51歳)⇒五男｢
  鍋島直堅｣が継ぐ(⇒享保12(1727)年12月4日､死去)
1705年5月23日-09:00|日本|  ||宝永2年閏4月|幕府が金･銀箔座を設け,金･銀箔のほか上澄み粉･梨地金具･下金
  の売買を箔座に限定
1705年5月23日-09:00|日本|東京都港区|宝永2年閏4月1日|増上寺焼失
1705年5月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｴﾘｯｸ･ｵｰﾙｾﾝ･ﾗｲｶﾞｰﾄﾞ｣(2回目~171108
  17)
1705年5月29日-09:00|日本|新潟県妙高市|宝永2年閏4月7日|<死去>越後高柳藩1万石｢丹羽氏音｣(28歳)⇒甥｢丹
  羽薫氏｣が嗣ぐ(⇒元文4(1739)年8月15日､美作･河内国内1万石へ移封)
1705年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ仮総督｢Francisco Cuervo y Valdes｣(~1707.8)
1705年6月1日-09:00|日本|奈良県奈良市|宝永2年閏4月10日|奈良東大寺大仏殿が再建
1705年6月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｲﾚﾙﾝ｣(~17150108没)
1705年6月6日-09:00|日本|愛媛県西条市|宝永2年閏4月15日|<交替>伊予小松藩1万石｢一柳直治｣隠居⇒長男｢一
  柳頼徳｣が継ぐ(⇒享保9(1724)年10月4日､死去)
1705年6月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾖﾊﾈｽ･ﾌｧﾝ･ｽﾃｨｰﾗﾝﾄﾞ｣(~17101108)
1705年6月27日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢準男爵ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｺｯｸｽ卿/ｺﾞｳﾗﾝのｶｯﾂ男爵
  ｼﾞｮﾝ･ｶｯﾂ(17070125まで)/ｱｰﾏｰ大司教ﾅﾙｷｯｿｽ･ﾏｰｼｭ(17070215から)｣(~17070624)
1705年7月8日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|宝永2年5月18日|<死去>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川綱教｣(41歳)
  ⇒6月18日､弟｢徳川頼職｣が継ぐ(⇒9月8日､26歳で病死)
1705年7月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国総合官房秘書官Pedro Fernandez del Campo y Angulo(~171
  40415)
1705年7月11日-09:00|日本|福井県越前市|宝永2年5月21日|<廃藩>越前高森藩3万石｢徳川頼職｣三代紀伊綱教の
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  養嗣子となり,天領に吸収
1705年7月12日-09:00|日本|静岡県藤枝市|宝永2年5月18日|<死去>酒井忠能(78歳)元駿河田中藩主
1705年7月15日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾌｻｲﾝ1世｣(~17350907廃位~17400313死去71歳)
1705年7月15日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<廃位>ﾑﾗｰﾄﾞ朝ﾍﾞｲ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｱｯｼｭ=ｼｬﾘﾌ｣敗戦滅亡
1705年7月22日-09:00|日本|  ||宝永2年6月2日|<死去>織田貞置(89歳)高家旗本､茶人
1705年7月23日-09:00|日本|  ||宝永2年6月3日|幕府が牛･馬に重荷を背負わせないように命じる(生類憐みの令
  )
1705年7月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｼﾄﾞﾆｰ｣
1705年7月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾄﾞﾆｰ｣(~17370927死去)
1705年7月27日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Pedro de Arroyo Guerrero｣(~17060
  326死去)
1705年8月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ(ﾛｼｱ)総督｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾊﾞｳｱｰ｣(~1706年3月)
1705年8月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Miguel Gonzalez de Otazo｣
1705年8月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官代理｢Jose de Roxas Ayala｣(~1705.
  11)
1705年8月4日-09:00|日本|東京都|宝永2年6月15日|<死去>北村季吟(82歳)歌人､俳人
1705年8月5日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢Prince George of Hesse-Darmstadt｣
1705年8月5日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢John Shrimpton｣(~17071224死去)
1705年8月5日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Antoine de Querci｣(~17060915)
1705年8月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾔｺﾌﾞ･ﾍﾞﾙﾇｰｲ(数学者)ﾌﾗﾝｽ[1654年12月27日生～](享年50)
1705年8月17日-09:00|日本|愛知県岡崎市|宝永2年6月28日|岡崎大風洪水､堤を決すること1000余間､田を損する
  こと32,540石｡家270戸破壊､92戸流失､溺死13人(矢作川)
1705年8月19日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|宝永2年7月|小栗栖檀林学寮講舎建つ
1705年8月19日-09:00|日本|三重県三重郡菰野町|宝永2年7月1日|<死去>伊勢菰野藩12000石｢土方雄豊｣(68歳)⇒
  孫｢土方豊義｣が継ぐ(叔父｢久長｣に1000石を分与し11000石⇒享保4(1719)年7月1日､死去)
1705年8月21日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｻｰｸ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17080620)
1705年8月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｽﾃﾌｧﾉ･ｵﾉﾗｰﾄ･ﾌｪﾚﾃｨ｣(~17070822)
1705年8月22日-09:00|日本|東京都文京区|宝永2年7月4日|根津権現が建立される
1705年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯領はﾌﾞﾗｳﾝｼｭ
  ｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ選帝侯領に統合
1705年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｹﾞｵﾙｸ1世ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ選帝侯(17
  14年よりｲｷﾞﾘｽ王~17270611死去)
1705年9月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ﾏｰﾁ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~17310307死去)
1705年9月7日-09:00|日本|福岡県久留米市|宝永2年7月20日|<死去>筑後久留米藩21万石｢有馬頼元｣(52歳)⇒長
  男｢有馬頼旨｣が継ぐ(⇒宝永3(1706)年4月8日､22歳で死去)
1705年9月11日-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾍﾞｲｻﾞｰﾄﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~25日)
1705年9月15日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾐｹﾞﾙ･ﾇﾆｪｽ･ﾃﾞ･ｻﾅﾌﾞﾘｱ(大審問院大統領)｣(1回目~17070
  522)
1705年9月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ対立王｢ﾌｪﾚﾝﾂ･ﾘﾎﾟｰ･ﾗｺﾁ･ﾃﾞ･ﾌｪﾙｿｳﾞｧﾀﾞｼ｣ﾊﾝｶﾞﾘｰ議会が摂政大
  公に選出(~17110221)
1705年9月25日-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾍﾞｼﾞﾙｶﾞﾝ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17070301)
1705年9月25日-09:00|日本|和歌山県|宝永2年8月8日|<死去>徳川光貞(80歳)前紀州藩主
1705年9月26日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾃﾞｨｵﾗ｣(2回目~17060209)
1705年9月27日-05:00|日本|長崎県長崎市|宝永2年8月10日|暁､長崎本下町より出火,本下町が焼失､東築町と西
  築町の大半､島原町の半分､大村町と船番屋数戸を焼失
1705年10月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾌｾｲﾝ2世ｺｰｼﾞｬ｣(~1706年4月)
1705年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾛﾘ｣｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾊﾝﾏｰｽﾞ｣
1705年10月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｽﾀﾆｽﾛｳﾞｧｽ1世｣(1回目~17090808退位)
1705年10月13日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ｼﾞｬﾝ=ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｼｬﾘｯﾄ｣(1回目~1707122
  8)
1705年10月14日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|宝永2年8月27日|<加増>武蔵岩槻藩5万石｢小笠原長重｣+1
  万石⇒6万石(⇒宝永7(1710)年5月18日､隠居)
1705年10月14日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永2年8月27日|<解任>老中｢小笠原長重｣
1705年10月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｳｨﾚﾑ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾟﾙﾏ｣
1705年10月19日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ行政官(ﾘﾝﾌﾞﾙｸ+ﾘｴｰｼﾞｭ総督)｢ﾖﾊﾝ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｺﾞｴｽ｣(~1
  707年)
1705年10月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾇｲﾂ｣(~17080926在任中死去)
1705年10月23日-09:00|日本|島根県松江市|宝永2年9月6日|<死去>出雲松江藩18万6千石｢松平吉透｣(38歳)⇒10
  月26日､次男｢松平宣維｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年8月27日､死去)
1705年10月25日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|宝永2年9月8日|<死去>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川頼職｣(26歳
  )⇒10月6日､弟｢徳川吉宗(頼方から改名)｣が継ぐ(⇒享保元(1716)年4月30日､将軍後見職となり辞任)
1705年10月28日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾖｶﾞﾅﾚﾝﾄﾞﾗﾏｯﾗ｣
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1705年11月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾛｶﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣(~1706年10月没)
1705年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾘﾑ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(第2治世~1711年12月)
1705年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(~17061010死去)
1705年11月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Agustin de Robles y Lorenzana｣
  (~1709年)
1705年11月5日-09:00|日本|京都府京都市|宝永2年9月19日|<死去>板倉重種(65歳)下野烏山藩主･武蔵岩槻藩主･
  信濃坂木藩主､寺社奉行･老中
1705年11月7日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永2年9月21日|<就任>老中｢井上正岑｣(~享保7年5月17日])
1705年11月7日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永2年9月21日|<就任>老中｢大久保忠増｣(~宝永8年4月12日])
1705年11月14日-09:00|日本|茨城県石岡市|宝永2年9月28日|<交替>常陸府中藩2万石｢松平頼隆｣隠居⇒三男｢松
  平頼如｣が継ぐ(⇒宝永4(1707)年12月7日､35歳で死去)
1705年11月16日-09:00|日本|福井県越前市|宝永2年10月|<拝領>越前高森藩2万石｢松平(本庄)宗長｣(⇒宝永6(17
  09)年11月20日､死去)
1705年11月18日-09:00|日本|  ||宝永2年10月3日|<死去>中川喜雲(70歳)俳人､仮名草子作者
1705年11月18日-09:00|日本|岡山県津山市|宝永2年10月3日|<死去>森衆利(33歳)元美作津山藩主
1705年11月20日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾛﾚﾝｿ･ﾃﾞ･ｱﾙﾏﾀﾞ｣(~17091004)
1705年11月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｻﾝ･ｼﾞｵｯﾍﾞのﾍﾟﾆﾃﾝﾃｨ音楽学校設立
1705年11月21日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ暫定総督｢Francisco de Berrotaran y Gain
  za｣(2期目~17060508)
1705年11月21日-09:00|日本|福井県丹生郡越前町|宝永2年10月6日|<廃藩>越前葛野藩4万石｢徳川頼方｣紀州藩を
  相続/天領に吸収
1705年11月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｸﾗﾝ｣
1705年11月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｺｸﾗﾝ｣先代の弟(~17200605死去)
1705年11月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣第2代ｱｰｶﾞｲﾙ公(⇒17190427初代ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ公~1
  7431004死去､ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ公廃絶)
1705年11月27日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督代行｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ﾌﾗﾝﾁｪｽﾜﾌ･ﾍﾞﾙｸ｣(1回目
  ~12.8)
1705年12月8日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾌｧﾋﾞｱﾝ･ｸｻｳｪﾘｰ･ﾌﾟﾗﾀｰ｣(~1707年1月)
1705年12月15日-09:00|日本|愛知県豊橋市|宝永2年10月30日|<加増移封>下総関宿藩73000石｢牧野成春｣⇒三河
  吉田藩8万石(⇒宝永4(1707)年3月26日､死去)
1705年12月15日-09:00|日本|千葉県野田市|宝永2年10月30日|<再移封>三河吉田藩5万石｢久世重之｣⇒下総関宿
  藩5万石(⇒享保3(1718)年3月3日､1万石加増され6万石)
1705年12月17日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢Richard Watts｣
1705年12月17日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ﾏｼｭｰ･Ridley｣(~1708年)
1705年12月26日-09:00|日本|大分県大分市|宝永2年11月11日|<交替>豊後府内藩22200石｢松平近陳｣隠居⇒次男｢
  松平近禎｣が継ぐ(⇒享保10年8月24日(17250930)死去)
1705年12月29日-09:00|日本|静岡県掛川市|宝永2年11月14日|<改易>遠江国掛川藩35000石｢井伊直朝｣
1705年12月30日-09:00|日本|広島県三次市|宝永2年11月15日|<死去>浅野長照(54歳)前備後三次藩主
1706年-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事代理｢Manuel Arguelles y Valdes｣(1期目~170
  90901)
1706年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Simon van der Stel｣(~1720年死去)
1706年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢ﾏﾇｴﾙ･ｹﾞﾚｲﾛ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~1708年)
1706年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob Claaszoon｣(~1710年)
1706年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Musa Malikuddin｣(~1715年)
1706年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟｽﾙｱﾝ君主｢Wiranegara2世｣(~1707年)
1706年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muhammad Mansyur Jayo Ing Lago｣(~1718年)
1706年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾄﾝﾓ･ﾚｱｷｱ2世｣(2回目~1710年)
1706年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞﾛﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｼﾞｭﾝﾎｼﾞ･ｶﾛｼﾞ｣(~1712年)
1706年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾜﾗ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ﾋﾞﾑ･ｼﾝ｣(~1713年没)
1706年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾅﾜｼﾞｼｭ･ｶｰﾝ･ﾙﾐ｣(1回目~1707年)
1706年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｹｼｭﾘ･ｼﾝ｣(~1716年2月没)
1706年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾞﾃｨｱ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣(~1733年没)
1706年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||ｼｯｷﾑはﾌﾞｰﾀﾝに短期間占領される
1706年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Baltaci Suleyman Pasha｣(~1707.8)
1706年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ･ﾌﾚｲﾚ｣(~
  1707年没)
1706年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｱﾝﾄﾝ ﾛｰﾗｰ｣(~17120609)
1706年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||仏軍､ﾄﾘｰﾉを包囲
1706年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家のｵｰｽﾄﾘｱ､ﾐﾗｰﾉを併合｡ｶﾙﾛがﾐﾗｰﾉ王に/ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱはｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾘｱ､ﾉｳﾞｧ
  ｰﾗの一部､ﾛﾒｯﾘｰﾅを失う
1706年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公にﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ14世の長男･王太子ﾙｲ(ｸﾞﾗﾝ･ﾄﾞｰﾌｧﾝ)の息子ﾙｲ即位(~1712年2月1
  8日)
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1706年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾊﾟｳﾛ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｱﾌﾞﾚｳ･ｴ･ﾘﾏ｣(~1708年6月)
1706年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世｣(~17270611ｲｷﾞﾘｽ国王)
1706年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｾﾈｶﾞﾙ会社局長･司令官｢ﾐｼｪﾙ･ｼﾞｬｼﾞｮﾚ･ﾄﾞ･ﾗ･ｸｰﾙﾌﾞ｣(~1710年)
1706年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ﾗﾐｰ｣(~1709年)
1706年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢商工会議所上院｣(~17071026)
1706年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Remy Guillouet｣(2期目~17140110)
1706年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ副総督｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~1722年没)
1706年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌﾞﾚﾈｽ侯爵ﾎｾ･ｴｳｽﾀｷｵ･ﾋﾞｾﾝﾃﾛ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ﾙｶ｣⇒｢ﾌﾞﾚ
  ﾈｽ侯爵ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾛｼｬｶﾗﾝｻ｣(2回目~1708年)
1706年 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島をｽﾍﾟｲﾝが占領(~1710年)
1706年 05:00|ﾊﾞﾊﾏ|  |||ﾊﾞﾊﾏを海賊が支配(~17180726)
1706年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾁｬｺﾝ
  ･ﾒﾃﾞｨﾅ･ｲ･ｻﾗｻﾞｰﾙ｣(~1708年)
1706年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｺﾙｺﾚｽ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ｣(~1716年)
1706年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｼﾞｮｽ･ｴ･ｶﾙﾎﾞ･ﾃﾞ･ﾗﾗ｣(~1720年)
1706年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ﾄﾘﾋﾞｵ･ﾃﾞ･ｺｼｵ･ｲ･ｶﾝﾊﾟがｸﾞｱﾃﾏﾗ総督に就任
1706年1月15日-09:00|日本|京都府京都市|宝永2年12月|水垂町より出火､納所町の11寺､483戸焼失
1706年1月17日-09:00|日本|  ||宝永2年12月3日|<死去>三輪休雪(76歳)陶工
1706年1月17日-09:00|日本|静岡県掛川市|宝永2年12月3日|<再封>遠江掛川藩2万石｢井伊直矩｣(⇒翌年1月16日､
  越後与板藩2万石へ移封)
1706年1月26日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Johan Hendrik Weyhe｣
1706年1月26日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣代理｢Frederik Severinsen Skougaard｣(
  ~同年)⇒首席大臣｢Samuel Pedersen i Lamhauge｣(~17550127死去)
1706年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣
1706年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾗｲｵﾈﾙ･ｸﾗﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣(⇒17200617ﾄﾞｰｾｯﾄ公~17651010
  死去)
1706年1月29日-09:00|日本|  ||宝永2年12月15日|霧島山が噴火｡堂塔寺家焦土と化す
1706年2月8日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Claus Hansen｣
1706年2月9日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Joachim Melchior von H
  olten｣(~17081121死去)
1706年2月9日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾊﾞﾙﾀｻﾙｶﾞﾙｼｱ･ﾛｽ｣(~17071010)
1706年2月9日-09:00|日本|徳島県徳島市|宝永2年12月26日|交替>阿波富田藩5万石｢蜂須賀隆重｣隠居⇒養子｢蜂
  須賀隆長｣が継ぐ(⇒正徳4(1714)年9月17日､死去)
1706年2月13日-09:00|日本|  ||宝永3年|この年､楢林鎮山が西洋流外科医術書｢紅夷外科宗伝｣を著す
1706年2月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ国王ｶｰﾙ12世がｻﾞｸｾﾝに侵攻し､ﾌﾗｳｼｭﾀｯﾄの戦いでﾛｼｱ･ｻﾞｸｾﾝ軍
  を破る
1706年2月13日-09:00|日本|  ||宝永3年1月|｢御伽百物語｣刊行
1706年2月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Francisco Alejandro Bautista Benitez de Lugo
   Interian del Castillo｣
1706年2月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Francisco Bautista Benitez de Lugo Arias de 
  Saavedra｣(~17711117死去)
1706年2月22日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ副総督｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~1722年没)
1706年2月22日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰを占領し略奪(~1706年3月)
1706年2月23日-09:00|日本|神奈川県厚木市|宝永3年1月11日|<加増立藩>相模厚木藩1万石｢間部詮房｣(⇒宝永7(
  1710)年5月23日､上野国高崎藩5万石に加増移封)
1706年2月23日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永3年1月11日|<就任>大老｢柳沢吉保｣(~宝永6年6月3日)
1706年2月26日-09:00|日本|東京都中央区|宝永3年1月14日|火事により中村座､市村座焼失
1706年2月28日-09:00|日本|新潟県長岡市|宝永3年1月16日|<移封>遠江掛川藩2万石｢井伊直矩｣⇒越後与板藩2万
  石(⇒享保16(1731)年2月27日､隠居)
1706年3月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ｱﾀﾞﾑ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｸﾞﾚｰｳﾞ･ﾚｰｳﾞｪﾝﾊｳﾌﾟﾄ公爵｣(2回目~1709
  年9月)
1706年3月 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ﾏｲｹﾙ･ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣(~1715年)
1706年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾖﾊﾝ･ﾊﾟｯﾍﾙﾍﾞﾙ(作曲家)死去ﾄﾞｲﾂ[1653年09月01日生～](享年52)
1706年3月3日-09:00|日本|神奈川県|宝永3年1月19日|<加増立藩>相模･武蔵･常陸･下総国内14000石｢越智清武｣
  徳川綱豊の次男(⇒宝永4(1707)年1月11日､松平の苗字を称することを許され上野国館林藩24000石に加増移封
  )
1706年3月12日-09:00|日本|静岡県掛川市|宝永3年1月28日|<移封>信濃飯山藩4万石｢松平忠喬｣⇒遠江掛川藩4万
  石(⇒宝永8(1711)年2月11日､摂津尼崎藩48000石に加増移封
1706年3月12日-09:00|日本|長野県飯山市|宝永3年1月28日|<移封>播磨赤穂藩33000石｢永井直敬｣⇒信濃飯山藩3
  3000石(⇒宝永8(1711)年2月11日､武蔵岩槻藩に移封)
1706年3月12日-09:00|日本|長野県上田市|宝永3年1月28日|<加増移封>但馬国出石藩48000石｢松平(藤井)忠周｣
  ⇒信濃国上田藩58000石(⇒享保13(1728)年5月1日､死去)
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1706年3月12日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|宝永3年1月28日|<移封>備中西江原藩2万石｢森長直｣廃藩⇒播磨赤穂
  藩2万石(⇒享保7(1722)年8月24日､死去)
1706年3月12日-09:00|日本|兵庫県朝来市|宝永3年1月28日|<移封>信濃上田藩58000石｢仙石政明｣⇒但馬出石藩5
  8000石(⇒享保2(1717)年6月6日､死去)
1706年3月13日-09:00|日本|愛媛県松山市|宝永3年1月29日|道後温泉が再湧出
1706年3月18日-09:00|日本|福島県福島市|宝永3年2月4日|<半三郎火事>福島城下の北西端に位置する本町塩屋
  半三郎宅より出火,福島城下7町のうち上町と馬喰町を除く5町で被害を受け福島城郭内の4分の3を焼失
1706年3月21日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ植民地ﾈｲﾋﾞｽをﾌﾗﾝｽ軍が攻撃略奪
1706年3月26日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Pedro de Arroyo Guerrero｣
1706年3月26日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Juan Lopez de Morla｣(~17081224)
1706年3月27日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)対立皇帝｢ﾃｸﾚ･ﾊｲﾏﾉｰﾄ1世｣(⇒10.13皇帝~1708063
  0没)
1706年4月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世ﾍﾞｸﾀｼｭ｣(~1710年3月)
1706年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼｵﾆｰﾆ｣｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾚ･ｶﾙﾋﾞｰﾆ｣
1706年4月8日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|宝永3年2月25日|<交替>山城淀藩6万石｢石川憲之｣隠居⇒次男｢
  石川義孝｣が継ぐ(⇒宝永7年9月2日(17101023)､52歳で死去)
1706年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1706年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｳｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(⇒17450422兼ｻﾌｫｰｸ伯~17570321死去)
1706年4月24日-09:00|日本|愛媛県大洲市|宝永3年3月12日|大洲城下裏町より出火､455軒を焼失
1706年4月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣
1706年4月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣(~17241124死去)
1706年4月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<解任>ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世ｴﾏﾇｴﾙ｣選帝侯の地位を剥奪(~17260226死去)
1706年4月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世ｴﾏﾇｴﾙがﾌﾞﾚﾝﾊｲﾑの戦いの結果ﾊﾞｲｴﾙﾝを放棄し
  選帝侯の地位を剥奪
1706年5月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾁｮﾙﾙ･ﾀﾞﾏﾄ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~17100616)
1706年5月8日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Fernando de Rojas y Mendoza｣(~171107
  06死去)
1706年5月13日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾏﾘﾝ｣(
  ~6.8黄熱病で死去)
1706年5月19日-09:00|日本|福岡県久留米市|宝永3年4月8日|<死去>筑後久留米藩21万石｢有馬頼旨｣(22歳)⇒5月
  2日､養子｢有馬則維｣が継ぐ(⇒享保14(1729)年7月6日､隠居)
1706年5月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾗﾐｰﾕの戦い/ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公率いる同盟軍が､ｳﾞｪｲﾛｱ公率いるﾌﾗﾝｽ軍を破り､ﾍ
  ﾞﾙｷﾞｰの大都市が降伏
1706年5月26日-09:00|日本|大分県臼杵市|宝永3年4月15日|<死去>豊後臼杵藩5万石｢稲葉知通｣(55歳)⇒次男｢稲
  葉恒通｣が継ぐ(⇒享保5(1720)年6月25日､31歳で死去)
1706年5月30日-09:00|日本|岐阜県海津市|宝永3年4月19日|<死去>美濃今尾藩3万石｢竹腰友正｣(34歳)⇒5月25日
  ､従兄弟｢竹腰正映｣が継ぐ(⇒宝永6(1709)年1月18日､21歳で死去)
1706年5月30日-09:00|日本|富山県富山市|宝永3年4月19日|<死去>越中富山藩10万石｢前田正甫｣(58歳)⇒次男｢
  前田利興｣が継ぐ(⇒享保9(1724)年7月18日､隠居)
1706年6月4日-09:00|日本|東京都中央区|宝永3年4月24日|<死去>初代･生島大吉､狂死(36才)
1706年6月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ公(ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ)｢ｼｬﾙﾙ｣(~17401020)
1706年6月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ公(ﾌﾗﾝﾀﾞｰｽ)｢ｼｬﾙﾙ｣(~17401020)
1706年6月8日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾙｲｽ･ﾁｬｺﾝ･ｲ･ｶｽﾃﾘｮﾝ｣(1回
  目~17080118)
1706年6月11日-09:00|日本|新潟県魚沼市|宝永3年5月|幕府,上田銀山から花降銀･銀鉛等の搬出を禁じる/幕府
  による銀山経営終わる
1706年6月15日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝永3年5月5日|赤穂事件を扱った初の舞台､近松門左衛門｢碁盤太平
  記｣初演
1706年6月17日-09:00|日本|長崎県平戸市|宝永3年5月7日|<交替>平戸新田藩1万石｢松浦昌｣隠居⇒長男｢松浦邑｣
  が継ぐ(⇒宝永5(1708)年10月29日､39歳で死去)
1706年6月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国務長官｢ﾛｷ･ﾓﾝﾃﾘｵ･ﾊﾟｲﾑ｣
1706年6月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国務長官代理｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｶ･ｺﾙﾃ･ﾚｱﾙ｣(⇒17070427国務
  長官~17360509死去)
1706年6月27日-08:00|中国|  ||清･康熙45年5月17日|<死去>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢6世ﾂｧﾝﾔﾝ･ｷﾞｬﾂｫ｣
1706年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮｽ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｲｪｽｰ･ﾊﾞｲ･ｵｰ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1754年没)
1706年7月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄとﾌﾗﾝﾀﾞｰｽは連合国統治下､ﾊｲﾉｰとﾅﾐｭｰﾙはﾊﾞｲｴﾙﾝ政権下
1706年7月1日-09:00|日本|埼玉県深谷市|宝永3年5月21日|<死去>武蔵岡部藩20250石｢安部信峯｣(48歳)⇒次男｢
  安部信賢｣が継ぐ(弟｢信政｣に新田1000石を分与⇒享保8(1723)年2月7日､死去)
1706年7月6日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｸﾗｽﾄﾙﾌﾟのｽﾄﾛﾝﾍﾞﾙｸ伯爵ﾆﾙｽ･ﾖﾝｿﾝ｣(~17091023)
1706年7月12日-09:00|日本|福井県敦賀市|宝永3年6月3日|<死去>若狭敦賀藩1万石｢酒井忠稠｣(54歳)⇒長男｢酒
  井忠菊｣が継ぐ(⇒享保7(1722)年2月6日､44歳で死去)
1706年7月14日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾟｰｸ｣(~17
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  101207没)
1706年7月15日-09:00|日本|  ||宝永3年6月6日|幕府､財政窮乏を救うため元禄銀を改鋳して低品位の宝字銀を
  発行
1706年7月16日-09:00|日本|高知県高知市|宝永3年6月7日|<死去>土佐高知藩20万2600石｢山内豊房｣(35歳)⇒弟
  の｢山内豊隆｣が継ぐ(~享保5年4月14日(17200520)死去)
1706年7月16日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|宝永3年6月7日|<死去>森川重信(62歳)前下総生実藩主
1706年7月30日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|宝永3年6月21日|<死去>杉木普斎(79歳)茶人
1706年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾋｭｰﾑ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾋｭｰﾑ｣
1706年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾋｭｰﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾋｭｰﾑ｣(~1720年死去)
1706年8月26日-09:00|日本|新潟県新発田市|宝永3年7月19日|<交替>越後新発田藩5万石｢溝口重雄｣隠居⇒長男｢
  溝口重元｣が継ぐ(⇒享保3年11月21日(17190111)､39歳で死去)
1706年8月30日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾄｰﾚ･ｶﾝﾎﾟ侯爵ﾄﾘﾋﾞｵ･ﾎｾ･
  ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｺｼｵ･ｲ･ｶﾝﾊﾟ｣(~17161008)
1706年9月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾃﾞﾗｯｸ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1707年9月)
1706年9月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱｳｸﾞｽﾀｽ2世ﾓﾂﾇｨ｣
1706年9月6日-09:00|日本|大阪府高槻市|宝永3年7月30日|<死去>摂津高槻藩36000石｢永井直達｣(18歳)⇒従弟｢
  永井直英｣が継ぐ(⇒正徳5(1715)年1月17日､死去)
1706年9月14日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ｼﾉﾌﾁｯﾁ｣
1706年9月14日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Sir Bevil Granville｣
1706年9月14日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･Sharpe｣(1期目~170
  70509)
1706年9月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｱﾙ=ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ2世ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾀ･
  ｱｯﾗｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣
1706年9月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ･ﾊﾘﾑ･ｼｬｰ1世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞ
  ﾄﾞﾗ･ｱﾙ=ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣(~17100215死去)､摂政｢ﾀﾞﾄ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｽｰﾗ･ﾄｩﾝｸ･ｴﾝﾎﾞﾝ･ﾗｰｼﾞｬ･ﾑﾀﾞ｣(~17100215)
1706年9月23日-09:00|日本|住友商事|宝永3年8月17日|<死去>住友友信(60歳)住友家3代当主
1706年9月24日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国とﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ=ｻﾞｸｾﾝ連合(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ=ﾘﾄｱﾆｱ連合及び
  ｻﾞｸｾﾝ選帝侯領)との間で和平条約(ｱﾙﾄﾗﾝｼｭﾃｯﾄ条約)締結
1706年9月27日-09:00|日本|長崎県大村市|宝永3年8月21日|<死去>肥前大村藩27973石｢大村純長｣(71歳)⇒次男｢
  大村純尹｣が継ぐ(弟｢純庸｣に3000石を分与し24973石⇒正徳2(1712)年10月14日､死去)
1706年10月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾛｶﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣
1706年10月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｪｲｴﾝﾄﾞﾗﾏﾗ｣(~1709年3月没)
1706年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝ･ｼﾝ｣
1706年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗｰｼﾞ･ｼﾝ｣(~1748年4月没)
1706年10月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ﾊﾁ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1708年9月)
1706年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1706年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1706年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(~1718年死去)
1706年10月13日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲﾔｽ1世ﾖﾊﾈｽ｣
1706年10月14日-09:00|日本|福井県小浜市|宝永3年9月8日|<死去>若狭小浜藩10万3500石｢酒井忠囿｣(37歳)⇒養
  子｢酒井忠音｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年5月18日､死去)
1706年10月21日-09:00|日本|  ||宝永3年9月15日|関東で大地震/江戸城内石塁多数倒壊
1706年11月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ､ﾏｴｰﾘｬで地震(M6.7)死者2400人
1706年11月4日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ暫定総裁･総司令官｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾃﾞ･ｾﾚｾﾀﾞ
  ･ｲ･ｷﾞﾛﾝ｣(1回目~1708年)
1706年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>12代ｹﾝﾄ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣⇒初代ｹﾝﾄ侯(⇒17100428初代ｹﾝﾄ公~17400605
  死去)
1706年11月19日-09:00|日本|静岡県沼津市|宝永3年10月15日|<拝領>駿河松永11000石｢大久保教寛｣(⇒享保3(17
  18)年3月3日､5000石加増され16000石)
1706年12月6日-09:00|日本|三重県|宝永3年11月2日|<伊勢国山田宝永3年の大火>丑の刻(午前2時ごろ)､中島町
  内の片原町にある炭問屋･足立次郎右衛門方から出火､そこから辻久留､二俣を経て市街の中心に向かって､炎
  は東へ東へと燃え広がっていった/火勢は､夜が明けても一向に衰えず東へと進み､市街地の東端､尾部坂の麓
  まで焼き尽くして巳の刻(午前10時ごろ)鎮火/20人死亡､家屋焼失6002軒.三方年寄家24家の内21家が被災
1706年12月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ2世｣58歳(誕生16480426)
1706年12月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｼﾞｮｱﾝ5世大度王｣(~17500731死去)ﾍﾟﾄﾞﾛ2世の子
1706年12月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱﾝﾄﾝ･ｳﾙﾘﾋ｣(⇒17120106､ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯に昇格⇒172
  80101死去)
1706年12月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>第4代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾃｨ｣⇒初代ﾘﾝｼﾞｰ候(⇒17150726兼ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃ
  ｨｰｳﾞﾝ公~17230726死去)
1706年12月24日-09:00|日本|東京都中央区|宝永3年11月20日|日本橋和泉町から出火し住吉町･堺町･葺屋町など
  幅三町長さ十五町を焼き中村座､市村座焼失
1706年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾁｬﾑﾘｰ伯｢ﾋｭｰ･ﾁｬﾑﾘｰ](~17250118死去)
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1706年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(⇒17091210兼ｻﾌｫｰｸ伯~17180919死去)
1707年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Cakranegara2世｣(~1737年)
1707年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾗﾝ君主｢Cakraningrat3世｣(~1718年)
1707年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾃﾞｳｨ｣(~1716年)
1707年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ｾﾀﾃｨﾗｽ2世｣ﾗﾝｻﾝ王国の分裂により建国(~1730年没)
1707年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国第12代国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾏｽ･ﾁｬﾔﾑ｣(~1710年)
1707年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾏﾝﾗｰｲ朝ﾗｰﾝﾅｰ王｢ﾏﾝﾚｰﾅﾗｰ｣(~1727年)
1707年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ｷﾝ･ｷｯｻﾗｰﾄ｣Souligna Vongsaの孫(~1713年死去)
1707年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾄﾞｩﾙｸ･ﾗﾌﾞｹﾞ｣(~1719年)
1707年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ｽﾙｰﾙ･ﾔｸｰﾄ･ｶｰﾝ2世｣(~1732年没)
1707年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｭﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｱﾌﾞﾊｼﾝｼﾞ･ﾏﾀﾞﾌﾞｼﾝｼﾞ｣建国(~1747年没)
1707年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾗｾｶﾗ･ﾍﾟﾙﾏﾙ｣(~17110524没)
1707年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾄﾞﾗﾜ国ﾗｼﾞｬ｢ﾒﾃﾞｨﾆ･ﾊﾟﾙ｣(~1735年)
1707年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾙ国統治者(ﾊﾟﾝﾄ･ｻﾁﾌ)｢ﾅﾛ｣(~1737年3月没)
1707年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾅﾜｽﾞ･ｶｰﾝ･ﾙﾐ｣(~同年)⇒｢ｼﾞｬﾌｧｰﾙ･ｶｰﾝ｣(~1709年)
1707年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾄﾞﾜﾝ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱﾙｼﾞｬﾝｼﾑｼﾞ･ﾏﾀﾞﾌﾞｼﾑｼﾞ｣(~1739年没)
1707年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｷﾞｵﾙｷﾞ7世｣(2回目~1711年10月)
1707年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ人がｶﾑﾁｬｯｶ半島を征服
1707年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ｼｬｰ･ｺﾘ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝｶﾞﾈｰ｣(~1716年)
1707年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｶｽｨｰﾘｰ国ｻﾙﾀﾝ｢'Abdllah ibn Badr al-Kathir｣(~1725年)
1707年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｰｻ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾚｲﾏﾝ｣(2回目~1715年頃)
1707年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ公｢Philippe Jules Mancini｣
1707年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Diego de Flores｣(~1711年)
1707年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｶｰﾙ6世｣(~1735年)1720年からはｼﾁﾘｱ王も
1707年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾇｳﾞｪｰﾙ公｢Philip Julius Francis Mancini｣(~1768年死去)
1707年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Bar, Mbangi｣(~1722年)
1707年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｻﾝﾊﾞ･ﾀﾞﾝﾄﾞｩ｣(~1709年頃)
1707年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||この年ｱｲｽﾗﾝﾄﾞで天然痘が流行
1707年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾐｽｷｰﾄ連合軍,ﾘﾊﾞｽを攻撃
1707年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Mitford Crow｣(~1710年)
1707年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ｽﾐｽ｣(~1722年没)
1707年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||英国との密貿易の道を絶たれたﾀﾊﾞｺ栽培業者,総督府に対して最初の反乱
1707年1月-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ最高司令官｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘﾍﾚ･ﾘﾍﾞｯｶｰ｣(~1710092
  3)
1707年1月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督代行｢ｳﾗﾃﾞｨｽﾜﾌ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾙｸ｣(2回目~24日)
1707年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾃﾞｭﾘｳﾞｨｴ｣(1回目~17080702)
1707年1月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1707年1月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｹﾞｵﾙｸ｣(~17611022死去)
1707年1月5日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|宝永3年12月2日|<死去>肥前佐賀藩32万石｢鍋島綱茂｣(55歳)⇒弟｢鍋島
  吉茂｣が継ぐ(⇒享保15年3月18日(17300504)､死去)
1707年1月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ｣(~17120218死去5歳)
1707年1月24日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｶﾛﾙ･ｸﾞﾛﾄｩｽ｣(~1709年)
1707年2月3日-09:00|日本|  ||宝永4年|この年､伊藤仁斎の古学書｢童子問｣が刊行される
1707年2月3日-09:00|日本|群馬県前橋市|宝永4年|<加増>上野厩橋藩13万石｢酒井忠挙｣+2万石⇒15万石(⇒同年1
  1月7日､隠居)
1707年2月3日-08:00|中国|  ||清･康熙46年|<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ対立6世｢ｲｪｼｪｰ･ｷﾞｬﾂｫ｣ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏを簒奪(~1717年)
1707年2月10日-09:00|日本|  ||宝永4年1月8日|<死去>大淀三千風(69歳)俳人
1707年2月11日-09:00|日本|茨城県筑西市|宝永4年1月9日|<加増>常陸下館藩15000石｢黒田直邦｣+5000石⇒2万石
  (⇒享保17(1732)年3月､上野沼田藩25000石へ加増移封)
1707年2月13日-09:00|日本|群馬県館林市|宝永4年1月11日|<加増移封>相模･武蔵･常陸･下総国内14000石｢越智
  清武｣徳川綱豊の次男⇒上野国館林藩24000石(松平の苗字を称することを許される⇒宝永6(1709)年12月､1万
  石加増され34000石)
1707年2月18日-09:00|日本|  ||宝永4年1月16日|<死去>渡辺秀石(69歳)画家
1707年3月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｶﾌﾟﾗﾝ1世ｷﾞﾚｲ｣(1期目~17081222)
1707年3月1日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｿｻﾔ･ｲ･ﾚｸﾍﾞﾘｱ｣(~
  1714年没)
1707年3月2日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾄﾞ･ｸﾞﾘｭｲﾀｰ｣(~9.27
  )
1707年3月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｱｳﾗﾝｸﾞｾﾞｰﾌﾞ｣88歳(誕生1618年)
1707年3月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国対立皇帝｢ｱｻﾞﾑ･ｼｬｰ･ｱﾌﾞｰﾙ･ﾌｧｲｰｽﾞ｣(~6.8死去53歳)
1707年3月16日-09:00|日本|宮城県仙台市|宝永4年2月13日|<仙台宝永4年の大火>東七番丁で発生した火災で､城
  下東南部一帯が灰となり､侍屋敷､足軽屋敷など128軒､町屋敷351軒のほか､職人屋敷や寺など多数を焼失/佛眼



1710迄(1555件)

  寺焼失
1707年3月23日 01:30|日本|宮城県仙台市|宝永4年2月20日|<仙台宝永4年の大火>午前10時半ごろ､北四番丁から
  出火した炎が西北の風にあおられて延焼､荒町まで火の海とした/22時半ごろようやく炎は消えたが､侍屋敷と
  職人屋敷666軒､町屋敷は北材木町､本材木町､大町､新伝馬町､立町､肴町､国分町､南町､柳町､袋町､北目町､上染
  師町､田町が全焼/二日町､荒町が一部被害を受けて､892軒半焼失､死者4人
1707年3月25日-09:00|日本|  ||宝永4年2月22日|幕府が落書･捨て文･流言･雑説を禁止し,また遊女の市中俳個･
  抱え置き,牛馬の重荷･鳥獣の売買を禁じる
1707年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾉﾌﾘｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｻﾞﾝﾋﾟｰﾆ｣
1707年4月2日-09:00|日本|東京都|宝永4年2月30日|<死去>宝井其角(47歳)俳諧師
1707年4月3日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｻﾝﾀﾞﾄｩﾘﾔ2世｣(~1710年9月)
1707年4月3日-09:00|日本|和歌山県新宮市|宝永4年3月1日|<死去>紀伊新宮藩35000石(紀州藩附家老)｢水野重上
  ｣(74歳)⇒4月7日､養子｢水野重期｣が継ぐ(⇒正徳4(1714)年7月18日､隠居)
1707年4月7日-09:00|日本|熊本県熊本市|宝永4年3月5日|<熊本宝永4年の大火>山崎の原田彦右衛門屋敷から出
  火､古町地区の東古町へと延焼､中古町から紺屋町､西古町へと拡がった/12人死亡､山崎の侍屋敷79か所､古町
  の民家848世帯､同借家629軒､蔵30軒､河原教悦が支配する30軒が類焼
1707年4月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>第4代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣⇒初代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ公(~17420107死去)
1707年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>5代ﾛｸｽﾊﾞﾗ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｶｰ｣⇒初代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公(~17410227死去)
1707年4月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣
1707年4月28日-09:00|日本|愛知県豊橋市|宝永4年3月26日|<死去>三河吉田藩8万石｢牧野成春｣(26歳)⇒長男｢牧
  野成央｣(⇒正徳2(1712)年7月12日､日向延岡藩8万石に移封)
1707年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国軍がﾃﾞｶﾝ地方から撤退
1707年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Arnavut Abdi Pasha｣(~1709.1)
1707年5月1日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾛﾚﾝｿ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ･ｲ･ﾊﾞﾙﾋﾞﾝ｣(~1712年没)
1707年5月9日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Mitford Crowe｣(~17100510)
1707年5月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ3世｣
1707年5月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ3世の息子(~17480119死去
  )
1707年5月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞが連合してｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国が成立/ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王
  ｱﾝがｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王となる(-1714)
1707年5月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦5月1日|ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞが合同法により合同し､ｸﾞﾚｰﾄ･ﾌﾞﾘﾃﾝ王国が
  成立/ｱﾝ女王(42)が国王となる
1707年5月22日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｶｽﾃﾙ･ﾄﾞｽ･ﾘｵｽ侯爵ﾏﾇｴﾙ･ｵﾑｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ﾊﾟｳ･ｵﾘﾑ･ﾃﾞ･ｾﾝﾀﾏﾅ
  ﾄ･ｲ･ﾗﾇｰｻﾞ｣(~17100422没)
1707年5月23日-09:00|日本|東京都中央区|宝永4年4月22日|幕府が江戸常磐橋内の町奉行所を数寄屋橋内に移す
1707年6月3日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官代行(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾖﾊﾈｽ･ｺﾙﾈﾘｽ･
  ﾀﾞﾌﾞﾗﾝｸﾞ｣(~17080201)
1707年6月4日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王｢ｳﾞｨﾏﾗ･ﾀﾞﾙﾏｽﾘﾔ2世｣
1707年6月4日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王･ｼﾝﾊﾗ国王｢ｳﾞｨﾗﾊﾟﾗｯｶﾏ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗｼﾑﾊ｣ｳﾞｨﾏﾗ･ﾀﾞﾙﾏｽﾘﾔ2世の
  息子(~17390513死去)
1707年6月5日-09:00|日本|  ||宝永4年5月6日|<死去>久田宗全(61歳)茶人
1707年6月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞｰﾙ帝国対立皇帝｢ｱｻﾞﾑ･ｼｬｰ･ｱﾌﾞｰﾙ･ﾌｧｲｰｽﾞ｣53歳
1707年6月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺﾀ国がﾌﾞｰﾝﾃﾞｨに再統合(~17130908)
1707年6月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｼｬｰ1世｣(~17120227死去68歳)
1707年6月19日-09:00|日本|福岡県福岡市|宝永4年5月20日|<死去>黒田光之(80歳)前筑前福岡藩主
1707年6月24日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾍﾟﾝﾌﾞﾛｰｸとﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯爵ﾄﾏｽ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~17090421
  )
1707年6月25日-09:00|日本|  ||宝永4年5月26日|<死去>2代山本春正(不明)蒔絵師
1707年7月3日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||ﾐﾝｽｸがﾛｼｱに占領された(~1708年2月)
1707年7月31日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢大公副官:ｲｵﾙﾀﾞﾁｪ･ﾙｾ/ｲｵﾝ･ﾈｸﾙｽ/ｲﾘｰ･ｶﾝﾀｸｼﾞｰﾉ/ｲﾘｰ･ｶﾀﾙ
  ｷﾞｳ｣(~11.13)
1707年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Yusuf Pasha Qapudan｣(~1708年)
1707年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Jose Chacon Medina Salazar y Villasenor｣(~
  1712年)
1707年8月8日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|宝永4年7月11日|<死去>石川憲之(74歳)前山城淀藩主
1707年8月9日-09:00|日本|長野県長野市|宝永4年7月12日|長野･信州善光寺の大伽藍が落成延べ26万人の人員を
  費やし2年3ヶ月かけて完成
1707年8月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣先代の息子(~17290604死去)
1707年8月27日-09:00|日本|  ||宝永4年8月|<死去>初代村山平十郎(不明)歌舞伎役者
1707年8月28日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永4年8月2日|<解任>老中｢稲葉正通｣
1707年9月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾀﾞﾏﾄ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17091028)
1707年9月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍ﾅｰﾎﾟﾘ占領
1707年9月6日-09:00|日本|  ||宝永4年8月11日|5代将軍徳川綱吉の｢生類憐みの令｣によりどじょう･うなぎ･鳥
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  を扱う商売が禁止に
1707年9月8日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾎﾟﾜﾘｴ｣
1707年9月8日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ﾄｰﾏｽ･ｸﾞｯﾄﾞｳｨﾝ｣(~17080824)
1707年9月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾏﾘ｣(~17090909)
1707年9月13日-09:00|日本|愛媛県大洲市|宝永4年8月18日|大洲藩領､洪水のため潰家1,782軒
1707年9月16日-09:00|日本|千葉県佐倉市|宝永4年8月21日|<交替>下総佐倉藩102000石｢稲葉正往｣隠居⇒次男｢
  稲葉正知｣が継ぐ(叔父｢稲葉正佐｣に3000石分与⇒享保8(1723)年5月1日､山城淀藩102000石に移封)
1707年9月19日-09:00|日本|徳島県|宝永4年8月24日|<死去>蜂須賀隆重(74歳)前安房富田藩主
1707年9月27日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｱﾝｿﾆｰ･ﾄﾞ･ﾚｲﾝｳﾞ
  ｧﾙ｣(~17100119)
1707年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼｬｰﾌｰがﾏﾌﾗｯﾀ国王位を主張しｼｳﾞｧｰｼﾞｰ2世の母ﾀｰﾗｰ･ﾊﾞｰｲｰはこれに反対し､両者の
  間でｹｰﾄﾞの戦いが勃発し､ｼｬｰﾌｰがこれに勝利
1707年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾓﾗｯﾁ｣
1707年10月7日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|宝永4年9月12日|<交替>豊後日出藩25000石｢木下俊長｣隠居⇒
  長男｢木下俊量｣が継ぐ(⇒享保14(1729)年11月13日､58歳で死去)
1707年10月8日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱでｱﾀﾏﾝ･ﾌﾞﾗｳﾞｨﾝ率いるｺｻｯｸの反乱(~17080707)
1707年10月10日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾛﾌﾞﾚｽ･ﾛﾚﾝｻﾞｰﾅ｣(~1712年)
1707年10月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾌﾗｯﾀ国最高統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｬﾌｼﾞ1世ｱｯﾊﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~17491215
  没)
1707年10月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾏﾌﾗｯﾀ国最高統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｳﾞｧｰｼﾞｰ2世｣
1707年10月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽｼﾘｰ諸島沖で21隻からなる英国海軍艦隊が嵐に遭い､岩礁に追い込まれ
  ,4隻が喪失､1400人を超える犠牲者を出した
1707年10月25日-09:00|日本|  ||宝永4年10月1日|<死去>河村若芝(70歳)画家､工芸家
1707年10月26日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾞｲﾗ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ｣(~12.4)
1707年10月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(~17120921)
1707年10月28日 05:00|日本|  ||宝永4年10月4日|<宝永地震>未の刻(14時ごろ)地震発生/災害の特に大きかっ
  た地域は､東海道､伊勢湾沿岸､紀伊半島一帯で､袋井は全町全滅､見付､浜松､鳴海､宮､四日市は町の半ばが倒潰
  ､名古屋では城中の所々が破損し地割れがあった/紀伊田辺では20人死亡､411戸が被災し内138戸が全潰､119戸
  が大破､154戸が津波で流失/徳島では630戸が倒潰/津波による被害が大きく､伊豆半島から九州にいたる太平
  洋沿岸及び瀬戸内海にも大波が達し､大阪湾､播磨､伊予､周防､長門などに大きな被害/八丈島も津波の被害に
  遭った/大坂の街は家屋倒潰3537戸､地震により5351人死亡､津波により1万6371人死亡/土佐では地震から1時
  間後に波高5～8mの津波が襲い､1844人死亡､行方不明926人.家屋全潰5608戸､同流失1万1167戸､船舶の流失･破
  損768隻.なかでも浦戸湾口の種崎には15mの津波が襲い､一木一草も残らず700人が死亡した/紀伊の広村では1
  000戸の集落の内､700戸流失､292人死亡/湯浅では1000戸の集落の内､292戸流失､53人死亡/尾鷲では641戸流失
  ､530人余死亡/遠江浜名湖畔の東海道新居宿は､推定波高3mの津波で家屋流失287戸/伊豆の下田では波高5～6m
  の津波が押し寄せ､家屋全潰･流失857戸､11人死亡､船舶の流失･破損215隻/被災地全体の被害は2万6000人余死
  亡､家屋全潰6万1000戸余､同流失1万8000戸余､蔵の被害2000棟､船舶流失･破損3900余隻､田畑の流失･荒廃14万
  石相当
1707年11月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ行政官(ﾘﾝﾌﾞﾙｸ+ﾘｴｰｼﾞｭ総督)｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｷﾛｽ｣(~1709
  年7月)
1707年11月6日-09:00|日本|東京都|宝永4年10月13日|<死去>服部嵐雪(54歳)俳人
1707年11月6日-09:00|日本|山口県萩市|宝永4年10月13日|<死去>長州藩369000石｢毛利吉広｣(35歳)⇒養子｢毛利
  吉元｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年9月13日､死去)
1707年11月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾐﾊｲ･ｲｵｱﾝ･ﾗｺｳﾞｨ･ﾂｧ｣(2回目~17091017)
1707年11月22日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾍﾞｯｶｰ｣(~17161205)
1707年11月23日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｼﾞｭﾚ･ﾉｳﾞｧｺｳﾞｨｯﾁ｣
1707年11月27日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾅﾙｷｯｿｽ･ﾏｰｼｭ/ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾘｰﾏ
  ﾝ｣(~17090421)
1707年11月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ﾌｨｯﾂ=ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾝｽﾛｯﾌﾟ｣
1707年11月30日-09:00|日本|群馬県前橋市|宝永4年11月7日|<交替>上野厩橋藩15万石｢酒井忠挙｣隠居⇒長男｢酒
  井忠相｣が継ぐ(⇒翌年1月25日､死去)
1707年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がｶﾙｶｯﾀをﾏﾄﾞﾗｽから分離
1707年12月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾋﾞｻｳは放棄された(~1753年11月)
1707年12月1日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢商工会議所上院+ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾛﾍﾟｽ･ﾋﾞｼﾞｪﾗ｣(~
  17111119)
1707年12月3日-09:00|日本|滋賀県東近江市|宝永4年11月10日|<死去>近江山上藩13000石｢稲垣重定｣(60歳)⇒翌
  年1月5日､長男｢稲垣重房｣が継ぐ(⇒享保5(1720)年3月4日､死去)
1707年12月10日-09:00|日本|新潟県上越市|宝永4年11月17日|<死去>松平光長(93歳)元越後高田藩主
1707年12月16日 01:00|日本|  ||宝永4年11月23日|<1707富士山宝永噴火>巳の刻(午前10時ごろ)､富士山噴火/
  炎高く煙そびゆ/火山礫数十里に降り､南は岡部に至る/北東は栗橋
1707年12月18日-09:00|日本|  ||宝永4年11月25日|<1707富士山宝永噴火>(~26日)富士山噴火,岩石砕け飛び､土
  砂焦げ散ず.灰は原および吉原の地を埋めること高さ五､六尺(1.5～1.8m).江戸の地に至っては高さ五､六寸(1
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  5～18cm)/焼け出たる所は大空穴となり､その傍らに小山(宝永山)を形成
1707年12月20日-09:00|日本|京都府京都市|宝永4年11月27日|<就任>関白｢近衛家煕｣
1707年12月23日-09:00|日本|茨城県石岡市|宝永4年11月30日|<死去>松平頼隆(79歳)前常陸府中藩主
1707年12月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢John Shrimpton｣
1707年12月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾛｼﾞｬｰ･ｴﾘｵｯﾄ陸軍少将｣(~17110124)
1707年12月24日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|宝永4年12月|｢心中重井筒｣初演,[作･近松門左衛門],人形浄
  瑠璃､竹本座
1707年12月24日-09:00|日本|群馬県沼田市|宝永4年12月|家中諸士の詰所や本丸の居館等ができ､沼田城の再築
  が完了
1707年12月28日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｼｮﾜｽﾞｰﾙ･ﾎﾞｰﾌﾟﾚ伯爵ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｮｾﾌ｣(~1710年
  )
1707年12月30日-09:00|日本|茨城県石岡市|宝永4年12月7日|<死去>常陸府中藩2万石｢松平頼如｣(35歳)⇒翌年閏
  正月5日､養子｢松平頼明｣が継ぐ(⇒享保18(1733)年9月6日､43歳で死去)
1707年12月31日-09:00|日本|岩手県盛岡市|宝永4年12月8日|<死去>陸奥盛岡藩10万石｢南部信恩｣(30歳)⇒翌年1
  月5日､弟｢南部利幹｣が継ぐ(⇒享保10年6月4日(17250713)､死去)
1707年12月31日-09:00|日本|福島県須賀川市|宝永4年12月8日|<死去>本多政利.配流先の岡崎城にて(67歳)元陸
  奥大久保藩主
1708年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾊｺﾒ･ﾃﾞ･ﾓﾗｲｽ･ｻﾙﾒﾝﾄ｣(~1710年)
1708年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･Cross｣(~5.13)⇒｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ
  ･Hoyle ｣(~6.18死去)⇒｢ｼﾞｮﾝ･Delapie｣(~7.12死去)⇒代理｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Skingle｣(~1710年)
1708年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｽ国ｽﾙﾀﾝ｢Umar Aqam ud-din1世｣(~1732年)
1708年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Hasanuddin｣(~1728年)
1708年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾒｶｻﾝ君主｢Adikara2世｣(~1737年)
1708年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第33代国王ｻﾝﾍﾟｯﾄ9世ﾌﾟｰﾐﾝﾀﾗｰﾁｬｰ(~1732年)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗﾌﾟﾗﾊﾞ｣(~1710年)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾄ･ｶﾌﾟﾗ国支配者｢ｻｼﾞｬ･ｼﾝ｣(~1710年没)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲｻﾙﾐﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ﾌﾞﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1722年没)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾝﾃｨｱ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｪｲ･ﾅﾗﾔﾝ･ｼｴﾑ･ｽﾄｩﾝｶﾞ｣(~1731年)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾝｼﾞｬ･ﾍﾞﾊﾘ･ﾌﾞﾗﾏﾗﾊﾞﾗ｣(~1728年)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼｬｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｳﾀﾞｲ･ｼﾝ｣(~1725年)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾙﾜﾆ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾓﾊﾝ･ｼﾝ1世｣(2回目~1730年)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾌｧﾃ･ｶｰﾝ(簒奪者)｣(~同年)⇒｢ﾌｨﾙｽﾞ･ｶｰﾝ2世｣(~1719年
  没)
1708年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾀﾌﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜｯﾄ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1717年没)
1708年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Musa Khan｣
1708年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Yadigar Khan1世｣(~1714年死去)
1708年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｼｬｰ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ｶｰﾝ｣ﾍﾟﾙｼｬに対し反乱(~1712年8月)
1708年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ･ﾊﾝ｢ｽﾗｲﾏﾝｼｬｰ｣(~1713年)
1708年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾄﾞﾝ･ｺｻｯｸ自治権はﾛｼｱによって事実上終了(1708年､ﾎｽﾄはｱｿﾞﾌ県に含まれる~1721年)
1708年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｶﾋﾔ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1709年)
1708年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｶﾞｰｽﾞｨｰ3世ｷﾞﾚｲ｣
1708年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ｣(1709年まで首相･議長
  代行~1727年)
1708年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Nasuh Pasha al-Aydini｣(~1712年)
1708年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｺﾞﾝｻﾙﾍﾞｽ･ﾀﾞ･
  ｶﾏﾗ･ｺｳﾃｨｰﾆｮ｣(~1712年)
1708年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ｷｹﾞﾘ3世ﾝﾀﾞﾊﾞﾗｻ｣(~1741年)
1708年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｶｼﾞﾐｰﾙ1世｣(~1749年)
1708年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ﾌﾌｫﾝ｣(~1727年)
1708年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾌﾛｰﾆﾝｹﾞﾝ州総督ｵﾗﾆｴ公ﾖﾊﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾌﾘｰｿﾞ[ﾃﾞｨｰﾂ侯ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ｶ
  ｼﾐｰﾙ2世の子](~17110714死去)
1708年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾊｲﾃﾞﾝ｣(~1710年)
1708年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾏﾙｺ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣(~1710年)
1708年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ公(ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ系)ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世[ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世の息子
  ](~1752年)
1708年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||この年､ﾄﾞｲﾂでﾍﾟｽﾄが流行
1708年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｶﾞｲｱﾅ|  |||英領ｷﾞｱﾅのﾃﾞﾒﾗﾗで大規模な奴隷の反乱
1708年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱ公国､ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄを占領
1708年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾘﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞｽﾃ､ﾐﾗｰﾉ公に
1708年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢大佐John Roberts｣(~1711年)
1708年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ﾆｬｸ･ｱﾗﾑ･ﾊﾞｶｰﾙ･ﾃｨｰﾃﾞｨｴｸ｣(~1733年)
1708年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙのﾐﾅｽ･ｼﾞｪﾗｲｽでｴﾝﾎﾞｱﾊﾞｽの乱がおこる
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1708年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｷﾞｼﾞｪﾙﾓ･ﾓﾙﾌｨ｣(~1711年9月)
1708年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ･ｲ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ｣(~1717年)
1708年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｼﾞｮｽ･ｴ･ﾃﾞ･ｱﾛ･ｲ･ﾓﾝﾃﾛｰｿﾞ｣(~1709年)
1708年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｳﾞﾚｰｽ｣(~1709年)
1708年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｶﾞｰﾄﾞﾝ･ｿﾙﾄﾝｽﾄｰﾙ｣(~17240920死去)
1708年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ｾｺﾞﾋﾞｱﾊ
  ﾟﾗﾀﾞ･ｲ･ｳﾞｪﾙﾄﾞｩｺﾞ｣(~1710年)
1708年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ｼﾓﾝ･ﾊﾟﾃﾞｨｰﾘｬ･ｲ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ｣(~1712年)
1708年1月3日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|宝永4年12月11日|<死去>岩城重隆(80歳)前出羽亀田藩主
1708年1月18日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｶｻﾄﾚｽ侯爵ﾛｰﾚｱｰﾉ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾄﾚｽ･
  ｱﾔﾗ･ｲ･ｸｱﾄﾞﾛｽ･ｶｽﾃﾘｬﾉｽ｣(~17110218)
1708年1月21日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵﾗﾝ､ﾒﾙｽ･ｴﾙ･ｹﾋﾞｰﾙ がｵｽﾏﾝ帝国の一部であるｱﾙｼﾞｪに占領された
1708年1月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1708年1月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣(~17460608死去)
1708年1月28日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ﾏｽ･ｱﾇﾑ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ﾊﾋﾞﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣
1708年1月28日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ﾊﾋﾞﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣(~171
  6年没)
1708年1月31日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|宝永5年1月9日|<交替>肥前蓮池藩52625石｢鍋島直之｣隠居⇒弟｢鍋島
  直称｣が継ぐ(⇒享保2(1717)年4月9日､隠居)
1708年2月-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾐﾝｽｸをｽｳｪｰﾃﾞﾝが占領(~1709年)
1708年2月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾛﾃﾞﾜｲｸ･ﾌｧﾝ･ｱｯｾﾝ
  ﾊﾞﾗ｣(~17111227)
1708年2月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾚｯｸﾊｲﾑ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世ｺﾞﾍﾞｰﾙ｣
1708年2月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾚｯｸﾊｲﾑ伯｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｺﾞﾍﾞｰﾙ｣(~17200503没)
1708年2月4日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ･ｲ･ﾃﾊﾀﾞ｣(~17120328)
1708年2月16日-09:00|日本|群馬県前橋市|宝永5年1月25日|<死去>上野厩橋藩15万石｢酒井忠相｣(42歳)⇒2月9日
  ､長男｢酒井親愛｣が継ぐ(⇒享保5(1720)年4月13日､隠居)
1708年2月18日-09:00|日本|岩手県一関市|宝永5年1月27日|<死去>陸奥一関藩3万石｢田村建顕｣(53歳)⇒養子｢田
  村誠顕｣が継ぐ(⇒享保12(1727)年6月16日､死去)
1708年3月14日-09:00|日本|  ||宝永5年閏1月22日|<死去>2代千宗守(51歳)茶人､武者小路千家家元
1708年3月16日 03:00|日本|宮城県仙台市|宝永5年閏1月24日|<仙台宝永5年の大火>午の刻(午前12時ごろ)､八幡
  石切町の竜宝寺門前町､三浦屋次郎兵衛の貸家に住む喜作という者の家から出火､炎は中島丁から台町二､三番
  丁目へと飛び火し東南の方向へ広がった/続いて炎は二日町三番丁､国分町から東南原町へと流れ､谷地小路か
  ら孝勝寺へと延焼､寺の堂宇はことごとく焼けた/善導寺及び同寺内にある得生院殿(第三代藩主伊達綱宗の生
  母)の霊廟も一緒に焼けた/城下町のほとんどが焦土となった江戸時代最大の大火で､8人死亡､侍屋敷863軒､蔵
  屋敷2軒､寺社43か所(軒)､それらの門前町10軒､足軽･職人屋敷405軒､町屋敷812軒と合計2135軒が焼失
1708年3月20日-09:00|日本|京都府京都市下京区|宝永5年閏1月28日|幕府が京都銭座で宝永大銭(10文銭)を鋳造
1708年3月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙47年3月|朝鮮で全国に紅疫が流行し死者数万名
1708年3月24日-09:00|日本|東京都|宝永5年2月3日|<死去>初代中村七三郎(47歳)歌舞伎役者
1708年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾀﾞｰﾋﾞｰがｺｰｸｽ製鉄法を発明
1708年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾄﾏｿ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1708年4月1日-09:00|日本|  ||宝永5年2月11日|<死去>中島随流(80歳)俳人
1708年4月1日-09:00|日本|広島県広島市|宝永5年2月11日|<死去>安芸広島藩42万6500石｢浅野綱長｣病死(50歳)
  ⇒3月26日､長男｢浅野吉長｣が継ぐ(⇒享保15(1730)年5月11日､弟｢浅野長賢｣に広島新田藩3万石を分知⇒宝暦2
  年1月13日(17520227)死去)
1708年4月1日-03:00|日本|長崎県長崎市|宝永5年2月11日|暁､長崎榎津町より出火.今石灰町､新石灰町､万屋町､
  油屋町の過半､東浜町､今鍛冶屋町､出来鍛冶屋町の半分､今籠町､本古川町の一部を焼失
1708年4月5日-09:00|日本|群馬県富岡市|宝永5年2月15日|<死去>上野七日市藩1万石｢前田利英｣(20歳)⇒養子｢
  前田利理｣が継ぐ(⇒宝暦6(1756)年11月7日､七日市で死去)
1708年4月21日-09:00|日本|  ||宝永5年3月|<刊行>西川如見の外国地誌｢増補華夷通商考｣
1708年4月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ公(ﾌﾟﾌｧﾙﾂ系ｳﾞｨｯﾃﾙｽﾊﾞｯﾊ家)ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ｵｲｽﾀｯﾊ(~17320711
  死去)
1708年4月28日 04:00|日本|京都府京都市|宝永5年3月8日|<京都宝永5年の大火>午の下刻(13時ごろ)､油小路通
  り姉小路下ﾙ宗林町の銭屋(伊勢屋とも)市兵衛宅から出火､炎は御所をはじめ､その他の公家､武家屋敷､寺社､
  町家などを一挙に燃え上がらせ焦土とした/飛び火は下鴨まで達し､河合社も炎上/翌日は東南の強風に風向き
  が変わり､四条坊門あたりから西へと延焼､未の刻(午後2時ごろ)炎が三条油小路に達したところで鎮火/北は
  今出川通､南は錦小路通､西は油小路通､東は鴨川(賀茂川)河畔までと､京都の中心部を焼き尽くした/被害は御
  所は禁裏(天皇の住居)を始め各宮家､公家屋敷は九条､鷹司を始め95軒､大名屋敷21軒､町家417町､家数にして1
  万3000余軒､寺院48か所､神社6か所､仏教道場35か所が焼失
1708年4月30日-09:00|日本|熊本県熊本市|宝永5年3月10日|<熊本宝永5年の大火>熊本城下の坪井鳥町の北東角
  にある竹屋伝右衛門店(たな:貸家)の伝之丞宅から出火､新坪井町一丁目から八百屋町､六間町､馬借町へと延
  焼､米屋町､手取本町､千反畑から高田原､本行寺､白川端までの町家1200軒余りが焼失/知行取(領地を与えられ
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  た武家)や御切米取(給料取りの武家)や御中小姓(最下層の武家)の屋敷､また御鉄砲衆や御長柄衆の武家屋敷､
  寺院､神社が多く焼失
1708年5月6日-09:00|日本|茨城県行方市|宝永5年3月16日|<死去>常陸麻生藩1万石｢新庄直詮｣(44歳)⇒五男｢新
  庄直祐｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年11月20日､隠居)
1708年5月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの建築家ｼﾞｭｰﾙ･ｱﾙﾄﾞｩｱﾝ=ﾏﾝｻｰﾙ(1646ｰ､62歳)<主な作品>ﾊﾟﾘ天文台(
  14区),ｳﾞｧﾝﾄﾞｰﾑ広場(1区),大ﾄﾘｱﾉﾝ宮殿(ｳﾞｪﾙｻｲﾕ),ｻﾝ=ｼﾞｪﾙﾏﾝ=ｱﾝ=ﾚｰ城(ﾊﾟﾘの西部),ﾛﾜｲﾔﾙ橋(1,7区)
1708年5月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
1708年5月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世の息子(~17
  521222死去)
1708年5月21日-09:00|日本|  ||宝永5年4月2日|<死去>山田宗偏(82歳)茶人
1708年5月22日-09:00|日本|福岡県|宝永5年4月3日|<宝永5年筑後川大洪水>(~5日)九州北部の大雨で､筑後川が5
  0年来の大洪水を起こした/下濱にあった新蔵(米の貯蔵庫)が流失,久留米城下では船で行き来をする状態とな
  る
1708年6月2日-09:00|日本|東京都江東区|宝永5年4月14日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､海野助三郎
  が11,015本(総矢数12,300本中)を記録
1708年6月20日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1709年)
1708年6月21日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｳﾞｪｰﾃﾞﾙ=ﾔﾙｽﾍﾞﾙｸ伯爵ｸﾞｽﾀﾌ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(2回目~8.1)
1708年6月21日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島総督(ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ)｢Frederik von Gabel til Rantz
  ausholm og Bregentved｣
1708年6月30日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾃｸﾚ･ﾊｲﾏﾉｰﾄ1世｣
1708年6月30日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾅｵﾄﾞ2世･ﾃｸﾚ･ﾍｲﾏﾉｯﾄ｣(~7.1)
1708年6月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Christian Everhard｣
1708年6月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢George Albert｣(~17340612死去)
1708年7月1日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾃｳｫﾌﾛｽ･ﾖﾊﾈｽ･ｻｶﾞﾄﾞ･ｳｫﾙﾃﾞ･ｱﾝﾊﾞｻ｣(~1711101
  4没)
1708年7月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｷﾞﾖｰﾑ･ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾃﾞﾍﾞｰﾙ｣(1回目~1713年9月)
1708年7月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧ･ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｶﾙﾛ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ=ﾈｳﾞｪﾙｽ｣ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ家はﾏﾝﾄ
  ｳﾞｧの支配権を失い､ﾏﾝﾄｳﾞｧ公国はﾐﾗﾉ公国に併合
1708年7月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｶﾙｺｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌｧｯﾃｼﾝ･ﾗｵ1世ﾎﾞｰﾝｽﾚ｣(~1760年没)
1708年7月31日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌｫﾝ･ﾚﾝﾃ･ｽﾞ･ｻﾞｰﾙﾊｳｾﾞﾝ｣(~17100
  517)
1708年8月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾖﾊﾝ｣(~17100222没)
1708年8月8日 01:00|日本|神奈川県|宝永5年6月22日|<富士山宝永噴火二次災害>前日午後からの豪雨で,10時ご
  ろ､上流から押し寄せた土石流などが自然ﾀﾞﾑを破壊し､大量の激流が足柄平野の入口に設けられていた岩流瀬
  堤と大口堤へ一挙に押し寄せ両堤は決壊し特に下流右岸(西側)の足柄平野の穀倉地帯が濁流に覆われた
1708年8月11日-09:00|日本|京都府福知山市|宝永5年6月25日|<交替>丹波福知山藩32000石｢朽木稙昌｣隠居⇒長
  男｢朽木稙元｣が継ぐ(弟｢朽木稙治｣に3000石分与⇒享保6年(1721)11月24日､死去)
1708年8月11日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|宝永5年6月25日|<死去>那須資徳(37歳)元下野烏山藩主､交代寄
  合
1708年8月12日-09:00|日本|埼玉県久喜市|宝永5年6月26日|<死去>米津政武(71歳)前武蔵久喜藩主､元寺社奉行
1708年8月13日-03:00|日本|長崎県長崎市|宝永5年6月27日|暁､船津町より出火.小川町､東上町､上筑後町を全焼
  ､船津町､金屋町､恵美須の半分､後興善町､豊後町､東中町の一部を焼失
1708年8月15日-09:00|日本|栃木県足利市|宝永5年6月29日|<交替>下野足利藩11000石｢戸田忠時｣隠居⇒四男｢戸
  田忠囿｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年5月2日､死去)
1708年8月24日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾛﾊﾞｰﾂ｣(~17110807)
1708年9月8日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が一時的にｼﾞｪｰﾑｽﾞ島を奪還し､身代金を要求
1708年9月8日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾙｲ･ｼｰｻﾞｰ･ﾒﾈｾｽ｣(~17100503)
1708年9月26日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾇｲﾂ｣
1708年9月26日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ大統領｢ﾍﾝﾘｸｽ･ｳﾞｧﾝ･ｳﾞｪｰｾﾞﾙ｣(~17090713)
1708年9月27日-09:00|日本|佐賀県多久市|宝永5年8月14日|多久茂文､多久聖廟創建(孔子廟)
1708年10月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1710年5月)
1708年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ｴﾈｱ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻｰﾚ･ﾃｨﾆ｣
1708年10月9日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1708/9/28|<ﾚｽﾅｰﾔの戦い>大北方戦争でﾛｼｱ軍が始めてｽ
  ｳｪｰﾃﾞﾝ王国軍に勝利
1708年10月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾗｲｼﾝｼﾞ2世ﾗｸﾊｼﾞ｣(~17110813没)
1708年10月14日-09:00|日本|  ||宝永5年9月|(～宝永6年4月ごろ)はしかが全国に流行し,多くの死者を出す
1708年10月17日-09:00|日本|新潟県新発田市|宝永5年9月4日|<死去>溝口重雄(76歳)前越後新発田藩主
1708年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵﾌﾞ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ｣
1708年11月12日-09:00|日本|  ||宝永5年10月|<刊行>貝原益軒｢大和俗訓｣
1708年11月15日-09:00|日本|和歌山県田辺市|宝永5年10月4日|<死去>安藤直名(29歳)前紀伊田辺藩主､紀州藩家
  老
1708年11月19日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Pedro Sanchez Du
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  mpierrez｣(~1733年死去)
1708年11月20日-09:00|日本|三重県津市|宝永5年10月9日|<死去>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高睦｣(42歳)⇒11月25
  日､養子｢藤堂高敏｣が継ぐ(⇒享保13年4月13日(17280521)､死去)
1708年11月21日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Joachim Melchior von
   Holten｣
1708年11月22日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島暫定総督｢Diderich Mogense
  n｣(~17100327)
1708年12月2日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|宝永5年10月21日|<死去>伊達宗純(73歳)前伊予吉田藩主
1708年12月3日-09:00|日本|  ||宝永5年10月22日|<死去>林道栄(69歳)唐通事､書家
1708年12月4日-09:00|日本|  ||宝永5年10月23日|江戸･幕府が乗り馬･引き馬･伝馬などの馬の愛護を命じる(生
  類憐みの令)
1708年12月5日-09:00|日本|東京都|宝永5年10月24日|<死去>関孝和､数学者･和算の祖(67歳,生年1642年)
1708年12月6日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Rodrigo Sanches Farinha e Bae
  na｣(~17300919死去)
1708年12月10日-09:00|日本|長崎県平戸市|宝永5年10月29日|<死去>平戸新田藩1万石｢松浦邑｣(39歳)⇒12月27
  日､長男｢松浦鄰｣が継ぐ(⇒享保13(1728)年9月24日､24歳で死去)
1708年12月20日-09:00|日本|  ||宝永5年10月29日|<死去>5代石村近江(不明)三味線製作者
1708年12月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｽ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ連合軍が､ｲｷﾞﾘｽ領植民地ｾﾝﾄ･ｼﾞｮﾝを攻略
1708年12月21日-09:00|日本|  ||宝永5年11月10日|<死去>立花実山(立花重根)(54歳)福岡藩家老､茶人.黒田綱
  政の命により殺害
1708年12月22日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾃﾞｳﾞﾚﾄ2世ｷﾞﾚｲ｣(2期目~1713.4)
1708年12月24日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Francisco Danio Granados｣(1期目~171
  10718)
1709年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がﾋﾞﾙﾏに支店を再開
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｽｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾗﾝ･ﾗｰﾏ･ｸﾘｼｭﾅ･ﾊﾞﾜﾙﾀ･ﾊﾟﾄﾅｲｸ｣(~1741年)
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾗﾝｹｼｭﾜﾙ･ｼﾝ･ﾏﾝﾗｰｼﾞ｣(~1723年)
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞｯﾌﾟ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(~1713年没)
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞﾗ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1728年)
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾔ国統治者(ﾗﾅ)｢ｷﾓｼﾞ3世｣(~1728年没)
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｰｼﾞﾊﾟﾙ･ﾃﾞｵ｣(~1721年)
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ﾊﾟﾙ｣(~1720年)
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶｰﾝ｣(2回目~同年)⇒｢ﾅﾜｼﾞｼｭ･ｶｰﾝ･ﾙﾐ｣(2回目~1711
  年)
1709年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢La Pareppa Tosappe Wali Sultan Ismail｣(~1711年)
1709年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ｼｬｰﾙﾌ･ﾋﾞｰ｣(~1722年死去)
1709年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙのｱﾌｶﾞﾝ族がｲﾗﾝから独立
1709年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｶﾙﾄﾘ摂政｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ｣(2回目~1711年)
1709年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで牛疫が発生し､ﾖｰﾛｯﾊﾟにも伝染
1709年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾁｷﾗﾝ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ｶﾗ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1711年)
1709年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国国王｢ﾝﾀﾚ3世ﾙｼｬﾂｨ｣
1709年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｽﾃｨｰｳﾞﾝ･ﾊﾗｰ･ﾊﾚﾙｺｲ｣(国会会長~17100502没)
1709年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<譲位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国王｢ｽﾀﾆｽﾜﾌ･ﾚｼﾁﾆｽｷ(ｽﾀﾆｽﾜﾌ1世)｣
1709年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国国王｢ﾑｳｪｼﾞ3世ﾝﾀﾞｸﾞｼﾐｴ｣(~1739年頃没)
1709年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国王｢ｱｳｸﾞｽﾄ2世ﾓﾂﾇｨ｣(~17330201)
1709年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾙｲｽ｣ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ･ﾃﾚｰｻﾞの姉ﾏﾘｰ･ﾃﾚｰｽﾞの曾孫
  .後のｽﾍﾟｲﾝ王ﾙｲｽ1世(~17240831死去)
1709年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Gonzalo Chacon y Orellana Mendoza de Toledo Sandoval y
   Rojas｣(~1715年)
1709年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ4世ｱﾝﾘ｣(~1736年)
1709年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｾﾌｧｰﾊﾟｼｬ｣⇒｢ｶﾗｲﾗﾝ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1711年)
1709年-01:00|ﾘﾋﾞｱ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ1世｣(~1767年)
1709年-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||ｺﾝｺﾞのﾍﾟﾄﾞﾛ4世が王国を再統一
1709年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｼｱで大規模な飢饉となる
1709年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾞｯﾄｶﾞｰがﾏｲｾﾝ城内に磁器製作所をつくる
1709年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ﾌﾞﾊﾞｶｰﾙ･ｼﾚ｣(1回目~1710年頃)
1709年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ﾊｰﾒﾝ･ｽﾄｯｸﾎﾌ｣(~同年)⇒｢ﾌﾗﾝｽ･ﾄﾞ･ﾗﾝｹﾞ｣(~171
  0年)
1709年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Charles-Francois de Machault de Bellemont｣
1709年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾛｰﾗﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾚﾙﾉ｣(~1710年)
1709年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ﾃﾞ･ｳﾚﾀ･ｴ･ｲﾙｽﾀ｣(~1710年)
1709年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｲﾝｺﾞｰﾙﾃﾞｽﾞﾋﾞｰ｣(~1710年)
1709年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞｯｷﾝ｣(~1717年)
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1709年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾛｲﾄﾞ｣(~1714年)
1709年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣(2回目~1712年)
1709年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Baltaci Mehmed Pasha｣(~1710年)
1709年1月3日-09:00|日本|大分県杵築市|宝永5年11月23日|<交替>豊後杵築藩32000石｢松平重栄｣隠居⇒次男｢松
  平重休｣が継ぐ(⇒正徳5(1715)年8月10日､25歳で死去)
1709年1月7日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Gabriel Jean Nicolas de Gabaret｣(2期目~1
  710年)
1709年1月7日-07:00|日本|愛媛県松山市|宝永5年11月27日|松山藩領三津浜大火､360軒余を焼失
1709年1月27日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｳｽﾀﾘｽ･ﾃﾞ･ｳﾞｪﾙﾃｨｽﾍﾞﾚｱ｣(~17161223)
1709年1月31日-09:00|日本|  ||宝永5年12月21日|<死去>安倍季尚(87歳)雅楽家
1709年1月31日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|宝永5年12月21日|<死去>伊達宗利(75歳)前伊予宇和島藩主
1709年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国統治者(ｻｰﾙ･ﾃﾞｻｲ)｢ﾌｫﾝ･ｻｳﾞｧﾝ2世｣(~17380102没)
1709年2月-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||ﾐﾝｽｸがﾛｼｱに占領された(~1710年)
1709年2月8日-07:00|日本|大阪府大阪市|宝永5年12月29日|<大坂宝永5年の大火｢道修町焼｣>(～30日)深夜､丑の
  刻(午前2時ごろ)道修町筋淀屋橋南横町より出火,東堀へ飛び火し上町大川筋八軒屋へ延焼/東は天満橋お城際
  の馬場まで､南は鑓屋町あたりまで焼けた/船場北は過書町まで､西は淀屋橋筋を限り焦土となった/平野町､道
  修町､伏見町､高麗橋筋浮世小路､今橋筋､堺筋から東へ右側は東横掘まで､丑の刻過ぎから延焼し出し､翌日お
  おみそかの夜半過ぎごろまでと､丸一昼夜焼けに焼けて鎮火/被害は65町､1501軒､世帯数にして7491軒､土蔵20
  2か所､寺15か所､神社2か所､高麗橋､今橋､平野橋など橋3か所を焼いた
1709年2月10日-09:00|日本|  ||宝永6年|<刊行>儒学者･貝原益軒｢大和本草｣
1709年2月10日-09:00|日本|  ||宝永6年|この年､河井乙州が松尾芭蕉の紀行文｢笈(おい)の小文｣刊行
1709年2月10日-08:00|中国|  ||清･康熙48年|<死去>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｳﾊﾞｲﾄﾞｯﾗｰ｣
1709年2月10日-08:00|中国|  ||清･康熙48年|<即位>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｺﾞﾊﾟ･ﾍﾞｸﾞ｣(~1711年､死去)
1709年2月15日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ4世ﾇｻ
  ﾑ･ﾑﾍﾞﾝﾊﾞ｣再統一(~17180221没)
1709年2月19日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永6年1月10日|<死去>江戸幕府第5代将軍･徳川綱吉が､はしかの
  不養生により(正室信子に刺し殺されたとの説もある)/64歳(誕生:正保3(1646)0108)生類憐みの令のため犬公
  方と言われた
1709年2月19日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永6年1月10日|<就任>老中｢小笠原長重｣(~宝永7年5月18日)
1709年2月19日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永6年1月10日|<就任>老中｢本多正永｣(~宝永8年4月2日])
1709年2月22日-09:00|日本|兵庫県たつの市|宝永6年1月13日|<交替>播磨龍野藩53000石｢脇坂安照｣隠居⇒長男｢
  脇坂安清｣が継ぐ(弟｢安利｣に2000石分与し51000石⇒享保7(1722)年2月9日､死去)
1709年2月26日-09:00|日本|  ||宝永6年1月17日|幕府が宝永通宝10文銭の鋳造を停止
1709年2月27日-09:00|日本|岐阜県海津市|宝永6年1月18日|<死去>美濃今尾藩3万石｢竹腰正映｣(21歳)尾張藩家
  老⇒3月22日､養子｢竹腰正武｣が継ぐ(⇒宝暦9(1759)年12月8日､死去)
1709年3月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｪｲｴﾝﾄﾞﾗﾏﾗ｣
1709年3月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾏﾍﾝﾄﾞﾗﾏﾗ｣(1回目)⇒｢ｼﾞｬﾔﾋﾞﾗﾅﾗｼﾝﾊﾏｯﾗ｣⇒｢ｼﾞｬﾔﾏﾍﾝﾄﾞﾗﾏﾗ｣(2
  回目~17150121)
1709年3月1日-09:00|日本|  ||宝永6年1月20日|幕府が生類憐みの令を廃止
1709年3月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ2世｣
1709年3月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ公･初代ﾓﾝｻﾞｰﾏｰ侯｢ﾗﾙﾌ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1709年3月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ公･2代ﾓﾝｻﾞｰﾏｰ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~17490705死去爵位廃絶)
1709年3月11日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|宝永6年2月1日|<死去>京極高盛(60歳)前但馬豊岡藩主
1709年3月26日-09:00|日本|石川県加賀市|宝永6年2月16日|<改易>加賀大聖寺新田藩1万石｢前田利昌｣大和柳本
  藩主織田秀親を殺害(18日､切腹)
1709年3月26日-09:00|日本|奈良県天理市|宝永6年2月16日|<死去>大和柳本藩1万石｢織田秀親｣加賀大聖寺新田
  藩主｢前田利昌｣に殺害された(48歳)⇒4月12日､弟｢織田成純｣が継ぐ(⇒享保9(1724)年12月3日､隠居)
1709年3月28日-09:00|日本|石川県加賀市|宝永6年2月18日|<死去>前田利昌.織田秀親を刺殺したため切腹(26歳
  )元加賀大聖寺新田藩主
1709年4月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ｱﾝﾘ1世｣兼ｷﾞｰｽﾞ公｢ｱﾝﾘ3世｣
1709年4月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ﾙｲ1世｣兼ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ2世｣(~17100304死去)
1709年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1709年4月8日-09:00|日本|  ||宝永6年2月29日|幕府､流罪となった赤穂浪士の遺族たちを赦免
1709年4月10日-09:00|日本|  ||宝永6年3月1日|家宣が､幕府高官への贈り物禁止令を出す
1709年4月10日-09:00|日本|山口県下関市|宝永6年3月1日|<死去>長門長府藩5万石｢毛利綱元｣(60歳)⇒嫡孫｢毛
  利元朝｣が継ぐ(⇒正徳2(1712)年10月23日､宗家長州藩嗣子となる)
1709年4月11日-09:00|日本|  ||宝永6年3月2日|幕府が,歌舞伎役者が外出時に帯刀し,紗綾･縮緬を着用するこ
  とを禁じる
1709年4月16日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Fernando Chacon Medina y Sa
  lazar｣(~1713年)
1709年4月19日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Parent｣ﾌﾗﾝｽ司令官(~5.15)
1709年4月19日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｻﾝ･ﾄﾒを占領(~5.15)
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1709年4月21日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾎｰﾀｷｰ朝首長｢ﾐｰﾙﾜｲｽ･ﾎﾀｰｸ｣ｻﾌｧﾋﾞｰ朝から独立(~1715.11死去)
1709年4月21日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｳｫｰﾄﾝ男爵ﾄｰﾏｽ･ｳｫｰﾄﾝ｣(~17110703)
1709年4月30日-09:00|日本|奈良県奈良市|宝永6年3月21日|東大寺大仏殿再建
1709年5月-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第32代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ8世ｽﾘｴｰﾝﾀﾗｰﾃｨﾎﾞｰﾃﾞｨｰ｣
1709年5月-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第33代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ9世ﾌﾟｰﾐﾝﾀﾗｰﾁｬｰ｣(~17321209死去)
1709年5月2日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾚｳﾞｧﾝ｣(~7月)
1709年5月2日-09:00|日本|三重県亀山市|宝永6年3月23日|<死去>伊勢亀山藩5万石｢板倉重冬｣(38歳)⇒長男｢板
  倉重治｣が継ぐ(⇒宝永7(1710)年1月26日､志摩鳥羽藩に移封)
1709年5月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1709/4/22|ｲｷﾞﾘｽの新旧東ｲﾝﾄﾞ会社が合併し合同東ｲﾝﾄﾞ会社設立
1709年5月4日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの私掠船ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞﾝﾋﾟｱとｳｯｽﾞ･ﾛｼﾞｬｰｽﾞがｸﾞｱﾔｷﾙを攻撃し､略奪
1709年5月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第110代｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ2世｣
1709年5月6日-09:00|日本|大分県中津市|宝永6年3月27日|<死去>小笠原長胤(42歳)元豊前中津藩主
1709年5月15日-09:00|日本|群馬県高崎市|宝永6年4月6日|<拝領>上野吉井藩1万石｢松平(鷹司)信清｣(⇒享保9(1
  724)年5月19日､36歳で死去)
1709年5月16日 04:00|日本|福島県会津若松市|宝永6年4月7日|<会津若松宝永6年の大火>昼九つ半時(13時ごろ)
  ､馬場二ﾉ町にある長右衛門宅から出火､各所で燃え上がった/大町から馬場町､甲賀町､六日町､槻木町へ､愛宕
  町から鳥井町､屋敷町､横町､浄光寺町へ､台之町から阿弥陀町､天寧寺町､徒ﾉ町､御菜園､宿屋敷町講所へと城下
  各町々を灰とした/そのほか願成就院､浄光寺､法林寺､井上浄光寺､明光寺､延寿院､一乗寺､正教寺､宝蔵院､正
  福寺など寺々が全焼/夕七つ半時(17時半ごろ)鎮火/被災したのは､町屋829軒､御家人屋敷270軒､寺院は上記10
  軒が全焼,半焼7軒､消火のための潰家13軒
1709年5月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｺﾙﾈｰﾙ2世｣(~17220812死去)
1709年5月25日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永6年4月16日|<就任>老中格｢(御用人)間部詮房｣/1万石加増⇒3
  万石
1709年5月26日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|宝永6年4月17日|<死去>大和国郡山藩12万石｢本多忠常｣(49歳)⇒
  甥｢本多忠直｣が継ぐ(⇒享保2(1717)年5月8日､48歳で死去)
1709年6月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢政府委員会｣(~17150624)
1709年6月3日-09:00|日本|愛知県刈谷市|宝永6年4月25日|<交替>三河刈谷藩16000石｢阿部正春｣隠居⇒六男｢阿
  部正鎮｣が継ぐ(⇒翌年5月25日､上総佐貫16000石へ移封)
1709年6月8日-09:00|日本|  ||宝永6年5月|熊沢蕃山の政経論書｢集義外書｣刊行
1709年6月8日-09:00|日本|  ||宝永6年5月|幕府が現糸割符法を停止
1709年6月8日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永6年5月1日|<就任>第6代征夷大将軍｢徳川家宣｣綱吉の悪政から
  解放されると､一身に期待を集める(~正徳2(1712)年10月14日)
1709年6月12日-09:00|日本|  ||宝永6年5月5日|<死去>三井高富(56歳)豪商
1709年6月17日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Jorgen Christian Klein｣(~
  17150724)
1709年6月17日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾌｪﾛｰ諸島はﾃﾞﾝﾏｰｸ王が再び所有権を取得
1709年6月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ7世｣
1709年6月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｶｰﾙ3世ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~17380512死去)
1709年7月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ ｶｲﾎｽﾛｰ･ﾊｰﾝ｣(~17111008没)
1709年7月5日-09:00|日本|山梨県甲府市|宝永6年5月28日|<交替>甲斐甲府藩15万1200石｢柳沢吉保｣隠居⇒6月3
  日､長男｢柳沢吉里｣が継ぐ(⇒享保9(1724)年3月11日､大和国郡山藩へ移封)
1709年7月8日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||<ﾎﾟﾙﾀｳﾞｧの戦い>東ｳｸﾗｲﾅのﾎﾟﾙﾀｳﾞｧでｶｰﾙ･ｸﾞｽﾀﾌ･ﾚｰﾝｽｹﾙﾄﾞ率いる
  ｽｳｪｰﾃﾞﾝ軍と､ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世率いるﾛｼｱ軍が交戦し､ﾛｼｱ軍が勝利
1709年7月9日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永6年6月3日|<解任>大老｢柳沢吉保｣
1709年7月9日-09:00|日本|山梨県甲府市|宝永6年6月3日|<立藩>甲府新田藩1万石｢柳沢経隆｣(⇒享保9(1724)年
  閏4月28日､越後黒川藩に移封)
1709年7月9日-09:00|日本|山梨県甲府市|宝永6年6月3日|<立藩>甲府新田藩1万石｢柳沢時睦｣甲府藩より分与(⇒
  享保9(1724)年3月11日､越後三日市藩へ移封)
1709年7月11日-09:00|日本|福島県相馬市|宝永6年6月5日|<交替>陸奥中村藩6万石｢相馬叙胤｣隠居⇒養子｢相馬
  尊胤｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年5月21日､隠居)
1709年7月13日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ･ﾋﾞｭｰﾃｨｰ｣(~17110316在任中死
  去)
1709年7月15日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Isaac Lamont｣(2期目~11.25)
1709年7月16日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｶﾞｳﾞﾘｲﾙ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ｺﾞﾛﾌｷﾝ｣(~17340131)
1709年7月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ行政官(ﾘﾝﾌﾞﾙｸ+ﾘｴｰｼﾞｭ総督)｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｶﾞﾗｽ｣(~
  17100225)
1709年7月24日-09:00|日本|茨城県古河市|宝永6年6月18日|<交替>下総古河藩7万石｢松平信輝｣隠居⇒長男｢松平
  信祝｣が継ぐ(⇒正徳2(1712)年7月12日､三河吉田藩7万石に移封)
1709年7月27日-09:00|日本|京都府京都市|宝永6年6月21日|<就任>摂政｢近衛家煕｣(~正徳2年8月28日)
1709年7月27日-09:00|日本|京都府京都市|宝永6年6月21日|<譲位>113代｢東山天皇｣
1709年7月27日-09:00|日本|京都府京都市|宝永6年6月21日|<践祚>114代｢中御門天皇｣/宝永7年11月11日即位式
1709年8月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｽﾀﾆｽﾛｳﾞｧｽ1世｣
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1709年8月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱｳｸﾞｽﾀｽ2世強健王｣(2回目~17330201死
  去62歳)
1709年8月10日-09:00|日本|福岡県北九州市|宝永6年7月5日|<死去>小倉新田藩(篠崎屋敷)1万石｢小笠原真方｣小
  豆島沖において暴風雨で船が遭難し溺死(58歳)⇒甥｢小笠原貞通｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年正月5日､死去)
1709年8月18日-09:00|日本|沖縄県|宝永6年7月13日|<死去>琉球国王｢尚貞｣
1709年8月25日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｻﾊﾞﾙﾌﾞﾙ･ﾃﾞ･ｴﾁｪﾊﾞﾘ｣
1709年8月25日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｳﾙｽｱ｣(~17150204死去)
1709年8月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞﾘﾌﾞ･ﾅﾜｽﾞ･ﾊﾟﾑﾍｲﾊﾞ｣(~1747年没)
1709年9月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)対立皇帝｢ｱﾑﾀﾞ･ｾﾖﾝ｣(~同月)⇒｢ﾈﾊﾞｰﾝ･ﾖﾊﾈｽ｣(~1710年
  7月)
1709年9月1日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Juan Antonio Pimentel｣(~17201121)
1709年9月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾛﾗｲﾅ領主がｽｲｽとﾄﾞｲﾂ移民に1万3500ｴｰｶｰを下付
1709年9月3日-09:00|日本|広島県竹原市|宝永6年7月29日|賀茂郡下市村新町出火,126軒焼失
1709年9月4日-09:00|日本|  ||宝永6年8月|貝原益軒の本草書｢大和本草｣刊行
1709年9月4日-09:00|日本|岐阜県山県市|宝永6年8月|<藩庁移転>美濃岩滝藩1万石｢本庄道章｣⇒美濃高富藩1万
  石(⇒享保10(1725)年7月27日､43歳で死去)
1709年9月10日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Francois Michel Marschalck des Bordes｣(~17
  100324)
1709年9月11日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾙﾌﾟﾗｹの戦い/ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公ｼﾞｮﾝ･ﾁｬｰﾁﾙ率いる同盟軍が､ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ
  でﾌﾗﾝｽ軍を破る
1709年9月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｳﾞｨﾝｾﾝｿﾞ･ﾃﾞｭﾗｯｿﾞ｣(~17110914)
1709年9月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾘｰﾏﾝ(17101120まで)/ﾘﾁｬｰﾄﾞ･
  ｲﾝｺﾞﾙｽﾞﾋﾞｰ/ｱｰﾏｰ大司教ﾅﾙｼｻｽ･ﾏｰｼｭ(17101128-17110122)/ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾌｨｯﾌﾟｽ卿(17110122から)｣(~17110703)
1709年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣
1709年10月3日-09:00|日本|東京都|宝永6年9月|絵師英一蝶が赦免され,三宅島から江戸に帰る
1709年10月4日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ･ｶｽﾄﾛ･ｴ
  ･ﾘﾊﾞﾌﾘｱ｣(~17130222)
1709年10月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾘｰｳﾞﾗﾝﾄﾞ女公｢ﾊﾞｰﾊﾞﾗ･ﾊﾟｰﾏｰ｣
1709年10月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾘｰｳﾞﾗﾝﾄﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣初代ｻｳｻﾝﾌﾟﾄﾝ公･初代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯(~1730
  0909死去)
1709年10月14日-08:00|中国|  |||寧夏､中衛地震/M7.5､死者2,000人
1709年10月15日-09:00|日本|新潟県村上市|宝永6年9月13日|<死去>越後村上藩15万石｢本多忠孝｣(12歳)⇒21日､
  養子｢本多忠良｣が継ぐ(⇒宝永7(1710)年5月25日､三河刈谷藩5万石に減移封)
1709年10月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ｲｵｱﾝ･ﾌﾞﾌｽ｣(2回目~17100125)
1709年10月17日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Vicente Dinis Pinheiro｣(~1710.
  6死去)
1709年10月20日-09:00|日本|島根県浜田市|宝永6年9月18日|<交替>石見浜田藩5万石｢松平康員｣隠居⇒養子｢松
  平康豊｣が継ぐ(⇒享保20(1735)12月5日､死去)
1709年10月23日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｶｰﾙ･ｸﾞｽﾀﾌ･ｸﾞﾘｰｳﾞ･ﾆｰﾛｰﾄ｣(~17101010)
1709年10月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾓﾗﾙ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1710年8月､解雇後､
  ｽﾙﾀﾝによって投獄され､追放された)
1709年10月30日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･van Riebeeck｣(~17131117死去)
1709年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｲﾄﾞ｣
1709年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｲﾄﾞ｣(~17230331死去)
1709年11月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾌﾞﾗｼﾞﾙ移民を制限する政令を発布
1709年11月4日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾖｾﾞﾌ･ﾐｺﾜｼﾞ･ｺｽ｣(~1713年2月)
1709年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣
1709年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣(⇒17160706初代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公~17260704
  死去)
1709年11月25日 04:00|BES諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢Philippe Plessis｣(~12.1)
1709年11月25日 04:00|BES諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島をﾌﾗﾝｽの民間人占領(~12.1)
1709年11月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾃｨﾝﾄ｣(~17100626)
1709年11月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾄﾞｰﾏｰ｣断絶
1709年12月1日 04:00|BES諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Isaac Lamont｣(3期目~同月)⇒｢Jan Si
  monsen Doncker｣(3期目~17130124)
1709年12月1日-09:00|日本|沖縄県|宝永6年冬|翌年にかけて琉球で大飢饉｡2000人余餓死
1709年12月1日-09:00|日本|福井県福井市|宝永6年11月|福井の浄光院,運正寺と改称
1709年12月1日-09:00|日本|京都府京都市|宝永6年11月1日|<死去>初代坂田藤十郎(63歳)歌舞伎役者
1709年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1709年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣ﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯(~17180919死去)
1709年12月15日-09:00|日本|島根県益田市|宝永6年11月15日|<死去>松平綱近(51歳)元出雲松江藩主
1709年12月19日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|宝永6年11月19日|<死去>鍋島直朝(88歳)前肥前鹿島藩主
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1709年12月20日-09:00|日本|福井県越前市|宝永6年11月20日|<死去>越前高森藩2万石｢松平(本庄)宗長｣(23歳)
  ⇒弟｢松平宗胡｣が嗣ぐ(⇒正徳元(1711)年11月25日､死去無嗣断絶)
1709年12月31日-09:00|日本|群馬県館林市|宝永6年12月|<加増>上野国館林藩24000石｢松平清武｣+1万石⇒34000
  石(⇒正徳2(1712)年12月､2万石加増され54000石)
1710年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｿﾄ･ﾏｲｵｰﾙ(ｿｯﾄ市長)｣(~1714年)
1710年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢Jeremiah Harrison -Supervisor｣
  (~同年)⇒｢ｱﾝｿﾆｰ･Ettricke｣(~1711年死去)
1710年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･van Petersom｣(~1715年)
1710年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Mustafa Shafi ud-Din｣(~1718年)
1710年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾌｼﾝ･ｶﾏﾙﾃﾞｨﾝ｣(1回目~1730年)
1710年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ市役所を建て替え/この建物は現存(現ｼﾞｬｶﾙﾀ歴史博物館)
1710年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｱﾝ･ｴﾑ｣(~1722年)
1710年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国第13代国王ﾗｼﾞｬ･ﾃﾞｳｨ(~1719年)
1710年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ｶﾝﾎﾞｼﾞｱはﾍﾞﾄﾅﾑの家臣(~1720年)
1710年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｻｱﾀﾞﾄｩｯﾗｰ･ｶｰﾝ1世｣(~1732年没)
1710年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾗﾀﾞﾙﾊﾟ･ﾅﾗﾔﾝ｣(~1730年)
1710年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾄ･ｶﾌﾟﾗ国支配者｢ｽｶ･ｼﾝ｣(~1731年没)
1710年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｳﾞｧｰｼﾞｰ1世(元ｻﾀﾗ統治者)｣建国(~1714080
  2)
1710年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾅﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑﾄｩ･ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾗｸﾞﾅｰﾀ･ｾﾄｩﾊﾟﾃｨ｣(~1725年)
1710年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ｻｱｰﾀﾞﾄｩｯﾗｰ･ﾊｰﾝ｣(~1732年死去)
1710年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退位>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ﾀﾞｰｳｰﾄﾞ･ﾊｰﾝ･ﾊﾟﾝﾆｰ｣
1710年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｻﾞ国ﾐﾙ･ﾀﾑ｢ｼｬﾊﾞｽﾞ･ｶｰﾝ｣(~1740年)
1710年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢Shah Rukh Biy｣(~1721年死去)
1710年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝ国王｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾗﾌｨ｣(~1745年)
1710年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾌｪﾙｶﾞﾅでｼｬｰ･ﾙﾌがｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国を樹立
1710年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公｢ｼﾞｮﾙｼﾞ4世ﾘﾊﾟﾙﾃｨｱﾆ｣(2回目~1714年)
1710年-04:00|ﾛｼｱ/中国|  |||中国(満州)がｻﾊﾘﾔﾝ(ｻﾊﾘﾝ)に遠征隊を派遣
1710年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｽｳｪｰﾃﾞﾝ軍を支援し､ﾌﾞﾙｰﾄでﾛｼｱ軍と戦闘
1710年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾓｰﾘｼｬｽ諸島の領有を放棄
1710年-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<設立>ｸｳｪｰﾄ市
1710年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｶﾌｧ帝国ｶﾌｨ･ｱﾃｨｵ｢ｶﾞｷ･ｶﾞｵﾁｮ｣(~1742年)
1710年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗ王｢Olimi3世 Isamna｣(~1731年死去)
1710年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾒﾘﾅ王国君主｢King Andriantsimitoviaminiandriana Andriandrazaka｣(~17
  30年)
1710年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｶｾﾞﾝﾍﾞ統治者(ﾑﾜﾀ･ｶｾﾞﾝﾍﾞ)｢ｶｾﾞﾝﾍﾞ･ｲﾝｶﾞﾝﾀﾞ･ﾋﾞﾛﾝﾀﾞ｣建国(~1740年頃)
1710年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||北方戦争でﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ全土をﾛｼｱが占領
1710年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ｺﾝﾗｰﾄﾞ･ｳｨﾚﾑ ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾃﾞﾑ｣(~1714年没)
1710年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ伯｢Heinrich15世｣(~1739年)
1710年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣(~1712年)
1710年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾝﾅﾊﾞ(ﾎﾞｰﾝ)はｱﾙｼﾞｪに併合される
1710年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾗｵ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ人がｶﾛﾘﾝ諸島を発見し上陸
1710年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾛﾍﾟｽ･ﾛﾎﾞ｣(~1712年)
1710年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｼﾞｪﾗﾎ･ｼﾞｰｷﾞ｣(~1718年頃)
1710年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞｭﾎﾞｱ｣(~1716年)
1710年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｰｱﾝ社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ｷﾞﾖｰﾑ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾑｽﾃﾘｴ｣(~17110815没)
1710年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢John Pearney｣(~1713年)
1710年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢George Lillington｣(~1711年)
1710年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Raymond Balthazar de Phelipeaux du Verger｣(~17
  13.10死去)
1710年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾗﾆｪｰﾀ･ｲ･ﾍﾞﾗ｣(~1711年)
1710年 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｼｬﾘｯﾄ｣(2回目~17110207)
1710年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾝﾀｰ｣(~1720年)
1710年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛﾄﾞﾘ
  ｹﾞｽ･ﾌﾗﾝｺ｣(~1715年)
1710年1月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ｱﾙｼﾞｬｰﾉﾝ･ｶﾍﾟﾙ｣
1710年1月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｶﾍﾟﾙ｣(~17430108死去)
1710年1月10日-09:00|日本|京都府京都市|宝永6年12月11日|幕府が禁裏御所方火消を新たに設け,京都定火消を
  再置
1710年1月16日-09:00|日本|京都府京都市|宝永6年12月17日|<死去>113代｢東山天皇｣天然痘のため(35歳､延宝3(
  1675)0903生)
1710年1月19日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾖﾊﾝ･ﾄﾞ･ｺﾞｲｼﾞｪ｣(~17150728
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  )
1710年1月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾆｺﾗｴ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(1回目~11.23)
1710年1月30日-09:00|日本|  ||宝永7年|この年､貝原益軒の｢和俗童子訓｣刊行
1710年1月30日-09:00|日本|沖縄県|宝永7年|<即位>琉球国王｢尚益｣(~17120816死去)
1710年1月30日-09:00|日本|  ||宝永7年1月|<死去>2代志水甚五(91歳)装剣金工
1710年2月15日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ･ﾊﾘﾑ･ｼｬｰ1世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞ
  ﾄﾞﾗ･ｱﾙ=ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣
1710年2月15日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞﾜ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱｼﾞﾘﾝ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ2世ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌ
  ﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ｱﾙ=ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣(~17780923没)
1710年2月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾙｲ4世｣兼ﾌﾗﾝｽ王太子/ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公ﾙｲとﾏﾘｰ･ｱﾃﾞﾗｲｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ
  の三男(~17150901~17740510死去64歳)
1710年2月17日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾓｰﾘｼｬｽ植民地放棄
1710年2月22日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ﾊﾝｽ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾄﾘｯﾁｭﾗｰ｣(~8.26)
1710年2月24日-09:00|日本|三重県亀山市|宝永7年1月26日|<移封>志摩鳥羽藩6万石｢松平乗邑｣⇒伊勢国亀山藩6
  万石(⇒享保2(1717)年12月､山城国淀藩6万石に移封)
1710年2月24日-09:00|日本|三重県鳥羽市|宝永7年1月26日|<移封>伊勢亀山藩5万石｢板倉重治｣⇒志摩鳥羽藩5万
  石(⇒享保2(1717)年11月､伊勢亀山藩へ再移封)
1710年2月25日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ行政官(ﾘﾝﾌﾞﾙｸ+ﾘｴｰｼﾞｭ総督)｢ﾌﾗﾝﾂ･ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｼﾞﾝｻﾞｰﾘﾝ
  ｸﾞ｣(~17131027)
1710年3月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾃﾞﾘ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ2世｣(~6.17)
1710年3月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ﾙｲ1世｣兼ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ2世｣
1710年3月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ﾙｲ2世ｱﾝﾘ｣兼ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ3世ｱﾝﾘ｣(~17400127死去)
1710年3月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｹﾘｰ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｱｰｽｷﾝ｣
1710年3月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｹﾘｰ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｱｰｽｷﾝ｣(~17560403死去)
1710年3月11日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｵﾘﾝﾀﾞのｴﾝｼﾞｪｰﾆｮは2千の兵を動員しﾚｼﾌｪを封鎖/ﾏｽｶｯﾃ戦争/1年後に本国の
  介入により収拾
1710年3月15日-09:00|日本|山形県新庄市|宝永7年2月16日|<隠居>出羽新庄藩68200石｢戸沢正誠｣⇒養子｢戸沢正
  庸｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年12月6日､隠居)
1710年3月27日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Michel Knudsen Crone｣
  (~17160808死去)
1710年3月27日-09:00|日本|大分県竹田市|宝永7年2月28日|<死去>豊後岡藩70440石｢中川久通｣(48歳)⇒三男｢中
  川久忠｣が継ぐ(⇒寛保2年10月13日(17421109)死去)
1710年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼｵﾆｰﾆ｣｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾊﾝﾏｰｽﾞ｣
1710年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾀﾞﾝﾓｱ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏｰﾚｲ｣
1710年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾀﾞﾝﾓｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣先代の息子(~17520418死去)
1710年4月19日-09:00|日本|  ||宝永7年3月21日|<死去>土佐光成(65歳)絵師
1710年4月22日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Pierre Antoine Parat de Chaillenest｣(~1715
  1114)
1710年4月22日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢大審問院大統領ﾐｹﾞﾙ･ﾇﾆｪｽﾃﾞ･ｻﾅﾌﾞﾘｱ｣(2回目~9.14)
1710年4月24日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李ｼｬ｣(~9.10)
1710年4月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>初代ｹﾝﾄ侯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣⇒初代ｹﾝﾄ公(~17400605死去廃絶)
1710年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾝﾀﾞ率いるｼｸ教徒がﾑｶﾞｰﾙ朝の支配に対して反乱
1710年5月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ﾀﾞﾏﾄﾞ･ﾇﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~6.16)
1710年5月2日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｽﾃｨｰｳﾞﾝ･ﾊﾗｰ･ﾊﾚﾙｺｲ｣
1710年5月2日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾊﾞｰﾛ･ｳﾞｪｯｾﾚﾆｲ･ﾊﾀﾞﾃﾞｨ｣(1回目~17130701)
1710年5月3日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾛｰﾚﾝｽ･ｱﾙﾏｰﾀﾞ｣(~17111014)
1710年5月10日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Lillington｣(~171
  10622)
1710年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾚﾑﾋﾙﾄ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ｣
1710年5月13日-09:00|日本|  ||宝永7年4月15日|幕府が金貨改鋳を行う(宝永小判)
1710年5月13日-09:00|日本|  ||宝永7年4月15日|幕府新井白石草する所の武家諸法度を頒つ､又別に其句解を作
  りて之を並び行なわしむ
1710年5月15日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|宝永7年4月17日|<死去>下野烏山藩3万石｢稲垣重富｣(38歳)⇒長
  男｢稲垣昭賢｣が継ぐ(⇒享保10(1725)年10月18日､志摩鳥羽藩3万石に移封)
1710年5月17日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ｵｯﾄｰ･ｸﾗｯﾍﾞ･ﾃｨﾙ･ｴｸﾞﾎﾙﾑ･ﾎﾙﾒｺﾞｰﾙ｣(~1717
  0708)
1710年6月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Vicente Dinis Pinheiro｣
1710年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｷﾞﾌﾞｽﾞ｣(~17120319)
1710年6月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ､ﾏｲｾﾝ磁器工房設立
1710年6月14日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|宝永7年5月18日|<交替>武蔵岩槻藩6万石｢小笠原長重｣隠
  居⇒嫡男｢小笠原長煕｣が継ぐ(⇒翌年2月11日､遠江掛川藩6万石に転封)
1710年6月14日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永7年5月18日|<解任>老中｢小笠原長重｣
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1710年6月16日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹﾌﾟﾙｰﾘｭ･ﾇﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~8.18)
1710年6月16日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾟｼｬ｣(~1711年6月)
1710年6月17日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｱﾘ2世ｼｬｳﾞｼｭ"ﾊﾞﾊﾞ･ｱﾘ･ﾁｬｳｼｭ"｣(~17180404)
1710年6月18日-09:00|日本|長崎県壱岐市|宝永7年5月22日|<死去>河合曾良.壱岐にて病死(62歳)俳諧師
1710年6月19日-09:00|日本|愛知県刈谷市|宝永7年5月23日|<減移封>越後村上藩15万石｢本多忠良｣⇒三河刈谷藩
  5万石(⇒正徳2(1712)年7月12日､下総古河藩5万石に移封)
1710年6月19日-09:00|日本|群馬県高崎市|宝永7年5月23日|<加増移封>相模厚木藩1万石｢間部詮房｣⇒上野国高
  崎藩5万石(⇒享保2(1717)年2月11日､越後村上藩へ移封)
1710年6月19日-09:00|日本|千葉県富津市|宝永7年5月23日|<移封>三河刈谷藩16000石｢阿部正鎮｣⇒上総佐貫160
  00石(⇒宝暦元(1751)年11月4日､死去)
1710年6月19日-09:00|日本|新潟県村上市|宝永7年5月23日|<移封>上野高崎藩72000石｢松平輝貞｣⇒越後村上藩7
  2000石(⇒享保2(1717)年2月11日､上野高崎藩72000石に移封)
1710年6月30日-09:00|日本|  ||宝永7年6月4日|<死去>理子女王(20歳)徳川吉宗の正室､伏見宮貞致親王の王女.
  死産の後に産褥死
1710年7月14日-09:00|日本|東京都|宝永7年6月18日|江戸近辺で鳥を殺傷することが禁止される
1710年7月15日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾘｶﾞ市がﾛｼｱ軍に降伏.ｽｳｪｰﾃﾞﾝ領ﾘｳﾞｫﾆｱはﾛｼｱに併合され自治が保証され
  た
1710年7月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ辺境伯｢ﾏﾘｰ･ｱﾝﾇ ｱﾝﾘｴｯﾄ･ﾚｵﾎﾟﾙﾃﾞｨｰﾇ｣(~17280728没)､
  摂政｢ﾏﾘｰ･ｱﾝ･ﾌｫﾝ･ｱﾚﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1722年)
1710年7月30日-09:00|日本|福井県福井市|宝永7年7月5日|<交替>越前福井藩25万石｢松平吉品｣隠居⇒甥｢松平吉
  邦｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年12月4日､41歳で死去)
1710年8月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｺｾ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~17110730､地元のﾍﾞｲによって
  打倒された)
1710年8月7日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾌﾞｯﾁｬｰ｣(~17140708)
1710年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国庫財務実行主席弁務官｢ﾎﾟｰﾚｯﾄ伯ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(
  ~17110329)Tor
1710年8月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾊﾞﾙﾀﾁ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~17111120)
1710年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦8月8日|ｲｷﾞﾘｽで､ﾎｲｯｸﾞ党政府が退陣し､ﾄｰﾘｰ党政府が成立
1710年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣
1710年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣(~17120128死去)
1710年8月20日-09:00|日本|滋賀県彦根市|宝永7年7月26日|<死去>近江彦根藩30万石｢井伊直通｣(22歳)⇒8月12
  日､弟｢井伊直恒｣が継ぐ(⇒同年10月5日､18歳で死去)
1710年8月26日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｳﾙﾘｸ･ﾌﾚﾃﾞﾘｸ･ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ･ﾌﾘﾍﾚ･ﾚｰｳﾞｪﾝﾀﾞﾙ｣(~171204
  30)
1710年8月26日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|宝永7年8月2日|宮崎県児湯郡高鍋町<交替>日向高鍋藩27000石
  ｢秋月種政｣隠居⇒長男｢秋月種弘｣が継ぐ(⇒享保19(1734)年12月7日隠居)
1710年9月3日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ暫定大統領･総督･総司令官｢ｻﾝﾀﾌｪ大司教ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺｼｵ
  ･ｲ･ｵﾃﾛ｣(~17110602)
1710年9月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾇｴﾙ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｴﾊﾞ｣
1710年9月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾇｴﾙ･ﾇｰﾆｮ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｲ･ｱﾔﾗ｣先代の子(~1733年
  没)
1710年9月11日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|宝永7年8月18日|<死去>摂津尼崎藩48000石｢青山幸督｣病死(46歳)⇒1
  0月16日､長男｢青山幸秀｣が継ぐ(⇒宝永8(1711)年2月11日､信濃飯山藩に移封)
1710年9月14日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｷﾄ司教ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾗﾄﾞﾛﾝ･ﾃﾞ･ｹﾞﾊﾞﾗ｣(~17160302)
1710年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾝｽﾞﾘｰ｣
1710年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ｱｰｻｰ･ｱﾝｽﾞﾘｰ｣先代の弟(~17370331死去)
1710年9月23日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｶｰﾙ･ｸﾞｽﾀﾌ･ｸﾞﾚｰﾌﾞ･ﾆｰﾛｽ｣(~17120
  125没)
1710年9月23日-09:00|日本|  ||宝永7年閏8月|<移封>三河伊保｢本多忠晴｣→遠江相良1万5千石/以後忠通､忠如
  と続く(~延享3年陸奥泉へ)
1710年9月26日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ｴｰｾﾞﾙの首都ｱﾚﾝｽﾌﾞﾙｸ市(ｸﾚｯｻｰﾚ)がﾛｼｱ軍に降伏.ｴｰｾﾞﾙ(ｻｰﾚﾏｰ)の占領完
  了(17210910､ｽｳｪｰﾃﾞﾝからﾛｼｱに正式に割譲)
1710年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Damad Ibrahim Pasha｣(~1711年)
1710年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑｾﾞｲ｣
1710年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~17391208死去)
1710年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌﾗﾝﾁｰﾆ｣
1710年10月3日 05:00|日本|  ||宝永7年閏8月11日|<宝永7年因伯美地震>未の刻(14時ごろ),伯耆国と美作国にﾏ
  ｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.5ｸﾗｽの地震/伯耆国の河村,久米両郡で被害が大きく,山が崩れ人家を押しつぶした/倉吉では土蔵
  が損壊し30cmほどの地割れが生じた/八橋で60余戸倒壊したのを始め伯耆国での被害は75人死亡,人家倒壊109
  2軒,土蔵損壊9ヵ所,山崩れ492ヵ所/美作国では2人死亡,民家倒壊及び損傷200軒余,山崩れ90ヵ所
1710年10月7日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|宝永7年閏8月15日|<移封>越後高田藩67850石｢戸田忠真｣⇒下野宇
  都宮藩67850石(⇒享保3(1718)年､1万石加増され77850石)
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1710年10月7日-09:00|日本|新潟県上越市|宝永7年閏8月15日|<移封>伊勢国桑名藩11万石｢松平定重｣⇒越後高田
  藩113000石(⇒正徳2(1712)年9月7日､隠居)
1710年10月7日-09:00|日本|広島県福山市|宝永7年閏8月15日|<移封>下野宇都宮藩10万石｢阿部正邦｣⇒備後福山
  藩10万石(⇒正徳5年1月27日(17150302)死去)
1710年10月7日-09:00|日本|三重県桑名市|宝永7年閏8月15日|<移封>備後福山藩10万石｢松平忠雅｣⇒伊勢桑名藩
  10万石(⇒延享3(1746)年6月20日､死去)
1710年10月10日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ･ｴｽﾄﾆｱ暫定総督｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾊﾞｳｱｰ｣(~1711年3月)
1710年10月13日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾎﾟｰﾄﾛﾜｲﾔﾙの戦い>ｶﾅﾀﾞのﾌﾗﾝｽ入植地ﾎﾟｰﾙ･ﾛﾜｲﾔﾙがｲｷﾞﾘｽに奪取
  される
1710年10月22日-09:00|日本|愛媛県|宝永7年9月|大山為起の『日本書紀』全巻の注釈書『味酒講記』が完成
1710年10月22日-09:00|日本|静岡県牧之原市|宝永7年9月|<移封>三河伊保藩15000石｢本多忠晴｣⇒遠江国相良藩
  15000石(⇒正徳5(1715)年4月12日､死去)
1710年10月23日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|宝永7年9月2日|<死去>山城淀藩6万石｢石川義孝｣(52歳)⇒養
  子｢石川総慶｣が継ぐ(⇒宝永8(1711)年2月､備中松山藩6万石に移封)
1710年11月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｻﾝﾀﾞｳｨｻﾞﾔ｣簒奪者(~1731年4月)
1710年11月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙのﾍﾞﾙﾅﾝﾌﾞｰｺでﾏｽｶﾃ戦争が勃発
1710年11月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ｷﾞﾘｱﾑｽ｣(~1716年)
1710年11月12日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|宝永7年9月22日|<死去>大和小泉藩11129石｢片桐貞房｣(69歳)⇒
  甥｢片桐貞起｣が継ぐ(⇒寛保元(1741)年4月1日､死去)
1710年11月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ｲｵﾙﾀﾞｯｼｭ･ﾙｾｯﾄ｣(~12.10)
1710年11月23日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾎｻ｣(~17110120)
1710年11月25日-09:00|日本|滋賀県彦根市|宝永7年10月5日|<死去>近江彦根藩30万石｢井伊直恒｣(18歳)⇒父｢井
  伊直興(直該)｣が再任(⇒正徳4(1714)年2月23日､隠居)
1710年11月30日-09:00|日本|東京都大田区|宝永7年10月10日|池上本門寺から出火し､本堂･祖師堂･本坊などが
  焼失
1710年12月4日-09:00|日本|愛媛県今治市|宝永7年10月14日|宝永5年閏1月9日に今治藩領越智郡下弓削村土生の
  農民騒動をおこした庄右衛門ら8人斬首となる
1710年12月7日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｲｰﾏﾝｽﾞ
  ｣(~同月)⇒｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(1回目~17110710)
1710年12月8日-09:00|日本|青森県弘前市|宝永7年10月18日|<死去>陸奥弘前藩47000石｢津軽信政｣(65歳)⇒次男
  ｢津軽信寿｣が継ぐ(1000石分知し46000石⇒享保16(1731)年5月16日､隠居)
1710年12月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ｻﾝｸﾞﾗﾑ･ｼﾝ2世｣(~17340111没)
1710年12月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾃﾞｨﾐﾄﾘｰ･ｶﾝﾃﾐｰﾙ｣(~17110711)
1710年12月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ｱﾝﾄﾝ｣
1710年12月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~17180624死去)
1710年12月19日-09:00|日本|福岡県朝倉市|宝永7年10月29日|<死去>筑前秋月藩5万石｢黒田長重｣(52歳)⇒長男｢
  黒田長軌｣が継ぐ(⇒正徳5(1715)年11月4日､死去)
1710年12月22日-09:00|日本|奈良県葛城市|宝永7年11月3日|<交替>大和新庄藩1万石｢永井直圓｣隠居⇒次男｢永
  井直亮｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年6月27日､死去)


